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令
に
鱸
ゆ
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つ
い
て

道
路
局
道
路
交
通
管
理
課

は
じ
め
に

道
路
法
第
四
十
七
条
に
つ
い
て
、
道
路
法
解
説
に
は

"道
路
交
通
は
そ
の

基
礎
施
設
で
あ
る
道
路
と
車
両
と
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、

す
べ
て
の
道
路
が
い
か
な
る
車
両
に
対
し
て
も
、
完
全
な
収
容
力
を
保
持
す

る
こ
と
は

一
つ
の
理
想
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
高
速
自
動
車
国
道
か
ら

市
町
村
道
に
至
る
ま
で
、
完
全
な
道
路
構
造
を
確
保
す
る
こ
と
は
事
実
上
不

可
能
で
あ
る
ば
か
り
で
は
な
く
、
経
済
的
見
地
か
ら
適
当
と
は
言
い
難
い
。

道
路
は
そ
の
具
体
的
な
機
能
に
応
じ
た
構
造
規
格
を
備
え
る
こ
と
が
必
要
で

あ
る
が
、
か
つ
、
そ
れ
で
足
り
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
"
と
解
説
さ
れ
て
い

ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
す
べ
て
の
道
路
を
ど
の
よ
う
な
大
型
車
両
で
も
通
れ
る
よ

う
な
ス
ペ
ッ
ク
整
備
す
る
こ
と
は
、
現
実
的
で
は
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
道
路

の
役
割
、
そ
れ
に
応
じ
た
利
用
方
法
の
範
囲
で
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。

よ
っ
て
、
こ
の
範
囲
を
超
え
る
車
両
の
通
行
は
、
道
路
に
過
大
な
負
担
を

与
え
、
そ
の
構
造
又
は
交
通
に
支
障
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
が
あ
る
と
い
う
こ
と

で
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
に
対
応
す
る
た
め
、
車
両
制
限
令
は
、
道
路
を
通
行
す

る
車
両
の
寸
法
及
び
重
量
等
に
つ
い
て
一
定
の
基
準
を
定
め
、
道
路
構
造
の

保
全
と
交
通
の
危
険
防
止
を
目
的
と
し
て
、昭
和
三
六
年
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

本
編
で
は
、
実
務
に
携
わ
る
方
も
決
し
て
多
く
な
い
分
野
で
す
が
、
道
路

管
理
に
お
い
て
重
要
な
役
割
を
有
し
て
い
る
の
で
、
こ
の
機
会
に
、
紹
介
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

一

車
両
の
通
行
制
限
に
関
す
る
法
令
の
体
系

(図
-
)

車
両
の
通
行
制
限
に
つ
い
て
は
、
道
路
法
第
四
十
七
条
第
二
項
に
お
い
て

‘

｢車
両

(人
が
乗
車
し
、
貨
物
が
積
載
さ
れ
た
状
態
)
の
幅
、
重
量
、
高
さ
、

、

長
さ
及
び
最
小
回
転
半
径
の
最
高
限
度
を
超
え
る
車
両
は
、
道
路
を
通
行
さ
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せ
て
は
な
ら
な
い
｣
と
規
定
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
具
体
的
数
値
は

｢車
両
制

限
令
｣
及
び

｢車
両
の
通
行
の
許
可
の
手
続
等
を
定
め
る
省
令
｣
で
規
定
さ

れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
同
上
第
三
項
で
は
、
道
路
管
理
者
は
、
橋
、
ト
ン
ネ
ル
等
に
お
け

る
重
量
、
高
さ
の
最
高
限
度
に
つ
い
て
、
個
別
に
制
限
す
る
こ
と
が
で
き
る

こ
と
と
な

っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
制
限
値
を
超
え
る
車
両
を
通
行
さ
せ
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
道

路
管
理
者
か
ら
特
殊
車
両
の
通
行
許
可
を
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す

(道
路

法
第
四
十
七
条
の
二
)。

ま
た
、
許
可
を
受
け
ず
に
通
行
し
た
り
、
許
可
条
件
に
違
反
し
た
り
し
た

場
合
は
許
可
取
消
し
な
ど
の
監
督
処
分
を
受
け
る
ほ
か
、
罰
則
の
適
用
が
あ

り
ま
す
。

二

車
両
の
制
限

道
路
法
第
四
十
七
条
第
一
項
の
規
定
を
受
け
、
車
両
制
限
令
で
は
道
路
を

通
行
す
る
車
両
の
大
き
さ
や
重
さ
を
次
の
と
お
り
制
限
し
て
い
ま
す
。
こ
の

制
限
の
こ
と
を

｢
一
般
的
制
限
｣
と
い
い
、
こ
の
制
限
値
を

｢
一
般
的
制
限

値
｣
と
い
い
ま
す

(こ
こ
で
い
う
車
両
と
は
、
人
が
乗
車
し
、
貨
物
が
積
載

さ
れ
た
状
態
を
い
い
、
他
の
車
両
を
け
ん
引
し
て
い
る
場
合
に
は
、
け
ん
引

さ
れ
て
い
る
車
両
を
含
み
ま
す
)。

ー

一
般
的
制
限
値

(車
両
制
限
令
第
三
条
一
項
)

一
般
的
制
限
値
の
具
体
的
数
値
は
、
図
2
の
と
お
り
で
す
。

な
お
、
高
速
自
動
車
国
道
ま
た
は
道
路
管
理
者
が
指
定
し
た
道
路

(重
さ

指
定
道
路
及
び
高
さ
指
定
道
路
)
を
通
行
す
る
車
両
の
総
重
量
及
び
高
さ
は

条

g
条

緊急自動車等の特例
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図 2 道路法に定められた車両の一般的制限値

次
に
掲
げ
る
値
と
な
っ
て
い
ま
す
。

=
重
さ
指
定
道
路

平
成
五
年
の
道
路
構
造
令
及
び
車

両
制
限
令
の
改
正
に
よ
り
、
車
両
総

重
量
に
か
か
る
基
準
を
二
0
t
か
ら

三
五
t
に
引
き
上
げ
ま
し
た
。
こ
れ

に
よ
り
高
速
自
動
車
国
道
や
重
さ
に

関
し
て
道
路
管
理
者
の
指
定
し
た
道

路

(重
さ
指
定
道
路
)
に
お
い
て
は
、

総
重
量
が
二
0
t
を
超
え
る

(最
大

三
五
t
)
車
両
が
自
由
に
走
行
で
き

る
よ
う
に
な

っ
て
い
ま
す

(表
1
)
。

②
高
さ
指
定
道
路

物
流
の
効
率
化
を
目
的
に
道
路
法

(車
両
制
限
令
)
に
定
め
る
車
両
の

高
さ
の
最
高
限
度
に
つ
い
て
、
道
路

管
理
者
が
道
路
の
構
造
の
保
全
及
び

交
通
の
危
険
の
防
止
上
支
障
が
な
い

と
認
め
て
指
定
し
た
道
路

(高
さ
指

定
道
路
)
を
通
行
す
る
車
両
に
あ
っ

て
は
、
四

･
一
m
に
り
き
上
げ
ら
れ

て
い
ま
す
。
(そ
の
他
の
道
路
を
通

行
す
る
車
両
に
あ

っ
て
は
三

･
八

m
)
(表
2
)。

※

高
さ
指
定
道
路
つ
い
て
、
道

表 1 重さ指定道路のネットワーク状況

道路種別 延 長 備 考

高速自動車国道 約 7
,
6 0 0 km 1 0 0 %

一般国道 (指定区間) 範ハU1
尹

ハリ約 %Q
J

ハン

一般国道 (指定区間外) 如の7′
1 3約 %う0庫自生

地方道等 如の6
7露約 む含路道速禰署ロ

合 計 血n
V9̂

!
ro約

車両の諸元 一般的制限値

一隅 をき
｣長 12

.
o m

さ
し一局 3

.
8 m (高さ指定道路は4

,
1 m )

き
｣重

総重量 20
.
o t (重さ指定道路は25

.
o t )

重軸 10
.
o t

隣接軸重
隣り合う車両の軸距が1.8m

未満 18
,
o t

隣り合う車両の車山距が1
,
8 m 以上 20

.
o t※

輪荷重 5
.
o t

最小回転半径 12
,
o m

り合う車軸の軸距が 1.3 m 以上、 かつ、 隣り合う車軸の軸重がい
以下のときは 19 t



表 2 高さ指定道路のネットワーク状況

道路種別 延 長 備 考

高速自動車国道 約 7 ,6 0 0 km 1 0 0 %

一般国道 (指定区間) 約 2 0,2 0 0 km 9 0 %

一般国道 (指定区間外) 約 5 ,5 0 0 km 1 7 %

地方道等 約 9 ,3 0 0 km 都市高速道路含む

合 計 約 4 2,6 0 0 km

表 3 総重量の特例 (車両の通行の許可の手続等を定める省令第 1条2項)

道路種別 最遠軸距 総重量の制限値 総重量の制限値

高速自動車国道

8 m 以上 9 m 未満 2 5 t 首都高速道路、 阪
神高速道路、 その
他の都市高速道路
及び本州四国連絡
道路は含まれませ
ん。

9 m 以上 1 o n]未満 2 6 t

1 o m 以上 1 1 m 未満 2 7 t

1 1 m 以上 1 2 m 未満 2 9 t

1 2 m 以上 1 3 m 未満 3 0 t

1 3 m 以上 14 m 未満 3 2 t

1 4 m 以上 1 5 m 未満 3 3 t

1 5 m 以上 1 5 .5 m 未満 3 5 t

1 5 .5 m 以上 3 6 t

重さ指定道路

8 m 以上 9 m 未満 2 5 t

9 m 以上 1 o m 未満 2 6 t

1 o m 以上 2 7 t

その他の道路

8 m 以上 9 m 未満 2 4 t

9 m 以上 1 o m 未満 2 5 .5 t

1 o m 以上 2 7 t

路
管
理
者
が
当
該
道
路
の
構
造
を
保
全
し
、
又
は
交
通
の
危
険
を
防
止

す
る
た
め
必
要
と
認
め
ら
れ
る
路
肩
の
通
行
の
禁
止
そ
の
他
の
高
さ
が

三

･
八

m
を
超
え
る
車
両
の
通
行
方
法
を
定
め
た
と
き
は
、
当
該
道
路

を
通
行
す
る
高
さ
三

･
八
m
超
の
車
両
は
、
定
め
ら
れ
た
通
行
方
法
に

2
セセ
ミ
ト
レ
ー
ラ
連
結
車
及
び
フ
ル
ト
レ
ー
ラ
連
結
車
は
、
通
行
す
る
道
路
種

よ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ト よ

　 　

産 る

結 “
車 者

の
特 者　

例 V

表 4 長さの特例 (車両制限令第3条3項)

道路種別 連結車 長さ

高速自動車国道
セミトレーラ連結車 1 6.5 m

フルトレーラ連結車 18 ,o m

セミトレーラ フノレトレーラ

　　　　　　　　-←長 さ一【
この特例は、 積載貨物が被けん引車の車体の前方または後方にはみ出して
いないものの長さです。

図 3



バ
ン
型
、
タ
ン
ク
型
、
幌
枠
型
、
コ
ン
テ
ナ
型
、

自
動
車
運
搬
用
の
セ
ミ
ト
レ
ー
ラ
連
結
車
及
び
フ

ル
ト
レ
ー
ラ
連
結
車
に
の
み
適
用
さ
れ
ま
す
。

上
記
五
車
種
の
セ
ミ
ト
レ
ー
ラ
、
フ
ル
ト
レ
ー

ラ
以
外
の
連
結
車
並
び
に
ポ
ー
ル
ト
レ
ー
ラ
や
‐

ブ
ル
ス
な
ど
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
ら
に
は
土寸
-

別
ご
と
に
総
重
量
及
び
長
さ
の
特
例
が
設
け
ら
れ

1 い て れ も 車 が ブ ラ ル 自 て 別
○ て 、 ら 車 両 道 霊 適 ル 以 上 ト 動 バ い ご
道 各 規 車 の 両 の 路 一 用 ス 外 記 し 車 ン ま と

さ な の 五 1 達 型 す に教務察剪蓉莞姿疼鱸 れ ど 連 車 , 搬 、 ( 総

三

他
法
令
と
の
比
較

道
路
法
の
ほ
か
に
、
道
路
交
通
法
、
道
路
運
送

車
両
の
保
安
基
準

(国
土
交
通
省
令
)
に
お
い
て

も
車
両
諸
元
に
つ
い
て
の
制
限
が
あ
り
ま
す
。
こ

れ
ら
の
法
令
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
法
の
目
的
に
応
じ

て
、
車
両
の
幅
、
長
さ
、
高
さ
、
重
量
な
ど
に
つ

い
て
規
定
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
(表
5
、図
4
)。

1

各
法
の
目
的

　　　　　　　　　　　　　　　 　 　　　　　　　
態限両め響 、 的茗長ぞ a 姿湾 芝 せ あ 車 の 結 の ン 3

度 の て を ト ん り 並 セ 車 セ ク ･

は 幅 い 勘 ン れ さ れ て 国 、 の o ま び ミ に ミ 型 ↓

橋
梁
、
ト
ン
ネ
ル
な
ど
の
道
路
構
造
へ

の
影
響
を
勘
案
し
て
車
両
の
最
高
限
度

･
車
両
の
幅
、
重
量
、
長
さ
な
ど
の
最

高
限
度
は
乗
員
、
貨
物
を
積
載
し
た

誹

に 道 に l
に す お は ラ
心

o い 運 特 や
じ こ て 浜 例 ダ

表 5 法令の比較

車両制限令 道路交通法 道路運送車両の保安基準

鬘

①貨物積載状態 1 2 m
②連結車の特例
高速自動車国道を通行する場合

であり、 かつ、 貨物が前後にはみ
だしていないものに限り、
･セミトレーラ連結車は連結全長
が 1 6 .5 m

･フルトレーラ連結車は連結全長
が 1 8 m

①自動車の長さの 1
0 % を超えたはみ
出しを禁止

②他の車両をけん引
する 場 合の 全長
2 5 m

①貨物積載状態 1 2 m
②連結車の特例
高速自動車国道を通行する場合

であり、 かつ、 貨物が前後にはみ
だしていないものに限り、
･セミトレーラ連結車は連結全長
が 1 6 ･5 m

･フルトレーラ連結車は連結全長
が 1 8 m

中富 貨物積載状態 2 .5 m
貨物の幅は、車両の幅
を超えてはならない。

貨物に関係なく 2 ,5 m

蔓
貨物積載状態 3 ,8 m
(高さ指定道路においては 4.1 nの

貨物積載状態 3 .8 m
(高さ指定道路におい
ては 4.1 m )

車両の高さ 3 .8 m

総
重
量

①自動車の重量 (自重) + 乗員の
体重十貨物重量
･高速自動車国道及び指定道
路 :車長及び軸距に応じて 2
0 ~ 2 5 t

･その他の道路 :一律 20 t
②連結車の特例

バン型などのセミトレーラ、 フ

ルトレーラ連結車に限り、最遠
軸距に応じて
･高速自動車国道 25 ~ 3 6 t
･重さ指定道路 25 ~ 2 7 t
･その他の道路 2 4 ~ 2 7 t

①規定なし
｢貨物の最大積載量
は、 保安基準に準
拠 (車検証の記載
値)｣

②連結車の特例
規定なし

①自重十乗車定員の体重 (一人当
たり 5 5 kg) + 貨物の最大積載
量
･車長及び車山距に応じて 2 0 ~
2 5 t

②連結車の特例
セミトレーラ (被けん引) は、
連結中心から最後軸中心までの
距離に応じ、 2 0 ~ 2 8 t

連
行

特殊車両通行許可を受けた一般的
制限値を超える車両は運行可。
また、 緊急自動車や災害救助等の
用務のために通行する車両は、 車
両制限令の適用外 (車両制限令第
14 条)

制限外許可及び制限
外けん引許可を受け
た最大積載量を超え
る車両は運転可 (道路
交通法第 57、 5 9条)

保安基準の制限値を超える車両は
認定をうければ基準緩和車両とし
て運行可 (保安基準第 55条)



･
連
結
車
の
重
量
、
長
さ
な
ど
の
最
高
限
度
も
連
結
状
態

○
道
路
交
通
法
"

交
通
安
全
上
の
観
点
か
ら
規
定
を
定
め
て
い
ま
す
。

･道
路
に
お
け
る
危
険
防
止
、
交
通
の
安
全
を
図
る
た
め
積
載
重

量
違
反

(過
積
載
)
禁
止

･
他
の
車
両
の
通
行
に
支
障
が
生
じ
る
こ
と
が
な
い
よ
う
、
貨
物

　
　　　　

穢

そ

各法令による重量の規定

の
は
み
出
し
を
制
限

れれ“図

○
保
安
基
準
…

自
動
車
本
体
に
お
け
る
安
全
性
の
確
保
の
観
点
か
ら
、

主
に
単
体
で
の
規
制
を
行
っ
て
い
ま
す
。

･
連
結
車
で
は
、
切
り
離
し
た
状
態
で
の
個
々
の
車
両
に

つ
い
て
規
定

鰯
l l

【車両制限斜

範漉制こよる幅の規定

　　　　　 　　　　　　　　　　　3関門
の制限婦 静 の制限轢 皺み 縣 趣い

,、
l

:←÷長さ12m ÷→: !く じ リ ー←÷長さ12m 三一;

【保安基準】車両制限令】※ 【道路交通法】※
※ :高さ指定道路こおいては4 .1 m

各法会による長さおよび高さの規定



四

そ
の
他
の
通
行
制
限

-

道
路
の
幅
員
と
車
両
の
幅
の
関
係

車
両
の
幅
の
最
高
限
度

(い
わ
ゆ
る
一
般
的
制
限
値
)
は

二
･
五
m
以
内
で
あ
る
が
、
幅
員
の
狭
い
道
路
に
お
い
て
は
、

個
々
の
道
路
幅
員
及
び
交
通
状
況
に
応
じ
た
制
限
が
必
要
と

な
り
ま
す
。
車
両
制
限
令
第
五
条
及
び
六
条
で
は
、
道
路
と

車
両
と
の
幅
に
関
す
る
基
準
を
定
め
て
い
ま
す

(表
6
)。

※
｢極
少
指
定
道
路
｣
!
･

道
路
管
理
者
が
自
動
車
の
交
通
量
が
き
わ
め
て
少
な
い
と
認

め
て
特
に
指
定
し
た
道
路
。

※

｢車
道
の
幅
員
｣
!

歩
道
ま
た
は
自
転
車
歩
行
者
道
の
い
ず
れ
を
も
有
し
な
い
道

路
で
、
そ
の
路
肩
の
幅
員
が
明
ら
か
で
な
い
も
の
ま
た
は
そ

の
路
肩
の
幅
員
の
合
計
が
一
m
未
満

(ト
ン
ネ
ル
、
橋
ま
た

は
高
架
の
道
路
に
あ
っ
て
は
〇
･
五
m
未
満
)
に
も
の
に
あ

っ
て
は
、
当
該
道
路
の
幅
員
か
ら
一
m

(ト
ン
ネ
ル
、
橋
ま

た
は
高
架
の
道
路
に
あ
っ
て
は
○
･
五
m
未
満
)
を
減
じ
た

も
の
。

※
｢市
街
地
｣
ー

商
工
業
、
住
宅
地
帯
等
相
当
広
範
囲
に
わ
た
っ
て
人
家
が
連

た
ん
し
、
歩
行
者
の
多
い
地
域
を
い
う
の
で
、
市
の
行
政
区

画
内
に
お
い
て
も
家
屋
が
集
ま
っ
て
、
単
に
部
落
を
形
成
し

て
い
る
に
過
ぎ
な
い
地
域
に
つ
い
て
は
、
市
街
地
区
域
外
と

し
て
取
り
扱
う
こ
と
o

　
　表

道路の区分 通行できる車両の幅

市
街
地
区
域
内
の
道
路

一般市街地道路

通常の道路 (車両制限令第 5条第 2項)
m億

劫
韻
2
滋

d

鰍
輔
を

市街地区域内極少指定道路または一方通行
とされている道 (車両制限令第 5条第1項)

(車道の幅員 - 0
.
5 m )

を超えないもの

て
転
な
街

く
目
の
華

多
は
道
繁

が
た
者

.
略

者
ま
行
前
迩

行
道
歩
駅
の

歩
歩
車
い
等

通常の道路 (車両制限令第 5条第 3項)
m邨

効讓
癩鰔鍬蹴

潴痢
堰派

繭
葦

m働
拗

誤
2
淑

釧

繊

室

を

市
街
地
区
域
外
の
道
路

通常の道路 (車両制限令第6条第2項) 祷
粉靴,を

瀦
溺

郡轆嬬
霜
北

碗蟷撻
灘
呵

初
値
輌

想
癰
窺
、J

ま
る
み
く

繃鯰蹴嬬㈱
き飜
罵鱗

継搬拗擶篇
茄擁鱗
鋼

m5

の

n
v
“｣□

一
い

員
な

幅
え

の
超

道
を

陣

市街地区域外極少指定道路 (車両制限令第6条第1項) 初なシえ縦韻蛾



2

そ
の
他
の
通
行
制
限

道
路
の
損
傷
等
を
防
ぐ
た
め
、
以
下
の
よ
う

な
通
行
制
限
が
あ
り
ま
す
。

◎
道
路
が
水
を
か
ぶ
っ
た
よ
う
な
場
合

道
路
が
危
険
な
状
態
に
な
っ
て
い
る
と
き
に

は
、
道
路
の
損
傷
を
防
ぐ
た
め
、
車
両
の
総
重

量
、
軸
重
、
輪
荷
重
の
制
限
値
が
定
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
こ
れ
を
超
え
る
車
両
は
通
行
で
き
ま

せ
ん

(車
両
制
限
令
第
七
条
、
第
十
二
条
)。

@

カ
タ
ビ
ラ
を
有
す
る
車
両
の
通
行
の
制
限

ブ
ル
ド
ー
ザ
ー
や
除
雪
車
の
よ
う
に
カ
タ
ビ

ラ
を
有
す
る
車
両
は
、
次
の
場
合
を
除
い
て
舗

装
道
路
を
通
行
す
る
こ
と
は
認
め
ら
れ
て
い
ま

せ
ん

(車
両
制
限
令
第
八
条
)。

･
カ
タ
ビ
ラ
の
構
造
が
路
面
を
損
傷
す
る

お
そ
れ
が
な
い
場
合

･道
路
の
除
雪
に
使
用
さ
れ
る
場
合

.
路
面
に
鉄
板
や
板
を
敷
い
て
損
傷
し
な

い
よ
う
に
し
た
場
合

③

路
肩
の
通
行
の
制
限

道
路
の
両
側
に
路
肩
と
呼
ば
れ
る
帯
状
の
部

分
が
あ
り
ま
す
。
道
路
の
主
要
な
部
分
を
守
る

た
め
に
、
ま
た
は
故
障
車
が
退
避
す
る
と
こ
ろ
、

あ
る
い
は
余
裕
幅
と
し
て
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、
こ
の
部
分
は
車
道
よ
り
弱
い
構
造

に
な

っ
て
い
る
の
で
、
通
行
す
る
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん

(車
両
制
限
令
第
九
条
)。

き



8 り 3 す 条 2 措 は
ち 下 達 ( 件 道 置

表 達 路 道 を そ謬開 こ 琺 路 と の

1

指
導
･
取
締
り
の
流
れ

指
導

･
取
締
り
の
対
象
者
に
対
し
て

は
、
そ
の
内
容
に
応
じ
て
図
5
の
よ
う
な

道
路
法
違
反
に
は
、車
両
制
限
令
違
反
、

条
件
違
反
及
び
措
置
命
令
違
反
が
あ
り
ま

違
反
者
に
対
し
て
は
、
違
反
事
由
に
よ表

道 を
路 と
法 り
違 ま
反 す

は
、
指
導
警
告
及
び
措
置
命
令
等
の
罰
則

を
課
し
ま
す
。
さ
ら
に
重
大
違
反
を
犯
し

た
も
の
に
対
し
て
は
許
可
の
取
り
消
し
及

び
刑
事
告
発
を
行
い
ま
す
。

び た を は
月 も 課 、 道 五

の し 指 路
□ に ま 導 法 鬘

五

指
導
･
取
締
り
及
び
罰
則

に
違
反
し
た
も
の
に

を の 対
犯 罰 し
し 割 て

車両制限令違反

･車両制限令違反 (法第 47条第 2項)の車両を通行させた場合
･道路管理者が付した条件に違反して車両を通行させた場合

(法第 47条の 2第 1項)

重本事故

指 導 警 告

･違反の程度が軽微で措置命
令をする必要がない場合等

措 置 命 令

･重量の軽減などの措置または許可を受けるまで
の通行中止等 G去第 47条の 3第 1項)

･条件違反の場合、 条件に適合させること、 また

は必要に応じて通行の中止等

講置命令違反

･許可の際付した条件に違反し、
死亡事故等の事故あるいは道路
損壊に係る重大事故

･措置命令に違反した者

図 5

･車両制限令に違反し、死亡事
故等の事故あるいは道路損壊
に係る重大事故

･車両制限令違反の常習者
･措置命令に違反した者



お
わ
り
に

7
′表

内 容 具体例

条
件
違
反

猥
秘
翰
氏

激増耽繊撚

溝
輌
翻
鮴
津

、
る

し

の

行

が

え
付

そ
通

者
超
を

、
を

理
を
件

て
両

管
度
条
い
車

路
限

な
お
珠

道
高
要
に
特

行

に

場

通

ず

た

蔭
飜
邊

車

配

行

珠

を

通

特

車

を

に

導

両

ず

誘

車

せ

、

珠

行

て

特

徐

し

‘

、

反

帯

て

違

間

し

に

時

反

件
合
行

壤
合
歓
場
樋

件
場

配

せ
れ

条

た
車

さ
さ

行

せ
導
行
定
等

徐

さ
誘
通
指
合

車
両
制
限
令
違
反

･ 法等で定める最高限度を超える
車両を通行させた場合

さ

を

殊

を
珠

行

両

特

物
特

通

車

、

貨

、

を

殊

て

能

て

両

特

し

可

え

舞
て
纖
鋼縦

特

い

を

彌
蛾
観
衆聯)

竣
燃
費船禰粃寒

緘
顱船鞠粃鰤鮒粃

勲船雌訛獺者稲繃衞

鰍
孜
嚇
漸
揺
輌
鎚
廉
輌

措
置
命
令
違
反

行
物

て
貨

棘
止
船

裁
榊
羨

た
通

反

毎
然
礎

を
命
)

反
置
等

連
借
割

記
た
分

上

っ
の

しさ断鰈を輌縁し淑鈴
等

阯
船

断
耽

　

車
両
制
限
令
に
定
め
る
寸
法
及
び
重
量
等
の
基
準
を
超
え
る
車
両
の
通
行

散　

に
あ
た
っ
て
は
、
道
路
法
第
四
十
七
条
の
二
に
基
づ
き
、
道
路
管
理
者
に
よ

っ

る
通
行
の
可
否
及
び
通
行
に
必
要
な
条
件
の
有
無
等
の
審
査
を
経
て
、
特
殊

も

車
両
の
通
行
許
可

(通
行
認
定
)
を
得
て
通
行
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

"

近
年
、
物
流
の
効
率
化
に
よ
る
車
両
の
大
型
化
が
進
む
一
方
で
、
道
路
構

謙

造
の
保
全
及
び
交
通
の
危
険
防
止
も

一
層
重
要
と
な
っ
て
い
ま
す
が
･

大
型

鮴

車
両
の
通
行
と
交
通
の
安
全
確
保
を
い
か
に
両
立
さ
せ
る
か
は
今
後
と
も
課

沽

題
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
道
路
の
役
割
、
そ
れ
に
応
じ
た
利
用
方
法
に
応
じ

た
整
備
及
び
管
理
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

な
お
、
特
殊
車
両
が
通
行
す
る
主
要
な
道
路
の
情
報
を
一
元
的
に
集
録
し

た

〃道
路
情
報
便
覧
“
の
よ
う
に
各
道
路
管
理
者
に
お
い
て
毎
年
、
最
新

の
道
路
状
況
を
踏
ま
え
内
容
の
更
新
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
こ
の

よ
う
に
、
刻
々
と
変
化
す
る
道
路
の
状
況
や
交
通
の
状
況
を
把
握
し
、
自
ら

が
管
理
す
る
道
路
の
状
況
を
的
確
に
把
握
す
る
こ
と
が
重
要
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

こ
う
し
た
観
点
か
ら
、
次
の
機
会
に
は
、
通
行
許
可
の
状
況
や
違
反
車
両

の
実
態
等
に
つ
い
て
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。



表 8

違反事由 適用条項/違反内容 罰 則

一般制限違反

(法第 10 2条第 1項)
･幅等の最高限度を超える車両を許可を受け
ずに通行させた者

言午可内容若しくは許可条件に違反して車両
を通行させた者

100万円以下の罰金

措
置
命
令
違
反

一般制限
(法第 10 1条第 5項)
･措置命令に違反して車両を運行させた者

6ヵ月以下の懲役また

は30万円以下の罰金

橋梁等の
制限

(法第 10 2条第 3項)
･橋梁等の制限基準を超える車両を通行させ
ている者に対する措置命令に違反して車両
を通行させたもの

50万円以下の罰金

幅の
個別制限

(法第 10 3条)
川幅等の個別制限基準を超える車両を通行さ
せている者に対する措置命令に違反して車
両を通行させたもの

6 カ月以下の懲役また

は30万円以下の罰金

橋梁等の
制限違反

(法第 10 1条第 4項)
･道路管理者が道路標識によって通行を禁止
または制限しているトンネル、 橋、 高架の

道路等でその標識に表示されている制限値
を超える車両を許可を受けずに車両を運行
した者

･許可内容及び許可条件に違反して車両を通
行した者

100万円以下の罰金

許可証
不携帯

(法第 10 2条第 2項)
･道路管理者の特殊車両の通行許可を受け、
当該許可に係る通行中、 当該許可証を当該
車両に備え付けなかった者

100万円以下の罰金

法人両罰 (法第 10 5条) 各条の罰則

一般制限違反と橋梁等の制限違反には、 条件違反を含みます。
法人または人の代理人使用人その他の従業員の当該違反行為を防止するため、 当該業務に対し相当の

注意及び監督が尽くされたことの証明があったときは、その法人または人については、免責されます。

74 1首-略行商わきナー 2 0 0 8 .6
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｢新
直
轄
方
式
｣
に
よ
る
事
業
区
間
の
国
に
よ
る
管
理
へ
の
移
行

-
秋
田
県
内
日
本
海
沿
岸
東
北
自
動
車
道

(に
か
ほ
i
岩
城
間
)
を
例
に
-

一

は
じ
め
に

日
本
海
沿
岸
東
北
自
動
車
道
は
、
新
潟
を
起
点
と
し
て
一
部
が
東
北
自
動

車
道
と
重
複
し
な
が
ら
、
青
森
に
至
る
高
規
格
幹
線
道
路
で
す
。

そ
の
う
ち
、
秋
田
県
内
の
日
本
海
沿
岸
南
部
地
域
を
通
過
す
る

｢本
荘
~

岩
城
間
｣
(L
=
二
一
･
六
如
)
が
昨
年
九
月
一
七
日
に
新
規
開
通
を
迎
え

ま
し
た
。
当
該
区
間
は
、
い
わ
ゆ
る

｢新
直
轄
事
業
｣
と
し
て
国
が
高
速
道

路
株
式
会
社
か
ら
事
業
を
引
き
継
ぎ
開
通
し
、
管
理
す
る
日
本
で
最
初
の
区

間
で
す
。

今
回
は
、
新
直
轄
区
間
と
連
続
し
て
同
時
に
開
通
し
た

｢に
か
ほ
~
本
荘

間
｣
L
=
三
二
･
人
知
区
間
の
管
理
に
向
け
た
準
備
や
現
状
、
今
後
の
課
題

な
ど
を
交
え
て
紹
介
す
る
も
の
で
す
。

三

直
轄
管
理
区
間
等
の
概
要

新
規
開
通
し
た
区
間
と
位
置
は
図
l
の
通
り
で
、
秋
田
の
県
庁
所
在
地
で

さ
ぞ
な
~
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日
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岸
東
北
自
動
車
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高
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図 1 秋田県内の高規格幹線道路網図
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あ
る
秋
田
市
の
南
方
に
位
置
す
る
由
利
本
荘
市
と
に
か
は
市
に
跨
る
区
間
で

す
。近

年
の
市
町
村
合
併
前

(※
1
)
は

｢由
利
郡
｣
と
呼
ば
れ
て
い
た
地
域

で
す
。
南
を
山
形
県
境
と
接
す
る
当
該
地
方
は
二
市
合
わ
せ
て
約
三
一万
人

が
居
住
し
て
い
ま
す
。

※
1
!
･由
利
本
荘
市
=
平
成
一
七
年
三
月
二
二
日
に
合
併

(
一
市
七
町
)

に
か
ほ
市
=
平
成
一
七
年
一
〇
月
一
日
に
合
併

凸
ニ
町
)

中
で
も
由
利
本
荘
市
は
面
積

雪
二
〇
九

･
0
四
蟷
で
秋
田
県
の
一
0

･

七
%
を
占
め
、
県
内

一
で
す
。

西
は
日
本
海
、
南
に
秀
峰
鳥
海
山
、
東
は
出
羽
丘
陵
に
囲
ま
れ
、
春
に
は

い
ち
早
く
桜
が
開
花
し
、
秋
田
県
内
で
は
比
較
的
温
暖
な
気
候
に
恵
ま
れ
て

い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
地
勢
の
中
、
｢よ
り
早
く
｣
｢よ
り
安
全
に
｣
｢よ
り
快
適
に
｣

地
域
及
び
地
域
間
の
物
流
を
担
い
、地
域
の
経
済
や
活
性
化
の
一
翼
を
担
い
、

暫
定
三
車
線
で
開
通
し
た
路
線
で
す
。

開
通
し
た
三
二
･
八
如
区
間
は
、
北
側
を
N
E
X
C
O
管
理
区
間
と
接
す

る
共
用
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
、
中
間
で
は
地
域
高
規
格
道
路
と
接
続
す
る
ジ

ャ
ン
ク
シ
ョ
ン
、
市
道
と
接
続
す
る
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ

(※
2
)
を
経
由

し
て
一
般
国
号
七
号
に
暫
定
的
に
取
り
付
く
構
成
に
な
っ
て
い
ま
す
。

※
2
!

｢地
域
活
性
化
I
C
制
度
｣
の
活
用
に
よ
る
由
利
本
荘
市
長
か
ら
の
申
請
を

受
け
て
追
加
設
置
し
た
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
。

当
該
区
間
は
以
上
の
よ
う
な
経
緯
を
経
て
、
既
に
直
轄
国
道
と
し
て
管
理

し
て
い
る
一
般
国
道
七
号

(L
=
六
一
･
六
皿
)
と
合
わ
せ
た
、
約
九
五
踊

に
及
ぶ
区
間
を
当
出
張
所
で
管
理
す
る
に
至
っ
た
も
の
で
す
。

以
降
で
は
、
当
該
路
線
の
管
理
に
至
る
諸
準
備
、
こ
れ
ま
で
の
実
際
の
管

理
の
実
務
か
ら
垣
間
見
ら
れ
る
問
題
や
課
題
を
整
理
す
る
も
の
で
す
。

三

『新
直
轄
区
間
｣
管
理
へ
の
取
組
み

(準
備
段
階
)

当
出
張
所
管
内
の
直
轄
の
道
路
管
理
で
は
こ
れ
ま
で
｢高
速
目
専
道
｣
は

未
経
験
の
た
め
、
以
降
の
ス
ム
ー
ズ
な
管
理
に
つ
な
が
る
よ
う
な

｢管
理
に

向
け
た
流
れ
｣
を
構
築
す
る
こ
と
か
ら
始
め
ま
し
た
。

《高
速
目
専
道
の
イ
メ
ー
ジ

(不
安
な
要
素
)》

･
高
速
･自
動
車
専
用
道
路
の
管

理
の
｢概
念
｣、
｢規
制
速
度
七

○
懸
/
h
｣

･
｢速
度
規
制
｣
の
概
念
、
｢高

速
交
通
警
察
隊
｣
と
の
関
係

･
｢頻
繁
な
通
行
止
め
｣
、
｢利
用

交
通

三

一、
0
0
0
台
/
日
｣

(推
計
値
)

実
際
に
来
た
る
管
理
に
向
け
た
取

組
み
の

｢流
れ
｣
と
し
て
、
以
下
の

よ
う
な
項
目
を
設
定
し
て
関
係
者

共
々
、
役
割
分
担
し
な
が
ら
準
備
に

当
た
り
ま
し
た

(図
2
)。

先
例
地
の
視
察
や
度
重
な
る
勉

-先
例
地
の
視
察
訓
練
一

(6)日常管理作業の実務

(1)新直轄区間の管理に同ナた基本方針(案)の作成

(2)管理水準の設定"

分

水

管

回

区

管

燬

鯛

理

持
回

理

常
視
行

管
維
巡

管
日

監

通

2

3

4

5

6

7

8

(3)維持管理にかかるコストの目標設定
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強
･
訓
練
は
、
関
係
す
る
他
の
機
関
か
ら
多
大
な
ご
支
援
を
頂
き
な
が
ら
、

｢高
速
道
路
｣
｢自
動
車
専
用
道
路
｣
の
特
殊
性
等
を
十
分
に
理
解
す
る
こ
と

に
努
め
、
管
理
の
あ
り
方
を
模
索
す
る
上
で
大
変
な
参
考
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
視
察
や
勉
強

･
訓
練
は
、
高
速
道
路
内
で
の
作
業
の
困
難
性

･
危

険
性
を
知
り
、
現
地
･路
上
作
業
を
安
全
に
こ
な
す
能
力
を
身
に
付
け
る
こ

と
を
目
的
に
し
て
い
ま
す
。
特
に
、
暫
定
二
車
線
の
高
速
道
の
場
合
は
そ
の

必
要
性
は
極
め
て
顕
著
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
現
地
で
必
要
に
な
る

装
備
や
資
機
材
類
も
一
般
道
路
の
場
合
と
は
大
分
異
な
り
ま
す
。
そ
の
様
子

の
一
部
を
次
に
掲
載
し
て
み
ま
し
た
。

《参
考
ー

先
例
地
視
察
》
(写
真
-
･
2
)

･
仙
台
西
道
路

(仙
台
河
川
国
道
事
務
所
仙
台
西
国
道
維
持
出
張
所
)

･
三
陸
縦
貫
自
動
車
道
･
石
巻
河
南
I
C
~
桃
生
津
山
I
C

(石
巻
国
道

維
持
出
張
所
)

･
N
E
X
C
O
東
日
本
道
路
管
制
セ
ン
タ
ー

(仙
台
市
)

･
N
E
X
C
O
東
日
本
秋
田
管
理
事
務
所
及
び
新
規
管
理
区
間
内

写真3 N EX C O での講習
(N E×C O 秋田での講習の様子)

写真 2 三陸縦貫自動車道 (宮城県内)
の視…

(三陸縦貫道 ･桃生津山 I C (現地視察))
　
　

視
察

の
視

写真5 実地訓練の様子
(供用前の日沿道本線内)

《参
考
2

勉
強
会
と
訓
練
》
(写
真
3
,
5
)

･
N
E
X
C
O
東
日
本
秋
田
管
理
事
務
所
及
び
高
速
警
察
隊
の
協
力
を
得

て
多
く
の
回
数
を
実
施
。

･
こ
れ
を
受
け
て
、
｢巡
回
班
｣
｢
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
班
｣
独
自
に
更
に
訓
練

と
練
習
を
繰
り
返
し
ま
し
た
。

写真4 実地訓練の様子
(N E×C O 秋 、1ノ

ー/
′

　
　

　
　

　
　

　
　



四

管
理
体
制
の
実
務
の
検
討
と
状
況

現
在
に
至
る
出
張
所
の
管
理
区
間
の
概
要
は
、
国
道
七
号

(現
道
)
と
日

本
海
沿
岸
東
北
自
動
車
道
と
も
に
図
3
の
通
り
で
す
。
こ
れ
ら
、
一
般
国
道

と
高
速
自
動
車
専
用
道
路
は
利
用
･管
理
面
で
大
き
く
異
な
る
た
め
、
ま
ず

は
そ
れ
ぞ
れ
が

｢独
立
｣
し
た
体
制
を
構
築
す
る
こ
と
を
念
頭
に
、
職
員
と

業
者
の
協
力
体
制
の
一
体
的
な
整
備

･
確
立
に
努
め
ま
し
た
。

出
張
所
の
日
常
管
理
は
二
路
線
と
も
に
現
有
の
体
制
で
カ
バ
ー
し
つ
つ
、

次
の
よ
う
な
人
員
配
置
を
整
備
し
ま
し
た
。
つ
ぎ
の

｢ゴ
シ
ッ
ク
体
｣
が
日

本
海
沿
岸
東
北
自
動
車
道
の
専
属
ス
タ
ッ
フ
に
な
り
ま
す

(職
員
は
両
路
線

で
発
生
す
る
事
象
に
そ
の
都
度
バ
ラ
ン
ス
を
勘
案
し
な
が
ら
対
応
)。

《出
張
所
の
日
常
管
理
体
制
》

出
張
所
長

事
務
係
長
①

技
術
係
長
①
!
.現
場
技
術
員
②

管
理
係
長
①
!
国
道
七
号
=
管
理
補
助
員
①
、
巡
回
員
①

機
械
係
長
の
;
白
沿
道
=
遠
方
監
視
員
②
、
管
理
補
助
員
◎
、
巡
回
員
の

五

日
沿
道
の
監
視
体
制
と
本
線
内
路
上
作
業
の
体
制
構
築

日
沿
道
の
管
理
体
制
の
う
ち
職
員
の
役
割
は
前
述
の
通
り
で
す
が
、
工
事

業
者
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
一
体
的
な
監
視
体
制
を
構
築
し
ま
し
た
。
監

視
体
制
は
、
次
の
よ
う
に

｢三
つ
｣
の
班
で
編
制
さ
れ
て
い
ま
す

(図
4
)。

｢遠
方
監
視
業
務
｣
は
、
日
本
海
沿
岸
東
北
自
動
車
道
の
管
理
拠
点
に
し

て
い
る

｢本
荘
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
｣
(所
在
地

…
本
荘
I
C
)
に
常
駐
、
二
四

時
間
フ
ル
タ
イ
ム
で
道
路
を
監
視
し
、
発
生
す
る
事
象
の
際
に
は
外
部
機
関

　
　

ぬ

8

　

　一一I
｣

日交通量は、平均 8,500 ~ 9,400台/ 日 (秋田河川国道事務所調査)

図 3 本荘国道維持出張所の管理概要図

子吉川本荘マリ

大内JCT

日地歩蝦響可｢岩谷道路｣
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号

に

"

道

　

　
　

岩城 lC

国道34

至 秋田市

至 酒田市

恒本海沿岸東北自動車道(仁賀保本荘道路)l
国道108号
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を
含
め
た
連
絡
中
継
業
務
を
担
当

項
で
詳
細
に
整
理
し
て
い
ま
す
。

し
て
い
ま
す
。
当
然
、
外
部
か
ら

六

管
理
の
基
本
方
針
等
の
検
討
と
構
築
に
至
る
取
組
み

の
問
い
合
わ
せ
に
も
的
確
な
対
応

が
求
め
ら
れ
ま
す
。

｢巡
回
業
務
｣
は
、
二
名
体
制

で
日
常
巡
回
･
異
常
時
巡
回
を
行

い
ま
す
。
平
時
は
日
中
二
回
、
夜

間
は
一
週
間
に
一
回
の
巡
回
実
施

で
す
が
、
通
報
時
、
異
常
気
象
時

等
は
必
要
に
応
じ
た
巡
回
を
指
示

し
、
履
行
に
努
め
て
い
ま
す
。
な

お
、
落
下
物
の
処
理
や
異
常
箇
所

の
報
告
等
の
一
般
的
な
役
割
の

他
、
事
故
発
生
時
の
通
行
規
制
や

故
障
車
両
停
車
時
の
後
尾
警
戒
も

重
要
な
役
割
で
す
。

｢
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
作
業
｣
は
、

一
般
道
路
で
行
わ
れ
て
い
る
維
持

作
業
と
同
じ
く
道
路
の
機
能
が
確

保
さ
れ
る
よ
う
に
必
要
な
維
持
修
繕
工
事
を
行
う
他
、
前
述
の
｢巡
回
業
務
｣

と
同
様
に
、
突
発
的
な
事
象
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
特
に
、

管
理
面
で
手
薄
に
な
り
が
ち
な
夜
間
で
も
発
生
す
る

(事
故
･
落
下
物
等
)

事
に
は
迅
速
に
対
処
す
る
こ
と
が
二
次
的
な
事
故
を
抑
制
す
る
こ
と
に
つ
な

が
り
ま
す
の
で
、
極
め
て
重
要
な
責
務
を
担
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
本
線
内
で
発
生
す
る
様
々
な
事
象
へ
の
対
応
の
詳
細
は
後
の

lへ遠方監視螂 [き騙)蹴名 皺 髯 雙 到担当

･巡視者 (1名)体制で巡回等の業務を担当　　　　
　　 　･ 巡回回数は、 日中 ｢ 2 回｣。 夜間は ｢ 1 週間に 1 回｣

　　　　　　　　　　　
図 4 監視体制の役割分担 (主に外部の協力体制)

管
理
の
あ
り
方
は
先
の
項
で
整
理
し
た

｢流
れ
｣
(八
つ
の
項
目
)
を
基

本
に
検
討
を
重
ね
ま
し
た
が
、
そ
の
概
要
を
以
下
に
整
理
し
て
み
ま
し
た
。

1

新
直
轄
区
間
の
管
理
に
向
け
た
基
本
方
針

(案
)
の
作
成

新
直
轄
区
間
の
管
理
に
向
け
た
基
本
方
針

(案
)
の
検
討
に
当
た
っ
て
は
、

次
の

｢三
つ
｣
を
ポ
イ
ン
ト
に
し
、
今
後
の
管
理
に
つ
な
げ
る
よ
う
に
意
識

し
ま
し
た
。
な
お
、
各
ポ
イ
ン
ト
の
概
要
を
整
理
す
る
と
以
下
の
通
り
で
す
。

《
三
つ
の
ポ
イ
ン
ト
》

①
管
理
の
基
本
方
針
作
り

②
管
理
面
で
の
工
夫
、
気
づ
き
や
実
践

･
チ
ャ
レ
ン
ジ

③
管
理
面
で
の
評
価
と
再
チ
ャ
レ
ン
ジ

《概
要
》

①
管
理
の
基
本
方
針
作
り

･
現
道

(
一
般
国
道
七
号
)
並
の
管
理
レ
ベ
ル
と
そ
の
あ
り
方
等
を
指

向
す
る
。

･
N
E
X
C
O
管
理
区
間
と
は
、
双
方
管
理
面
で
の

｢調
和
｣
の
維
持

に
努
め
る
こ
と
o

･
今
後
と
も

｢管
理
方
針

･
管
理
基
準

･
管
理
要
領
｣
の
取
り
纏
め
や

修
正
等
に
活
か
す
。

②
管
理
面
で
の
工
夫
、
気
づ
き
や
実
践

･
チ
ャ
レ
ン
ジ

･
高
速
、
自
動
車
専
用
道
路
の
特
異
性
と
利
用
者
の
安
全
確
保
を
十
分

に
考
え
る
こ
と
o

"萬落タ〒再々 わミナー クn n R 6 79



･
こ
れ
ら
の
要
素
と

｢
コ
ス
ト
縮
減
｣
の
余
地
や
工
夫
を
バ
ラ
ン
ス
さ

せ
る
こ
と
o

③
管
理
面
で
の
評
価
と
再
チ
ャ
レ
ン
ジ

･
取
組
み
の
結
果
を
定
性

･
定
量
の
両
面
か
ら
検
討
、
評
価
す
る
こ
と

の
重
要
性
を
意
識
。

･
管
理
の
高
度
化

･
効
率
化
を
実
現
す
る

『再
チ
ャ
レ
ン
ジ
』
に
つ
な

げ
る
意
識
。
(努
力
目
標
)

2

管
理
水
準
の
設
定

新
直
轄
区
間
を
含
め
た
当
該
区
間
の
管
理
は
、
『現
道

(国
道
七
号
)
並

の
管
理
』
を
目
指
す
も
の
で
す
が
、
先
に
も
述
べ
た
よ
う
に

｢高
速
、
目
専

道
の
特
異
性
｣
｢N
E
×
C
O
管
理
区
間
と
の
調
和
｣
｢利
用
交
通
量
条
件
｣

等
を
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。
そ
の
た
め
に
、
当
初
の

｢比
較

管
理
水
準
｣
を
様
々
な
角
度
か
ら
検
討
･
想
定
し
、
実
際
の
管
理
に
着
手
す

る
必
要
が
あ
り
ま
し
た
。

管
理
水
準
の
検
討
は
、
国
管
理
の
国
道

(現
道
)
の
ほ
か
N
E
X
C
O
管

理
区
間
の
各
項
目
に
応
じ
た
基
準
や
設
定
を
比
較
し
、
各
路
線
の
状
況
や
交

通
面
･気
象
面
で
の
特
徴
な
ど
を
考
慮
し
ま
し
た
。

こ
れ
だ
け
で
管
理
水
準
全
て
を
語
る
こ
と
は
不
可
能
で
す
が
、
比
較
項
目

は

｢交
通
量
｣
｢巡
回
回
数
｣
｢防
災
･
規
制
基
準
｣
｢雪
氷
基
準
｣
等
を
対

象
に
し
ま
し
た
。

そ
の
中
か
ら
交
通
量
と
巡
回
を
例
示
し
て
み
ま
し
た
が
、
総
合
的
な
バ
ラ

ン
ス
を
考
慮
し
、
現
道
管
理
の
そ
れ
よ
り
若
干
高
い
水
準
が
必
要
と
の
結
論

に
至
り
ま
し
た

(新
た
な
管
理
の
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
と
し
て
)
(表
1
)。

3

維
持
管
理
に
か
か
る

コ
ス
ト
の
目
標
設
定

維
持
管
理
に
要
す
る
コ
ス
ト

の
概
念
も
管
理
着
手
前
か
ら
想

定
し
て
お
く
べ
き
事
柄
で
す
。

こ
れ
ら
は
、
時
間
の
経
過
に
応

じ
て
当
然
変
化
し
て
く
る
性
格

の
も
の
で
す
が
、
少
な
く
と
も

初
年
度
を
含
め
た
必
要
最
低
経

費
を
想
定
し
て
お
く
必
要
が
あ

り
ま
す
。

当
面
の
間
は
、
突
発
的
な
異

常
が
発
生
し
な
い
限
り

｢経
常

維
持
的
な
工
事
費
｣
を
新
直
轄

区
間
の
管
理
経
費
と
し
て
着
目

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
中

長
期
的
に
は
表
2
の
よ
う
な
事

象
が
発
生
す
る
こ
と
も
予
め
想

例

定
し
て
お
く
こ
と
で
計
画
的
な

-

対
応
や
コ
ス
ト
縮
減
の
余
地
を

蠅

残
す
こ
と
に
な
る
と
考
え
ら
れ

物

ま
す
o

纒

当
然
、
舗
装
自
体
の
補
修
が

管

必
要
に
な
れ
ば
管
理
コ
ス
ト
を

刻

引
き
上
げ
る
一
番
の
要
因
で
す

管理基準の比較 (一例)
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用費
%

雪
6

除

維持工事に占める除雪費用の割合
(H 1 4 ~ 1 8 5ヵ年平均)

図 5 国道 7号 (現道)の所要経費の割合

表 2 管理基準の比較

構成する工種のイメージ

経常維持的工事 維持工事/区画線工事/照明灯維持修繕工事/舗装維持修繕工事

中長期的補修工事 標識維持修繕工事/橋梁補修工事 /構造物補修工事/塗装工事

突発的な対応工事 照明灯工事 /標識工事 /防災工事 /災害復旧工事 など

対象外 (歩道ほか) 歩道工事/ 交通安全工事

　

　

　　
　

　
　

工
6

,
議

事
【

　
　
　

　
　

画
:

的
M

区

持
~4

了

経常維持的工事の構成割合
(H 1 4 ~ 18 5 ヵ年平均)

舗装維持修繕工事 照明灯維持修繕工事

が
、
｢予
防
保
全
｣
的
な
対
応
の
是
非
が
コ
ス
ト
管
理
の
ポ
イ
ン
ト

(分
岐

者

点
)
に
な
る
と
考
え
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
こ
と
を
想
定
す
る
た
め
に
は
、
現
道
管
理
に
か
か
る
経
費
を
整

理
･
分
析
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
最
近
五
年
間
の
費
用
を
見
た
場
合
の

割
合

(構
成
)
の
一
部
を
参
考
に
掲
載
し
て
み
ま
し
た

(図
5
)。

経
常
的
な
維
持
費
と
し
て
三
割
強
、
そ
の
内
、
除
雪
に
は
一
割
弱
を
要
し

て
い
る
現
状
で
す
。

4

巡
回
回
数
と
経
路

巡
回
回
数
は
管
理
水
準
の
項
で
も
整
理
し
た
よ
う
に
、
｢
日
中
二
回
｣

｢夜
間
は
週
一
回
｣
を
基
本
に
し
て
い
ま
す

(現
道
は
日
中
一
週
間
に
六
回
、

夜
間
は
二
週
間
に
一
回
。
当
該
区
間
は
、
こ
れ
の
約
二
･
三
倍
)。

経
路
設
定
は
路
線
と
立
体
交
差
の
配
置
に
よ
っ
て
必
然
的
に
決
定
し
ま
す

が
、
O
N
･
O
F
F
ラ
ン
プ
の
介
在
に
よ
り
巡
回
効
率
が
著
し
く
低
下
す
る

た
め
、
本
線
巡
回
に
重
き
を
置
く
こ
と
を
含
め
て

｢複
数
パ
タ
ー
ン
の
経
路

設
定
｣
を
効
率
良
く
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
さ
せ
る
よ
う
に
努
め
て
い
ま
す
。

5

管
理
区
分

開
通
し
た
区
間
は

｢
四
区
間
｣
に
分
か
れ
て
お
り
、
最
南
端
は
国
道
七

号
へ
の
暫
定

(平
面
)
交
差
、
最
北
端
は
N
E
×
C
O
管
理
と
共
用
す
る

｢岩
城
I
C
｣
が
存
在
し
ま
す
。
中
間
に
二
ヵ
所
あ
る
松
ヶ
崎
亀
田
I
C
、

大
内
J
C
T
は
地
方
道
路
管
理
者
で
あ
る
由
利
本
荘
市
と
秋
田
県
が
接
続

さ
せ
た
も
の
で
、
こ
れ
ら
は
管
理
協
定
又
は
覚
書
を
締
結
し
て
管
理
区
分

を
定
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分
担
に
応
じ
て
管
理
を
履
行
す
る
こ
と
を
基
本
に

n乙　　



し
て
い
ま
す
。

6

日
常
管
理
作
業
の
実
務

日
常
管
理
の
実
務
面
は
国
道
七
号
現
道
の
経
験
を
基
本
に
し
ま
す
が
、
頻

繁
に
発
生
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る

｢落
下
物
｣
｢事
故
｣
｢通
行
規
制
｣

等
に
は
関
係
す
る
機
関
の
情
報
共
有
や
相
互
の
協
力
関
係
を
確
保
し
、
普
段

か
ら
維
持
さ
れ
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

特
に
、
事
故
に
よ
る
通
行
規
制
時
に
は
速
や
か
で
確
実
な
初
動
が
求
め
ら

れ
る
た
め
、
そ
の
体
制
や
行
動
の
パ
タ
ー
ン
を
予
め
構
築
し
、
十
分
に
確
認

し
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
各
関
係
機
関
と
の
連
絡
体
制
は
以
下
に
示
し

た
異
常
時
の
情
報
連
絡
体
制
の
イ
メ
ー
ジ
で
す
。
な
お
、
高
速
道
路
交
通
警

察
隊
は
、
秋
田
市
に
拠
点
を
置
く
本
体
か
ら
派
遣
さ
れ
る
分
遣
隊
方
式
で
す

(図
6
)。

7

監
視
と
設
備
管
理

本
荘
I
C
内
の

｢本
荘
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
｣
が
監
視

(管
理
)
の
メ
イ
ン
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
で
す
。
こ
こ
で
、
C
C
T
V
を
始
め
と
し
た
設
備
類
で

｢遠
方

監
視
｣
に
よ
る
一
元
管
理
す
る
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
、
情
報
共
有

･
効
率
的

管
理
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
管
理
区
間
内
に
は
二
三
の
橋
梁
と
五
つ
の
ト
ン

ネ
ル
を
抱
え
て
い
ま
す
。

な
お
、
設
備

(橋
梁
等
重
要
構
造
物
･
非
常
時
対
応
機
器
類
)
は
、
現
道

国
道
七
号
と
同
様
な

｢点
検
･保
守
｣
を
行
う
こ
と
を
基
本
に
し
て
い
ま
す

(図
フ
、
写
真
6
)。
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艇
　
　
　

の
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、ネ
ン

一
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ア
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ト
フ
T
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写
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8

通
行
規
制

通
行
規
制
は
当
然
事
故
等
に
よ
り
突
発
的
に
発
生
す
る
こ
と
が
多
く
な
り

ま
す
が
、
道
路
管
理
者
が
主
体
に
な
り
高
速
警
察
隊
と
も
相
互
に
協
力
し
つ

つ
速
や
か
に
必
要
な
体
制
や
措
置
に
移
行
す
る
よ
う
確
認
と
訓
練
を
継
続
し

て
い
ま
す
。
代
表
的
な
I
C
区
間
の
規
制
の
イ
メ
ー
ジ
を
図
8
に
示
し
ま
し

た
。七

路
上
作
業
の
実
際
と
今
後
の
課
題

日
常
管
理
と
し
て
路
上
で
発
生
す
る

(必
要
な
)
作
業
は
次
の
よ
う
に
分

類
す
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

①
落
下
物

(小
動
物
の
死
骸
含
む
)
の
処
理
対
応

(回
収
~
処
理
ま
で
)

②
故
障
停
車
車
両
の
調
査
と
後
尾
警
戒
対
応

⑭ 難行止め 圓 耗 (高速隣桝誘導費(高遠隊)趣道路情報板

=="行止め位置 に靱バト車(国交割れ誘額国交割塗瀞予告表示板

　
　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　
　
　
　

　
　

一
定
℃

-一

望

　

　
偽外への選出経路)

　

　　　
　
　

艇
ん

QNランプ

図 7 監視設備のイメージ

I岩城繋留錘テジI
OFFランプ

図 6 通行止め時の対応と人員 ･機材配置のイメージ
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③
交
通
事
故
等
に
よ
る
通
行
規
制
,
通
行
止
め
へ
の
対
応

(お
互
い
の

応
援
含
む
)

事
象
毎
の
対
応
割
合

(図
9
)
で
は
、
最
大
が

｢落
下
物
処
理
｣
八
二
二

回

(四
五
%
)。
次
い
で
、
｢巡
回

･
調
査
｣
の
五
一
七
回

(二
人
%
)
で
、

こ
の
二
事
象
で
全
体
の

｢七
三
%
｣
を
占
め
る
結
果
に
な
っ
て
い
ま
す
。
な

お
、
巡
回

･
調
査
に
は
初
め
て
の
冬
期
路
面
管
理
の
た
め
の

｢雪
氷
巡
回
｣

に
関
す
る
行
動
を
含
ん
で
い
ま
す
。

日
常
管
理
の
中
、
現
地
で
発
生
す
る
作
業
か
ら
は
他
に
も
種
々
の
デ
ー
タ

を
取
得

･
整
理
し
て
い
ま
す
。

の
調
査
、
そ
の
他
の
必
要

(要
請
)
に
応
じ
て
対
応

表 3 発生事象毎の対応割合

事 象 回 数 時 間 1回あたり
所要時間

落下物 8 2 2 2 6 9 : 5 6 0 : 1 9

薇 鰡 4 0 : 2 4 0 : 1 8

鰯 1上 聰 1 : 1 4

停止車 1 0 1 4 4 : 4 1 0 : 2 6

障故 報 纖 偏
轍 AUリ

ム 鯖 鱒
燐 リムリム 御

11.
･

ハU

馴 2 7

総
!自生1I▲

.
･

リノム

朴 2 6 2 〕̂〉
ハ"U.

･
増1̂AUうり 栩

査調 2 5 5

血
ぬU.

･
ハU

その他 1 2 3 うりÛ.
･

自生]̂〉 鱗
計合 l

,
8 6 0 5 18〕̂〕1 0 邨

開
通
か
ら
四
月
末
ま
で
の
七

･
五
カ
月
間
で
発
生
し
た
全
て
の
作
業
行
為

お
、
巡
回

を
分
類
整
理
す
る
と
表
3
の
通
り
で
す
。

に
関
す
る

出
動
総
回
数
=
-
、八
六
〇
回

日
常
管

一
ヵ
月
平
均
=
二
四
八
回

を
取
得

･

一
日
平
均
=

｢八

･
二
回
｣

総
対
応
時
間
=
約

一
、
0
九
九
時
間
。

%

対
応
す
べ
き
事
象
が

｢事
故
｣
や
｢規
制
｣
に
関
係
す
る
場
合
は
、
対
応
時

5

間
が
総
じ
て
平
均
的
に
長
時
間
必
要
に
な
っ
て
い
ま
す

(
一
~
二
時
間
要
)。

物

%

　

　骸死

%

【整理しているデータ例】
･事象発生の ｢種類｣ ｢場所｣ ｢時間帯｣
･落下物 ･小動物死骸処理の ｢種類｣ ｢場所｣
･停止車両や故障車両の ｢場所｣ ｢原因｣
･逆走 (誤侵入)車両の ｢発生場所｣ ｢行動｣
･情報板の操作 (表示)回数と ｢内容｣
･高速警察隊との連絡内容 … e tc

※ データ=巡回業務とメンテナンス作業の合算値で通常巡回のみ除く
(出張所集計)

図 9 事象毎の作業回数内訳

う〔n o の
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【対策例 -】イメージ標識(市道部) 【対策例 2 1 平面交差部への導流ライン

蛾

　
　
　　　
　　
　

　

　

打

も

　

　

　

ル

褻

涜

増

援

写

　
　
　

　
　
　

　

　
　
　

　
　
　

状況

こ
れ
ら
の
デ
ー
タ
を
整
理
し
て
み
る
と
、
い
く
つ
か
の
課
題
が
見
え
て
き

ま
す
。
落
下
物
や
故
障
車
両
、
何
れ
か
の
原
因
に
よ
る
停
止
車
両
は
利
用
者

に
注
意
を
促
し
、そ
の
機
会
の
減
少
が
通
行
の
安
全
向
上
に
つ
な
げ
る
こ
と
。

小
動
物
は
種
類
や
場
所
の
特
性
に
応
じ
て
、
侵
入
対
策
を
適
切
･
計
画
的

に
施
す
必
要
が
あ
る
こ
と
。
な
お
、
元
々
、
そ
れ
だ
け
で
通
行
の
安
全
を
著

し
く
阻
害
す
る
恐
れ
の
あ
る
逆
走

(誤
侵
入
)
車
両
の
祝
認
状
況
を
上
に
例

示
し
て
み
ま
し
た

(図
@

。

開
通
直
後
か
ら
年
末
の
回
数
が
顕
著
で
す
。
冬
期
間
に
減
少
傾
向
を
見
ま

し
た
が
、
春
先
か
ら
再
び
増
加
に
転
じ
て
い
ま
す
。
そ
の
間
、
関
係
す
る
道

路
管
理
者
間
で
調
整
し
、
現
地
の
防
止
対
策
を
施
す
こ
と
や
各
種
機
会
を
通

じ
た
広
報

･
啓
蒙
活
動
が
重
要
で
あ
る
こ
と
等
が
考
察
さ
れ
て
い
ま
す

(写

真
7
)
。

次
に
、
二
つ
め
の
例
示
と
し
て
道
路
情
報
板
の
有
効
活
用
の
試
行
で
す
。
道

路
情
報
板
は
道
路
利
用
者
に
予
め
、
行
く
先
の
道
路
情
報

(状
況
)
を
現
地
で

提
供
す
る
こ
と
が
目
的
で
す
が
、
平
時

(特
段
の
表
示
情
報
が
な
い
場
合
)
の

情
報
板
を
有
効
に
活
用
す
る
こ
と
で
、
路
上
の
ト
ラ
ブ
ル
を
未
然
に
防
ぐ
こ
と

が
出
来
る
余
地
の
確
保
に
つ
な
が
る
よ
う
試
行
し
て
い
る
も
の
で
す
。

具
体
例
は
以
下
に
示
す
通
り
で
す
が
、
｢安
全
運
転
に
関
す
る
こ
と
｣

｢運
転
の
モ
ラ
ル
向
上
に
関
す
る
こ
と
｣
｢車
両
の
点
検
義
務
に
関
す
る
こ
と
｣

に
大
別
し
て
み
ま
し
た
。
こ
れ
が
利
用
者
へ
の
注
意
喚
起
の
ツ
ー
ル
の
一
つ

と
し
て
有
効
に
働
き
、
路
上
で
発
生
す
る
ト
ラ
ブ
ル
が
減
少
す
る
こ
と
で
安

全
で
円
滑
な
道
路
機
能
が
維
持
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
も
の
で
す

(写
真
8
)。



【表示例 2 1 停車禁止 (モラル)

現
場
で
の
対
応
と
し
て

◆

｢安
全
の
確
保
｣
｢管
理
の
レ
ベ
ル
｣
｢
コ
ス
ト
縮
減
｣
の
バ
ラ
ン
ス

◆
関
係
機
関
と
の
緊
密
な
情
報
連
絡
･
現
地
体
制
の
保
持
(高
速
警
察
隊
、

消
防
署
、
N
E
×
C
0
、
県

･
市
)

◆
降
雪
期
含
め
た
交
通
傷
害
･
規
制
対
応
等
へ
の
確
実
な
対
応
･
準
備

◆
落
下
物
、
飛
散
物
防
止
に
向
け
た
P
R
や
啓
蒙

(
一
日
で
多
頻
度
の
出

動
機
会
の
低
減
に
向
け
て
)

◆
い
わ
ゆ
る

｢
ロ
ー
ド
キ
ル
｣
へ
の
対
応

(減
少
に
向
け
た
防
護
対
策
等
)

◆

｢逆
走
車
両
｣
(誤
進
入
)
の
防
止
対
策

2

施
策
的
な
取
組
み
と
し
て

◆

｢新
直
轄
管
理
の
基
準

(案
)
の
検
討
･
作
成

(今
後
の
指
針
と
な
る

取
組
み
と
デ
ー
タ
の
取
得

･
整
理
)

◆
管
理
水
準
の
設
定

(隣
接
N
E
X
C
O
管
理
区
間
と
の

｢調
和
｣
の
確

認
･
設
定
)

◆
維
持
管
理
に
か
か
る
コ
ス
ト
の
目
標
設
定

(国
道
七
号
現
道
と
の
バ
ラ

ン
ス
)

新
直
轄
区
間
を
含
め
た
日
本
海
沿
岸
東
北
自
動
車
道
の
管
理
を
担
当
し
て

日
も
浅
く
、
ま
だ
途
に
着
い
た
と
こ
ろ
で
す
。
更
に
管
理
を
実
践
す
る
中
で

生
じ
る
新
た
な
課
題
に
も
可
能
な
限
り
対
応
し
、
今
後
開
通
を
迎
え
る
他
の

区
間
の
試
金
石
に
な
れ
れ
ば
と
思
い
つ
つ
、
事
例
報
告
と
さ
せ
て
頂
き
ま

す
。

沌

注

褻
8 注意喚起の表示例

【表示例 3 1 車両点検 (モラル ･点検)

　　

　

{き

国

【表示例11 わき見注意 (安全運転)八

管
理
面
の
今
後
の
課
題

-
終
わ
り
に
-

開
通
以
来
現
在
ま
で
に
八
カ
月
が
経
過
し
、
日
々
様
々
な
事
へ
の
対
応
が

発
生
し
て
い
ま
す
。
幸
い
に
し
て
死
亡
事
故
は
発
生
し
て
い
ま
せ
ん
が
、
前

記
の
通
り
多
く
の
課
題
が
顕
在
化
し
て
い
ま
す
。
課
題
に
対
す
る
現
場
レ
ベ

ル
と
施
策
レ
ベ
ル
の
対
応
と
取
組
み
を
整
理
す
る
と
以
下
の
よ
う
に
な
る
と

考
え
ま
す
。

国道7号(規道)で
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狄
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新
潟
県
の
道
路
管
理
に
つ
い
て

新
潟
県
土
木
部
道
路
管
理
課

新
潟
県
は
、
日
本
海
側
の
中
央
よ
り
や
や
北
側
に
位
置
し
て
お
り
、
全
国

第
五
位
の
面
積

(
一
二
、五
人
三
蟷
)
を
有
し
、
人
口
は
約
二
四
○
万
人
で

全
国
第

一
四
位
と
な
っ
て
い
ま
す
。

本
県
に
お
け
る
高
速
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
状
況
は
、
全
国
的
に
見
て
も

恵
ま
れ
て
お
り
、
東
京
ま
で
二
時
間
足
ら
ず
で
結
ん
で
い
る
上
越
新
幹
線
や

建
設
が
進
む
北
陸
新
幹
線
に
加
え
て
、
北
陸
、
関
越
、
磐
越
及
び
上
信
越
の

各
自
動
車
道
が
開
通
し
、
北
陸
、
関
東
、
東
北
、
中
部
の
各
地
域
と
直
結
し

て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
高
速
道
の
供
用
延
長
は
北
海
道
に
次
い
で
全
国
第
二

位
で
、
さ
ら
に
日
本
海
東
北
自
動
車
道
や
地
域
高
規
格
道
路
の
整
備
も
進
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
ほ
か
山
形
、
福
島
、
群
馬
、
長
野
及
び
富
山
の
隣
接
各
県
に
通
じ
る

一
般
国
道
を
基
幹
道
路
と
し
て
、
そ
の
他
の
一
般
国
道
、
主
要
地
方
道
、
一

般
県
道
及
び
市
町
村
道
が
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
成
し
、
県
民
の
日
常
生
活
や

経
済
活
動
の
基
盤
を
形
成
し
て
い
ま
す
。

こ
の
う
ち
本
県
が
管
理
す
る
道
路

(平
成

一
九
年
四
月

一
日
現
在
)
は
、

五
一
六
路
線
五
、
三
人
七

･
五
如
と
な
り
、
そ
の
延
長
は
北
海
道
、
福
島
県

に
次
い
で
全
国
三
番
目
と
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
れ
で
は
、
本
県
に
お
け
る
道
路
管
理
の
ト
ピ
ッ
ク
ス
を
紹
介
し
ま
す
。

は
じ
め
に
、
公
道
で
は
全
国
初
の
取
組
み
と
な
る

｢道
路
の
通
称
名
の

ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
導
入
｣
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

一

新
潟
県
の
道
路
の
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
導
入
の

取
組
み
に
つ
い
て

-

導
入
の
経
緯
に
つ
い
て

ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ

(命
名
権
)
と
は
、
ス
ポ
ー
ツ
･
文
化
施
設
な
ど

に
、
企
業
名
な
ど
を
冠
す
る
権
利
を
ス
ポ
ン
サ
ー
企
業
に
与
え
る
こ
と
で

協
賛
金

(契
約
料
)
を
得
る
制
度
で
す
。
本
県
の
管
理
す
る
施
設
で
は
、

平
成

一
九
年
三
月
か
ら
新
潟
ス
タ
ジ
ア
ム

(契
約
者

…東
北
電
力
株
式
会

社
、
施
設
名
称
…
東
北
電
力
ビ
ッ
グ
ス
ワ
ン
ス
タ
ジ
ア
ム
)、
平
成
二
〇
年

八
月
オ
ー
プ
ン
予
定
の
県
立
長
岡
屋
内
総
合
プ
ー
ル

(契
約
者
…
ダ
イ
エ



ー
プ
ロ
ビ
ス
株
式
会
社
、
施
設
名
称

…
ダ
イ
エ
ー
プ
ロ
ビ
ス
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス

プ
ー
ル
)
の
二
つ
の
ス
ポ
ー
ツ
施
設
で
導
入
し
て
い
ま
す
。

道
路
行
政
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
三
位
一
体
改
革
に
伴
い
、
こ
れ
ま
で
道

路
の
維
持
管
理
費
用
に
充
て
ら
れ
て
き
た
地
方
交
付
税
交
付
金
が
削
減
さ
れ

る
一
方
で
、
高
度
経
済
成
長
期
に
建
設
し
た
道
路
施
設
が
老
朽
化
し
、
こ
れ

に
係
る
補
修
･
改
修
費
が
年
々
増
加
し
て
い
く
こ
と
も
見
込
ま
れ
る
こ
と
か

ら
、
道
路
の
維
持
管
理
予
算
の
確
保
は
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

本
県
で
は
こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、
限
ら
れ
た
予
算
の
中
で
の
道
路

の
維
持
管
理
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
別
途
検
討
す
る
と
と
も
に
、
新
た
な
歳

入
確
保
策
の
一
環
と
し
て
、
道
路
の
通
称
名
の
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ

(※
)

に
着
目
し
ま
し
た
。

※

道
路
の
通
称
名
の
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ッ

ー
道
路
の
路
線
名
を
変
更
す
る
こ
と
は
道
路
法
上
困
難
で
あ
る
た
め
法
的
制
約
の
な

い
、
通
称
名
を
募
集
対
象
と
し
ま
し
た
。
便
宜
上
、
以
下

｢道
路
の
ネ
ー
ミ
ン
グ

ラ
イ
ッ
｣
と
記
載
し
ま
す
。

業
･
団
体
の
意
見
を
把
握
す
る
必
要
性
か
ら
、
県
民
ア
ン
ケ
ー
ト
及
び
企
業

ア
ン
ケ
ー
ト
、
有
識
者
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
実
施
し
ま
し
た
。

県
民
ア
ン
ケ
ー
ト

(調
査
期
間

…
平
成

一
九
年
六
月

一
三
日
~
二
七
日
、

調
査
方
法
"
郵
便
)
に
お
い
て
、
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
の
導
入
に
つ
い
て
の

考
え
を
尋
ね
た
と
こ
ろ
、
｢賛
成
で
あ
る
｣
と
の
回
答
が
、
四
四

･
四
%
、

｢条
件
付
で
賛
成
で
あ
る
｣
が
二
九

･
八
%
を
占
め
て
お
り
、
七
割
強
の
県

民
が
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
の
導
入
に
概
ね
賛
成
し
て
い
る
と
い
う
結
果
と
な

り
ま
し
た

(図
1
)。
賛
成
理
由
と
し
て
最
も
多
い
意
見
は

｢税
金
か
ら
支

出
さ
れ
て
い
る
維
持
管
理
費
が
賄
わ
れ
る
｣
こ
と
で
あ
り
、
対
象
道
路
と
し

て
最
も
ふ
さ
わ
し
い
と
思
わ
れ
て
い
る
の
は

｢観
光
道
路
｣
で
し
た
。
一
方
、

反
対
理
由
と
し
て
最
も
多
い
意
見
は

｢道
路
の
名
称
に
企
業
名
が
付
け
ら
れ

る
こ
と
へ
の
抵
抗
｣
で
あ
り
、
賛
成
意
見

･
反
対
意
見
と
も
に

｢道
路
名
が

　
　

で
4

　
　

　

2

導
入
に
向
け
た
研
究
に
つ
い
て

道
路
の
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
は
、
私
道
で
は
神
奈
川
県
内
の
有
料
道
路
で

導
入
事
例
が
あ
る
も
の
の
、
国
や
地
方
公
共
団
体
が
管
理
す
る
公
道
で
は
全

国
初
の
試
み
と
な
る
た
め
、
導
入
に
あ
た
っ
て
は
詳
細
な
検
討
が
必
要
と
な

り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
平
成

一
九
年
に
土
木
部
道
路
管
理
課
内
に
職
員
に
よ

る

｢ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
研
究
会
｣
を
立
ち
上
げ
、
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
導

入
に
向
け
た
課
題
の
抽
出
と
検
討
を
行
い
ま
し
た
。検
討
す
る
前
提
と
し
て
、

道
路
は
公
共
性
の
高
い
公
の
営
造
物
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
道
路
利
用
者
で
あ

る
県
民
の
皆
様
の
意
識
を
把
握
す
る
と
と
も
に
、
ス
ポ
ン
サ
ー
と
な
る
企

ど

杉
%

で
8

対
10

反

　

　

-一

員※ 対象 :県民アンケート調査協力員 33 0名

1 道路のネーミングライツ導入について

灘
%

付
で
逍

件
成
筏

条
費

図



頻
繁
に
変
わ
る
こ
と
に
よ
る
県
民
、
観
光
客
等
の
混
乱
｣
を
懸
念
す
る
意
見

が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
県
内
の
主
要
企
業
等
二
一
六
社
を
対
象
と
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト

(調

査
期
間
…
平
成

一
九
年
六
月
一
九
日
~
七
月
三
一日
、
調
査
方
法

“郵
便
及

び
メ
ー
ル
)
を
実
施
し
ま
し
た
が
、
回
答
数
は
七
二
社

(三
三

･
三
%
)
と

少
な
か
っ
た
も
の
の
、
｢関
心
あ
り

(四
社
)｣
と

｢条
件
次
第
で
関
心
あ

り

(二
○
社
)｣
を
合
計
す
る
と
、
二
四
社
の
企
業
が
関
心
を
も
っ
て
い
る

こ
と
が
確
認
で
き
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
県
経
済
界
、
学
識
経
験
者
、
道
路
利

用
者
団
体
の
代
表
者
の
方
々
か
ら
ヒ
ア
リ
ン
グ
形
式
で
様
々
な
ご
意
見
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
県
民
ア
ン
ケ
ー
ト
及
び
企
業
ア
ン
ケ
ー
ト
、
有
識
者
ヒ
ア

リ
ン
グ
の
結
果
を
踏
ま
え
、
七
つ
の
課
題

(地
域
住
民
等
道
路
利
用
者
の
理

解
、
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
導
入
対
象
路
線
等
の
決
定
方
法
、
募
集
条
件
の
設

定
、
ス
ポ
ン
サ
ー
メ
リ
ッ
ト

(特
典
)
の
提
示
、
道
路
標
識
の
張
替
え

･
新

設
に
係
る
費
用
負
担
、
契
約
料
の
使
途
の
明
確
化
、
契
約
料
の
帰
属
先
)
を

抽
出
し
、
解
決
策
を
検
討
し
ま
し
た
。

検
討
の
結
果
、
県
民
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
か
ら
、
七
割
強
の
県
民
が
賛
成

し
て
い
る
こ
と
、
企
業
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
に
お
い
て
、
関
心
の
あ
る
企
業

が
存
在
し
て
お
り
、
公
道
で
は
全
国
初
の
試
み
と
い
う
こ
と
か
ら
、
注
目
度

が
高
く
、
複
数
の
企
業
の
応
募
が
期
待
で
き
る
こ
と
、
さ
ら
に
、
上
記
の
七

つ
の
諸
課
題
に
つ
い
て
検
討
し
た
結
果
、
大
き
な
支
障
が
な
い
こ
と
か
ら
、

道
路
の
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
導
入
は
可
能
と
判
断
し
ま
し
た
。

3

募
集
内
容
に
つ
い
て

上
記
の
検
討
結
果
を
踏
ま
え
、
平
成
二
0
年
四
月
一
日
よ
り
、
県
内
有
数

の
観
光
道
路
で
あ
る
、
奥
只
見
シ
ル
バ
ー
ラ
イ
ン

(県
道
小
出
奥
只
見
線
の

　　
尾
見

写真 1 奥只見シルバーライン
尾瀬への入り口であり、 スキー場や奥只
見湖など観光地に繋がる。

一
部
区
間
、
総
延
長
二
二
･
六
蛔
)

(写
真
1
)
と
、
魚
沼
ス
カ
イ
ラ

イ
ン

(県
道
田
沢
小
栗
山
線
、
総

延
長
一
人
･
人
知
)
(写
真
2
)

を
対
象
に
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
の

募
集
を
開
始
し
ま
し
た
。
募
集
要

項
で
は
、
｢適
正
な
道
路
の
維
持

管
理
を
図
る
た
め
、
長
期
的

･
継

続
的
に
安
定
し
た
財
政
基
盤
を
確

立
す
る
と
と
も
に
、
あ
わ
せ
て
当

事
業
を
契
機
と
し
て
、
県

･
地
域

住
民

(市
町
村
)
･
ス
ポ
ン
サ
ー
が
協
力
し
て
地
域
の
活
性
化
を
図
る
こ
と
｣

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
契
約
料
の
設
定
に
つ
い
て
は
、
平
成

一
人
年
度
現

在
、
本
県
管
理
の
国
県
道
全
体
で
一
如
当
た
り
の
維
持
管
理
費
が
約
八
〇
万

円
と
な
っ
て
お
り
、
そ
の
半
分

｣皸
湫
甕

色

の
四
0
万
円
を
契
約
料
で
ま
か

鹸
薹

景

な
ぅ
と
い
ぅ
趣
旨
か
ら
、
路
線

嚢
叢

駄

の
延
長
五
蝿
ま
で
は
年
間
二
0

朧
薹
釀

み

　　
　
　
　

　
　
　
　

　　

　妙

、

　

　

上
、
魚
沼
ス
カ
イ
ラ
イ
ン
が
年

群



類
人
0
0
万
円
以
上
と
い
う
希
望
契
約
料
を
設
定
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
県

民
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
で
道
路
名
が
頻
繁
に
変
わ
る
こ
と
を
懸
念
す
る
意
見

が
多
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
一
〇
年
以
上
の
長
期
契
約
を
希
望
条
件
と
し
て
い

ま
す
。
命
名
条
件
と
し
て
、
｢当
該
道
路
固
有
の
歴
史
や
文
化
を
考
慮
し
た

も
の
と
し
、
公
序
良
俗
に
反
し
な
い
も
の
と
す
る
｣
と
い
う
規
定
を
設
け
、

地
域
住
民
に
受
け
入
れ
ら
れ
、
親
し
ま
れ
る
ネ
ー
ミ
ン
グ
と
な
る
よ
う
に
配

慮
し
て
い
ま
す
。
今
後
、
応
募
の
あ
っ
た
企
業

･
団
体
に
つ
い
て
、
審
査
の

上
、
契
約
者
を
決
定
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
契
約
者
は
、
道
路
の
通
称
を

命
名
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
と
も
に
、
道
路
施
設
へ
の
企
業
名
の
入
っ
た
ロ

ゴ
の
貼
り
付
け
や
道
路
占
用
料
の
減
免
な
ど
、
県
と
協
議
の
上
で
、
特
典
が

与
え
ら
れ
ま
す
。

本
県
で
は
管
理
施
設
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
一
つ
の
施
策
と
し
て
、
道
路
の

ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
を
導
入
し
ま
し
た
。
道
路
施
設
の
老
朽
化
、
補
修

･
改

修
費
の
増
加
は
各
地
方
自
治
体
の
共
通
の
課
題
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
今
後
そ

の
効
果

･
問
題
点
を
検
証
し
、
今
後
の
施
策
に
生
か
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

つ
づ
い
て
、
全
国
的
な
取
組
み
と
な
っ
て
い
る
、
｢橋
梁
維
持
管
理
計
画

の
策
定
状
況
｣
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

三

新
潟
県
の

『橋
梁
維
持
管
理
計
画
の
策
定
』
に
つ
い
て

1

橋
梁
を
取
り
巻
く
環
境

本
県
が
管
理
す
る
橋
梁
は
三
、
八
四
五
橋
(平
成
二
〇
年
四
月
一
日
時
点
)

あ
り
、
信
濃
川
、
阿
賀
野
川
な
ど
数
多
く
の
河
川
を
持
つ
本
県
に
と
っ
て
、

道
路
交
通
に
欠
か
せ
な
い
重
要
な
社
会
基
盤
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
は

　
　

橋
梁
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図 2 建設年次別橋梁数の推移 (平成 19年 4月 1日現在)

全橋梁数 : 3達5 3 橋
(13 8橋は建設年次不明)



図
2
の
と
お
り
、
特
に
一
九
五
〇
年
代
後
半
か
ら
一
九
七
〇
年
代
前
半
に
集

中
的
に
建
設
さ
れ
て
お
り
、
橋
令
五
〇
年
を
超
え
る
橋
梁
が
急
激
に
増
加
し

て
い
る
こ
と
か
ら
、
今
後
老
朽
化
に
よ
る
問
題
が
顕
在
化
す
る
こ
と
が
想
定

さ
れ
ま
す
。
さ
ら
に
本
県
は
海
に
面
し
て
お
り
、
佐
渡
島
を
含
め
る
と
約
六

〇
〇
蝿
も
の
海
岸
線
を
持
つ
た
め
｢

特
に
冬
期
の
飛
来
塩
分
量
は
か
な
り
の

も
の
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
山
間
部
は
日
本
有
数
の
豪
雪
地
帯
で
あ
り
、
凍

結
防
止
剤
の
散
布
な
ど
に
よ
り
橋
梁
の
置
か
れ
て
い
る
環
境
は
非
常
に
厳
し

い
も
の
と
な

っ
て
い
ま
す
。

2

効
率
的
な
維
持
管
理
計
画
の
策
定
が
急
務

こ
の
こ
と
か
ら
、今
後
も
橋
梁
を
健
全
な
状
態
に
保
っ
て
い
く
た
め
に
は
、

維
持
･
更
新
費
な
ど
総
管
理
費
用
の
縮
減
や
予
算
平
準
化
の
実
現
を
目
的
と

し
た
、
維
持
管
理
計
画
を
策
定
す
る
こ
と
が
不
可
欠
と
な
り
ま
し
た
。
平
成

一
人
年
度
か
ら
基
本
方
針
の
検
討
に
着
手
し
、
平
成
一
九
年
度
か
ら
は
国
の

長
寿
命
化
修
繕
計
画
策
定
の
た
め
の
補
助
制
度
も
活
用
し
、
計
画
策
定
を
進

め
て
い
ま
す
。
平
成
二
一
年
度
ま
で
に
、
全
管
理
橋
梁
の
長
寿
命
化
修
繕
計

画
を
策
定
す
る
こ
と
を
目
標
と
し
て
い
ま
す
。

計
画
の
策
定
は
ア
セ
ッ
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
考
え
方
を
導
入
し
、
中
長
期

的
な
橋
梁
の
劣
化
傾
向
も
踏
ま
え
、
県
管
理
橋
梁
全
体
の
必
要
予
算
や
健
全

度
の
推
移
を
考
慮
し
た
計
画
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
昭
和
六
○
年
か

ら
実
施
し
て
き
た
橋
梁
点
検
の
方
法
も
再
検
討
し
、
よ
り
効
果
的
な
デ
ー
タ

収
集
を
、
よ
り
効
率
的
に
行
え
る
手
法
を
検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

同
時
に
、
様
々
な
損
傷
種
類
や
劣
化
要
因
に
対
し
て
、
長
寿
命
化
に
有
効

な
補
修
工
法
や
材
料
の
選
定
に
つ
い
て
も
検
討
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。
特
に
日
本
海
側
で
問
題
と
な
る
塩
害
に
つ
い
て
は
、
沿
岸
部
の
橋
梁
に

お
け
る
路
線
単
位
で
の
調
査
や
対
策
方
針
の
検
討
も
実
施
し
、
効
果
の
高
い

補
修
対
策
が
可
能
と
な
る
よ
う
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

3

今
後
の
課
題
と
方
向
性

計
画
は
策
定
し
て
終
わ
り
で
は
な
く
、
毎
年
実
施
す
る
点
検
や
補
修
の
デ

ー
タ
を
確
実
に
蓄
積
し
、
更
新
を
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
を
継

続
す
る
こ
と
が
最
も
重
要
な
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
は
実
施
可
能
な
計

画
と
す
る
こ
と
を
念
頭
に
置
く
と
と
も
に
、
そ
れ
を
確
実
に
進
め
て
い
く
体

制
づ
く
り
が
不
可
欠
と
な
り
ま
す
。

維
持
補
修
の
分
野
は
ま
だ
発
展
途
上
で
あ
り
、
今
後
も
試
行
錯
誤
し
な
が

ら
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
と
な
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、
関
係
機
関
と
も
協
力

し
て
、
各
種
デ
ー
タ
や
補
修
技
術
な
ど
を
継
承
で
き
る
持
続
可
能
な
P
D
C

A
サ
イ
ク
ル
を
構
築
し
、
県
民
の
生
活
や
経
済
活
動
に
欠
か
せ
な
い
基
礎
的

な
社
会
基
盤
で
あ
る
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
保
全
に
努
め
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

満敗件訪わ " ナー リn n R R 解

つ
づ
い
て
、
道
路
の
維
持
管
理
の
あ
り
方
に
関
す
る
取
組
み
を
紹
介
し
ま

す
。三

新
た
な
道
路
維
持
管
理
体
制
を
目
指
し
て
!

1

検
討
の
背
景
1
m持
続
可
能
な
維
持
管
理
に
む
け
て

本
県
は
平
成

一
六
年
七
月
の
豪
雨
に
始
ま
り
、
二
度
の
地
震

(平
成

一
六

年
中
越
大
震
災
、
平
成
一
九
年
中
越
沖
地
震
)、
二
年
連
続
の
豪
雪

(平
成

一
七
、
一
人
年
)
と
度
重
な
る
自
然
災
害
に
見
舞
わ
れ
、
危
機
管
理
体
制
の

更
な
る
強
化
が
求
め
ら
れ
て
い
る
一
方
で
、
厳
し
い
財
政
状
況
に
加
え
職
員



の
大
量
退
職
が
見
込
ま
れ
、
近
い
将
来
、
こ
れ
ま
で
の
道
路
維
持
管
理
体
制

を
保
持
で
き
な
い
状
況
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
情
勢
の
中
、
今
後
も
よ
り
よ
い
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き

る
よ
う
、
持
続
可
能
な
新
た
な
道
路
維
持
管
理
体
制
を
確
立
す
る
こ
と
が
喫

緊
の
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

2

検
討
の
背
景
2
…維
持
管
理
の
現
状

こ
れ
ま
で
の
道
路
維
持
管
理
業
務
は
、
対
象
道
路
の
個
別
具
体
な
多
く
の

要
因

(交
通
量
、
地
形
、
気
候
等
)
を
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
や
、
異

常
を
導
く
要
素
が
多
岐
に
わ
た
り
、
そ
の
発
生
予
見
性
が
低
い
こ
と
な
ど
か

ら
具
体
的
な
管
理
水
準
が
示
さ
れ
て
お
ら
ず
、
現
場
担
当
者
の
技
術
力
と
経

験
に
多
く
の
部
分
を
頼
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
は
、
道
路
法
第
四
十
二

条
第
二
項
に
規
定
さ
れ
て
い
る

｢道
路
の
維
持
又
は
修
繕
に
関
す
る
技
術
的

基
準
そ
の
他
必
要
な
事
項
に
関
す
る
政
令
｣
が
未
だ
制
定
さ
れ
て
い
な
い
点

に
も
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
下
で
は
、
全
県
を
対
象
に
し
た
管
理
水
準
の
均

一
化
を

図
る
こ
と
は
困
難
で
あ
り
、
そ
の
バ
ラ
ツ
キ
が
地
域
間
格
差
に
も
つ
な
が
る

お
そ
れ
も
あ
り
、
決
し
て
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
望
ま
し
い
姿
と
は
言
え
な
い
も

の
と
な
り
ま
す
。

望
ま
し
い

｢道
路
維
持
管
理
業
務
の
あ
る
べ
き
姿
｣
を
求
め
る
こ
と
は
、

限
ら
れ
た
予
算
の
中
で
効
率
的
、
効
果
的
な
道
路
の
維
持
管
理
を
行
い
、
県

民
や
道
路
ユ
ー
ザ
ー
に
対
し
公
平

･
公
正
な
質
の
良
い
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す

る
た
め
、
行
政
と
し
て
避
け
て
通
れ
な
い
課
題
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

3

検
討
の
方
向
性

そ
こ
で
、
昨
年
度
よ
り
新
た
な
道
路
維
持
管
理
体
制
を
見
据
え
、
｢道
路

維
持
管
理
業
務
の
あ
る
べ
き
姿
｣
の
検
討
を
始
め
ま
し
た
。

本
年
度
は
、
県
と
し
て
提
供
す
べ
き
サ
ー
ビ
ス
水
準

(=
管
理
水
準
)
を

見
極
め
る
た
め
に
維
持
管
理
業
務
の
現
状
を
分
析
し
、
計
画
的
業
務

(草
刈

り
、
側
溝
清
掃
、
路
面
清
掃
、
街
路
樹
管
理
な
ど
)
で
は
工
種
毎
の
具
体
の

統

一
基
準
を
設
け
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

そ
の
他
の
予
見
不
可
能
な
業
務

(穴
ぼ
こ
、
落
下
物
、
死
骸
処
理
な
ど
)

に
つ
い
て
は
道
路
構
造
や
交
通
量
な
ど
の

"道
路
特
性
"
と
沿
道
環
境
や
路

線
の
性
格
な
ど
の

"道
路
利
用
"
の
二
つ
の
観
点
か
ら
水
準
を
設
定
し
、
そ

の
水
準
に
見
合
う
異
常
発
見
の
確
率

(=
パ
ト
ロ
ー
ル
頻
度
)
を
設
定
す
る

予
定
で
す
。

こ
の
結
果
、
メ
リ
ハ
リ
の
あ
る
管
理
水
準
に
基
づ
く
新
た
な
道
路
管
理
体

制
が
構
築
で
き
る
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

最
後
に
、
本
県
を
代
表
す
る
観
光
ス
ポ
ッ
ト
で
あ
る
佐
渡
島
の
道
路
を
管

理
し
て
い
る
佐
渡
地
域
整
備
部
の
取
組
み
を
紹
介
し
ま
す
o

R"首継‘“〒iF灯わ " + 一 つn n R R

み

ち

四

道
路
の
走
り
や
す
さ
マ
ッ
プ
を
作
成
し
、

観
光
振
興
に
取
組
み
ま
し
た

ー

現
状
の
問
題
点
と
課
題

』

佐
渡
島
内
の
観
光
客
は
年
々
減
少
し
て
お
り
･

最
盛
期
の
平
成
三
年
度
の

勘

一
三
ニ
万
人
か
ら
平
成
一
九
年
度
に
は
半
分
の
六
一
万
人
に
減
少
し
、
島
内

饌

経
済
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
ま
す
。

観
光
客
か
ら
道
路
行
政
に
対
し
て
も
幅
広
い
意
見
･
要
望
が
あ
り
ま
す

多



が
、
地
域
整
備
部
で
対
応
で
き
る
問
題
と
し
て
下
記
の
二
点
が
挙
げ
ら
れ
ま

し
た
。

①

道
路
の
幅
員
が
狭
く
、
走
り
づ
ら
い

②

観
光
地
ま
で
の
行
き
方
が
分
か
ら
な
い

①
に
つ
い
て
は
国
道
･
主
要
地
方
道
で
も
ま
だ
十
分
な
整
備
水
準
に
達
し

て
い
な
い
道
路
も
あ
り
、
道
路
改
良
を
進
め
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
に
か
か
る

コ
ス
ト
と
時
間
が
問
題
に
な
り
ま
す
。

②
に
つ
い
て
は
ピ
ク
ト
グ
ラ
ム
を
付
し
た
案
内
標
識
の
設
置
を
行
っ
て
い

ま
す
が
、
そ
の
ピ
ク
ト
グ
ラ
ム
を
観
光
マ
ッ
プ
に
掲
載
す
る
な
ど
し
て
、
更

な
る
浸
透
を
図
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
本
年
秋
に
は

｢朱
鷺
の
自
然
放
鳥
｣
を
控
え
て
お
り
、
県
と
佐
渡

市
で
は

｢佐
渡
金
銀
山
｣
の
世
界
遺
産
登
録
を
目
指
し
て
活
動
し
て
い
る
こ

と
か
ら
も
、
佐
渡
観
光
を
推
進
す
る
施
策
を
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
し

た
。

3

作
成
時
の
工
夫

国
土
交
通
省
で
は
、
プ
ロ
ー
ブ
カ
ー
等
を
用
い
て
マ
ッ
プ
の
作
成
を
し
て

い
ま
す
が
、
低
コ
ス
ト
で
必
要
な
機
能

･
情
報
取
り
込
む
た
め
、
既
存
資
料

慾"首脳8ク〒南町わ "二十 つn n R R ,?,?

(道
路
台
帳
等
)
を
有
効
に
活
用
し
走
り
や
す
さ
の
ラ
ン
ク
分
け
作
業
を
行

い
、
そ
の
後
の
走
行
調
査
に
よ
り
、
そ
の
妥
当
性
の
確
認
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
佐
渡
市
観
光
課
･
佐
渡
観
光
協
会
と
連
携
し
、
主
要
な
観
光
名
所

で
あ
る

｢佐
渡
百
選
｣
も
掲
載
す
る
こ
と
で
、
観
光
情
報
を
よ
り
入
手
し
や

す
く
し
、
｢佐
渡
百
選
｣
の
ピ
ク
ト
グ
ラ
ム
が
あ
る
も
の
は
マ
ッ
プ
に
記
載

し
分
か
り
や
す
く
し
ま
し
た
。

4

道
路
の
走
り
や
す
さ
マ
ッ
プ
佐
渡
版
の
今
後
の
展
望

佐
渡
市
観
光
課

･
佐
渡
観
光
協
会
で
は
、
観
光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
と
し
て
使

用
す
る
こ
と
に
し
て
お
り
、
今
後
は
ア
ン
ケ
ー
ト
形
式
で
道
路
ユ
ー
ザ
ー
の

意
見
を
収
集
し
、
佐
渡
市
観
光
課
も
と
連
携
し
よ
り
良
い
マ
ッ
プ
に
な
る
よ

う
取
り
組
む
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

※

佐
渡
版
道
路
の
走
り
や
す
さ
マ
ッ
プ
は
下
記
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す

【新
潟
県
佐
渡
地
域
振
興
局
地
域
整
備
部
ホ
!
ム
ペ
ー
ジ
】

け
は
せ
ぺ
が
}~メモ
メモ
.秋)[の
鷺
貝ロ
ー飼
主
[p
｣
鱒
｣
℃
＼の丼
Q
o
のの糾-〕]<

以
上
、
四
つ
の
取
組
み
を
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
読
者
の
皆
様

か
ら
、
参
考
意
見
な
ど
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

(新
潟
県
道
路
管
理
課
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
…

2

安
価
で
す
ぐ
に
対
応
で
き
る
ソ
フ
ト
対
策
を

j
道
路
の
走
り
や
す
さ
マ
ッ
プ
i

道
路
ユ
ー
ザ
ー
に
と
っ
て
は
、
道
路
管
理
者
が
誰
で
あ
る
か
と
い
う
こ
と

よ
り
も
、
道
路
の
幅
や
カ
ー
ブ
の
大
き
さ
と
い
っ
た
｢実
際
の
走
り
や
す
さ
｣

が
重
要
な
情
報
で
あ
り
、
こ
の
情
報
を
ユ
ー
ザ
ー
に
提
供
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。

本
土
で
は
国
土
交
通
省
に
よ
り

｢道
路
の
走
り
や
す
さ
マ
ッ
プ
｣
が
作
成

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
佐
渡
版
は
未
作
成
で
し
た
。
そ
こ
で
、
昨
年
度

｢佐
渡

版

･
道
路
の
走
り
や
す
さ
マ
ッ
プ
｣
(図
3
)
を
作
成
し
、
観
光
地
へ
の
ア

ク
セ
ス
マ
ッ
プ
と
し
て
の
機
能
も
同
時
に
持
た
せ
ま
し
た
。
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舒　
　

｢道
路
整
備
費
の
財
源
等
の
特
例
に
関
す
る
法
律
の
一部
を

改
正
す
る
法
律
｣
の
成
立
ま
で
の
経
緯
と
関
係
政
令
省
令
に
つ
い
て

道
路
局
路
政
課

一

法
案
成
立
ま
で
の
国
会
審
議
等
の
経
緯

｢道
路
整
備
費
の
財
源
等
の
特
例
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法

律
｣
は
五
月
一
三
日
に
成
立
し
ま
し
た
。

こ
の
法
案
は
、
平
成
二
〇
年

一
月
二
三
日
に
閣
議
に
お
い
て
決
定
さ
れ
、

同
日
国
会
に
提
出
、
衆
議
院
で
は
二
月
三
一
日
に
国
土
交
通
委
員
会
に
付
託

さ
れ
、
五
日
間
、
参
考
人
質
疑
を
含
む
二
〇
時
間
に
及
ぶ
質
疑
が
行
わ
れ
、

三
月
一
二
日
に
委
員
会
に
お
い
て
可
決
、
本
院
に
お
い
て
は
三
月
一
三
日
に

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

三
月
一
三
日
!
本
会
議

民
主
･
共
産
･
社
民
反
対

可
決

金
融
委
員
会
に
お
い
て
否
決
、
五
月

一
二
日
に
は
本
院
に
お
い
て
否
決
さ

れ
ま
し
た
。

五
月
三

一日

ー
本
会
議

民
主

･
共
産

･
社
民

･
無
所
属
反
対

(
一
部
賛
成
)、

国
民
新
党
欠
席

否
決

ま
た
、
同
日
に
参
議
院
に
送
付
さ
れ
、
四
月
一
六
日
に
財
政
金
融
委
員
会

へ
付
託
さ
れ
た
後
、
四
月
二
三
日
に
財
政
金
融
委
員
会
･
国
土
交
通
委
員
会

連
合
審
査
会
に
お
い
て
提
案
理
由
説
明
が
行
わ
れ
た
の
を
皮
切
り
に
、
同
審

査
会
に
お
い
て
二
日
間
、
合
計
六
時
間
審
議
が
行
わ
れ
、
五
月
九
日
に
財
政

衆
議
院
と
参
議
院
が
異
な
る
議
決
を
行
っ
た
こ
と
か
ら
、
五
月

一
三
日

に
衆
議
院
に
お
い
て
再
議
決
の
動
議
が
な
さ
れ
、
憲
法
第
五
十
九
条
第
二

項
の
規
定
に
基
づ
き
衆
議
院
に
お
い
て
出
席
議
員
の
2
/
3
以
上
の
多
数

で
可
決
さ
れ
、
平
成
二
十
年
法
律
第
三
十

一
号
と
し
て
成
立
し
、
同
日
に

公
布

.
施
行
さ
れ
る
運
び
と
な
り
ま
し
た
。

【詳
細
】

五
月
一
三
日

ー
本
会
議

民
主
･
共
産
･
社
民
･無
所
属

(反
対
)

再
議
決



三

法
律
の
内
容

道
路
整
備
費
の
財
源
等
の
特
例
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

に
よ
る
改
正
後
の
道
路
整
備
事
業
に
係
る
国
の
財
政
上
の
特
別
措
置
に
関
す

る
法
律
の
概
要
に
つ
い
て
は
、
道
路
行
政
セ
ミ
ナ
ー
平
成
二
〇
年
三
月
号
で

示
し
た
と
お
り

(
一
月
二
三
日
の
閣
議
決
定
の
際
か
ら
の
変
更
な
し
)
で
あ

り
、
ま
た
、
そ
の
全
文
に
つ
い
て
は
、
別
添
の
と
お
り
で
す
の
で
ご
確
認
下

さ

い
。三

『道
路
整
備
費
の
財
源
等
の
特
例
に
関
す
る
法
律
の
一
部

を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
政
令
の
整
備
等
に
関

す
る
政
令
｣
の
概
要

こ
の
政
令
に
お
い
て
は
、
道
路
整
備
費
の
財
源
等
の
特
例
に
関
す
る
法
律

施
行
令
な
ど
二
〇
政
令
に
つ
い
て
改
正
を
行
っ
て
い
ま
す
。

実
質
的
な
内
容
を
含
む
代
表
的
な
も
の
と
し
て
、
道
路
整
備
費
の
財
源
等

の
特
例
に
関
す
る
法
律
施
行
令
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
紹
介
す
る
と
、
そ
の

内
容
は

①

政
令
の
題
名
を

｢道
路
整
備
事
業
に
係
る
国
の
財
政
上
の
特
別
措
置

に
関
す
る
法
律
施
行
令
｣
に
改
め
る
こ
と

②

道
路
整
備
費
の
特
例
及
び
地
方
道
路
臨
時
交
付
金
の
対
象
と
な
る
都

道
府
県
道
又
は
市
町
村
道
を
以
下
の
と
お
り
と
す
る
(現
行
の
と
お
り
)

こ
と

I

道
路
法
五
十
六
条
の
規
定
に
よ
り
国
土
交
通
大
臣
が
指
定
す
る
都

道
府
県
道
又
は
市
道

n

I
の
ほ
か
、
国
の
施
策
上
特
に
整
備
す
る
必
要
が
あ
る
と
認
め
ら

れ
る
都
道
府
県
道
又
は
市
町
村
道

③

高
規
格
幹
線
道
路
等
に
つ
い
て
国
の
費
用
負
担
の
割
合
の
特
例
の
対

象
と
す
る
と
と
も
に
、
費
用
負
担
割
合
の
か
さ
上
げ
措
置
を
講
ず
る

(高
規
格
幹
線
道
路
の
改
築
は
2
/
3
↓
7
/
1
O
X
現
行
の
と
お
り
)

こ
と

④

地
方
道
路
整
備
臨
時
貸
付
金
の
償
還
方
法
を
均
等
年
賦
方
式
と
す
る

こ
、と

等
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
こ
の
政
令
の
中
で
は
、
道
路
法
施
行
令
、
予
算
決
算
及
び
会

計
令
等
に
つ
い
て
所
要
の
改
正
を
行
っ
て
い
ま
す
。

四

『地
方
道
整
備
臨
時
交
付
金
に
関
す
る
省
令
等
の
一部
を

改
正
す
る
省
令
』
の
概
要

｢道
路
整
備
費
の
財
源
等
の
特
例
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法

律
｣
の
施
行
に
伴
い
関
係
省
令
に
つ
い
て
所
要
の
改
正
を
行
う
も
の
で
あ
り
、

そ
の
概
要
に
つ
い
て
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。

①

高
速
道
路
利
便
増
進
事
業
の
対
象
と
な
る
高
速
道
路
と
道
路
と
を
連

R

結
す
る
部
分
を
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
と
す
る
こ
と

鮴

②

鬘

道
路
利
便
増
進
事
業
に
関
す
る
計
画
に
定
め
る
事
項
と
し
て
、

の

法
第
七
条
第
二
項
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
高
速
道
路
利
便
増
進

十

事
業
の
実
施
体
制
に
関
す
る
事
項
等
を
定
め
る
こ
と

憶

③

独
立
行
政
法
人
日
本
高
速
道
路
保
有
･債
務
返
済
機
構
か
ら
振
替
機

耐

関
等
に
対
し
て
振
替
機
構
債
券
等
に
関
し
て
行
う
通
知
及
び
振
替
機
関

欝

等
か
ら
求
め
る
べ
き
報
告
の
内
容
に
つ
い
て
定
め
る
こ
と



五

施
行
日
に
つ
い
て

｢道
路
整
備
費
の
財
源
等
の
特
例
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法

律
｣
の
施
行
日
は
平
成
二
〇
年
四
月
一
日
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
法
律
の
公
布

(平
成
二
〇
年
五
月

一
三
日
)
に
あ
わ
せ
て
、
｢道

路
整
備
費
の
財
源
等
の
特
例
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
改

"

正
に
伴
う
関
係
政
令
の
整
備
等
に
関
す
る
政
令
｣
及
び

｢地
方
道
路
整
備
臨

〔h

時
交
付
金
に
関
す
る
省
令
等
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
｣
に
つ
い
て
も
、
公

館

布
さ
れ
、
同
日
に
施
行
さ
れ
て
い
ま
す
。

第

【別
添
】

道
路
整
備
事
業
に
係
る
国
の
財
政
上
の
特
別
措
置
に

関
す
る
法
律

(昭
和
三
十
三
年
法
律
第
三
十
四
号
)

(目
的
)

第
一
条

こ
の
法
律
は
、
道
路

(道
路
法

(昭
和
二
十
七
年

法
律
第
百
八
十
号
)
に
よ
る
道
路
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
)

の
交
通
の
安
全
の
確
保
と
そ
の
円
滑
化
を
図
る
と
と
も
に
、

生
活
環
境
の
改
善
に
資
す
る
た
め
、
道
路
整
備
費
の
財
源

に
関
す
る
特
例
そ
の
他
道
路
整
備
事
業
に
係
る
国
の
財
政

上
の
特
別
措
置
を
定
め
、
も
っ
て
国
民
経
済
の
健
全
な
発

展
と
国
民
生
活
の
向
上
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

(定
義
)

第
二
条

こ
の
法
律
に
お
い
て

｢道
路
整
備
事
業
｣
と
は
、

次
に
掲
げ
る
道
路
の
新
設
、
改
築
、
維
持
及
び
修
繕
に
関

す
る
事
業
並
び
に
当
該
道
路
の
公
共
土
木
施
設
災
害
復
旧

事
業
費
国
庫
負
担
法

(昭
和
二
十
六
年
法
律
第
九
十
七
号
)

第
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
災
害
復
旧
事
業
を
い
う
。

一

高
速
自
動
車
国
道

ニ

ー
般
国
道

三

都
道
府
県
道
又
は
市
町
村
道
で
あ
っ
て
、
政
令
で
定

め
る
も
の

2

こ
の
法
律
に
お
い
て

｢道
路
整
備
費
｣
と
は
、
道
路
整

備
事
業
の
実
施
に
要
す
る
国
が
支
弁
す
る
経
費
を
い
う
。

3

こ
の
法
律
に
お
い
て

｢揮
発
油
税
等
の
収
入
額
の
予
算

額
｣
と
は
一
会
計
年
度
の
揮
発
油
税
の
収
入
額
の
予
算
額

の
全
額
に
相
当
す
る
金
額
及
び
当
該
会
計
年
度
の
石
油
ガ

ス
税
の
収
入
額
の
予
算
額
の
二
分
の
一
に
相
当
す
る
金
額

の
合
算
額
を
い
い
、
｢揮
発
油
税
等
の
収
入
額
の
決
算
額
｣

と
は
一
会
計
年
度
の
揮
発
油
税
の
収
入
額
の
決
算
額
の
全

額
に
相
当
す
る
金
額
及
び
当
該
会
計
年
度
の
石
油
ガ
ス
税

の
収
入
額
の
決
算
額
の
二
分
の
一
に
相
当
す
る
金
額
の
合

算
額
を
い
う
。

4

こ
の
法
律
に
お
い
て
｢高
速
道
路
利
便
増
進
事
業
｣
と

は
、
次
に
掲
げ
る
事
業
又
は
事
務
で
あ
っ
て
、
高
速
道
路

株
式
会
社
法

(平
成
十
六
年
法
律
第
九
十
九
号
)
第
一
条

に
規
定
す
る
会
社

(以
下
単
に
｢会
社
｣
と
い
う
。)
が
行

う
も
の
を
い
う
。

一

高
速
道
路
株
式
会
社
法
第
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る

高
速
道
路

(以
下
単
に

｢高
速
道
路
｣
と
い
う
。
)
の
う

ち
当
該
高
速
道
路
と
道
路

(高
速
道
路
を
除
く
。)
と
を

連
結
す
る
部
分
で
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
も
の
の
整

備
に
関
す
る
事
業

(こ
れ
に
附
帯
す
る
高
速
道
路
の
車

線
の
増
設
に
関
す
る
事
業
そ
の
他
の
事
業
を
含
む
。)
で

あ
っ
て
、
高
速
道
路
の
通
行
者
及
び
利
用
者
の
利
便
の

増
進
の
た
め
必
要
と
認
め
ら
れ
る
も
の

二

高
速
道
路
の
区
間
を
限
っ
た
特
別
な
高
速
道
路
料
金

(独
立
行
政
法
人
日
本
高
速
道
路
保
有
･
債
務
返
済
機
構

法

(平
成
十
六
年
法
律
第
百
号
。
以
下

｢機
構
法
｣
と



い
う
。)
第
十
三
条
第
一
項
第
七
号
に
規
定
す
る
料
金
を

い
う
。
以
下
同
じ
。
)
の
額
の
設
定

(同
号
に
規
定
す
る

徴
収
期
間
を
通
じ
た
高
速
道
路
料
金
の
額
の
合
計
額
を

減
少
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
高
速
道
路
の
通
行
者
及
び
利

用
者
の
負
担
の
軽
減
を
図
る
も
の
に
限
る
。)
で
あ
っ
て
、

当
該
高
速
道
路
を
含
む
道
路
の
自
動
車
交
通
の
円
滑
化

の
た
め
必
要
と
認
め
ら
れ
る
も
の

(道
路
整
備
費
の
財
源
)

第
三
条

政
府
は
、
平
成
二
十
年
度
以
降
十
箇
年
間
は
、
毎

年
度
、
次
に
掲
げ
る
額
の
合
算
額
に
相
当
す
る
金
額
を
道

路
整
備
費
の
財
源
に
充
て
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、

そ
の
金
額
が
当
該
年
度
の
道
路
整
備
費
の
予
算
額
を
超
え

る
と
き
は
、
当
該
超
え
る
金
額
に
つ
い
て
は
、
こ
の
限
り

で
な
い
。

一

当
該
年
度
の
揮
発
油
税
等
の
収
入
額
の
予
算
額

二

当
該
年
度
の
前
年
度
以
前
で
平
成
二
十
年
度
以
降
の

各
年
度
の
揮
発
油
税
等
の
収
入
額
の
決
算
額

(当
該
年

度
の
前
年
度
に
つ
い
て
は
、
揮
発
油
税
等
の
収
入
額
の

予
算
額
)
の
合
計
額
が
当
該
各
年
度
の
道
路
整
備
費
の

決
算
額

(当
該
年
度
の
前
年
度
に
つ
い
て
は
、
道
路
整

備
費
の
予
算
額
)
の
合
計
額
を
超
え
る
と
き
は
、
当
該

超
え
る
額

2

当
該
年
度
の
前
々
年
度
の
揮
発
油
税
等
の
収
入
額
の
予

算
額
が
、
同
年
度
の
揮
発
油
税
等
の
収
入
額
の
決
算
額
に

不
足
し
、
又
は
当
該
揮
発
油
税
等
の
収
入
額
の
決
算
額
を

超
え
る
場
合
に
お
け
る
前
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、

同
項
中

｢合
算
額
に
相
当
す
る
金
額
｣
と
あ
る
の
は
、
｢合

算
額

(当
該
年
度
の
前
々
年
度
の
揮
発
油
税
等
の
収
入
額

の
予
算
額
が
同
年
度
の
揮
発
油
税
等
の
収
入
額
の
決
算
額

に
不
足
す
る
と
き
は
当
該
合
算
額
に
当
該
不
足
額
を
加
算

し
、
当
該
年
度
の
前
々
年
度
の
揮
発
油
税
等
の
収
入
額
の

予
算
額
が
同
年
度
の
揮
発
油
税
等
の
収
入
額
の
決
算
額
を

超
え
る
と
き
は
当
該
合
算
額
か
ら
当
該
超
え
る
額
を
控
除

し
た
額
)
に
相
当
す
る
金
額
｣
と
す
る
。

3

政
府
は
、
平
成
二
十
九
年
度
末
に
お
け
る
第
一
項
各
号

に
掲
げ
る
額
の
合
算
額
が
当
該
年
度
の
道
路
整
備
費
の
予

算
額
を
超
え
る
と
き
は
、
平
成
三
十
年
度
以
降
の
各
年
度

の
道
路
整
備
費
の
予
算
額
の
合
計
額
が
当
該
超
え
る
額
に

相
当
す
る
金
額
に
達
す
る
ま
で
の
間
、
毎
年
度
、
当
該
超

え
る
額
の
全
部
又
は
一
部
に
相
当
す
る
金
額
を
道
路
整
備

費
の
財
源
に
充
て
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

4

政
府
は
、
平
成
二
十
年
度
以
降
十
箇
年
間
は
、
第
一
項

(第
二
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
場
合
を
含

む
。
以
下
こ
の
頃
及
び
次
項
に
お
い
て
同
じ
。)
の
規
定
に

よ
る
措
置
を
講
じ
て
も
な
お
道
路
整
備
費
の
財
源
に
不
足

を
生
ず
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
、
第

一
項
に
定
め
る
も

の
の
ほ
か
、
財
政
の
許
す
範
囲
内
に
お
い
て
、
道
路
整
備

費
の
財
源
に
つ
き
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。

5

国
土
交
通
大
臣
は
、
第
一
項
及
び
前
項
の
規
定
に
よ
る

措
置
を
講
じ
て
平
成
二
十
年
度
以
降
十
箇
年
間
に
行
う
べ

き
道
路
整
備
事
業
の
量
の
案
を
作
成
し
、
閣
議
の
決
定
を

求
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

6

前
項
の
道
路
整
備
事
業
の
量
は
、
社
会
資
本
整
備
重
点

計
画
法

(平
成
十
五
年
法
律
第
二
十
号
)
第
二
条
第
一
項

に
規
定
す
る
社
会
資
本
整
備
重
点
計
画
に
即
し
た
も
の
で

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

7

国
土
交
通
大
臣
は
、
第
五
項
の
規
定
に
よ
る
閣
議
の
決

定
が
あ
っ
た
と
き
は
、
遅
滞
な
く
、
同
項
の
道
路
整
備
事

業
の
量
を
都
道
府
県
知
事
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

8

国
土
交
通
大
臣
は
、
第
五
項
の
規
定
に
よ
る
閣
議
の
決

定
後
五
年
を
目
途
と
し
て
、
社
会
経
済
情
勢
の
変
化
を
勘

案
し
、
同
項
の
道
路
整
備
事
業
の
量
に
つ
い
て
検
討
を
加

え
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
当
該
道
路
整
備
事

業
の
量
の
変
更
の
葉
を
作
成
す
る
も
の
と
す
る
。

9

第
五
項
か
ら
第
七
項
ま
で
の
規
定
は
、
第
五
項
の
道
路

整
備
事
業
の
量
の
変
更
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

(国
の
負
担
又
は
補
助
の
割
合
の
特
例
)

第
四
条

平
成
二
十
年
度
以
降
十
箇
年
間
に
お
け
る
地
方
公

共
団
体
に
対
す
る
道
路
の
舗
装
そ
の
他
の
改
築
に
関
す
る

国
の
負
担
又
は
補
助
の
割
合
に
つ
い
て
は
、
道
路
法

(第

八
十
八
条
を
除
く
。)
及
び
土
地
区
画
整
理
法

(昭
和
二
十

九
年
法
律
第
百
十
九
号
)
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
十
分

の
七

(土
地
区
画
整
理
事
業
に
係
る
も
の
に
あ
っ
て
は
、

十
分
の
五

･
五
)
の
範
囲
内
で
、
政
令
で
特
別
の
定
め
を

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

(地
方
道
路
整
備
臨
時
交
付
金
)

第
五
条

国
は
、
地
方
公
共
団
体
に
対
し
、
平
成
二
十
年
度

以
降
十
箇
年
間
は
、
毎
年
度
、
第
二
条
第
一
項
第
二
号
又

は
第
三
号
に
掲
げ
る
道
路
の
舗
装
そ
の
他
の
改
築
又
は
修

繕
に
関
す
る
事
業
で
次
に
掲
げ
る
基
準
に
適
合
す
る
も
の

の
う
ち
、
当
該
十
箇
年
間
に
実
施
す
る
必
要
が
あ
る
と
認
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め
ら
れ
る
事
業

(以
下

｢交
付
金
対
象
事
業
｣
と
い
う
。)

に
要
す
る
経
費
の
財
源
に
充
て
る
た
め
、
交
付
金
を
交
付

す
る
。

一

当
該
事
業
の
規
模
が
国
土
交
通
大
臣
の
定
め
る
基
準

を
超
え
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
。

二

公
共
施
設
そ
の
他
の
公
益
的
施
設
の
整
備
、
管
理
若

し
く
は
運
営
に
関
連
し
て
、
又
は
地
域
の
自
然
的
若
し

く
は
社
会
的
な
特
性
に
即
し
て
行
わ
れ
る
も
の
で
あ
る

こ
と
0

三

地
域
住
民
の
日
常
生
活
の
安
全
性
若
し
く
は
利
便
性

の
向
上
又
は
快
適
な
生
活
環
境
の
確
保
を
図
る
た
め
に

行
わ
れ
る
必
要
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
こ

1と
0

四

一
定
の
地
域
に
お
い
て
一
体
と
し
て
行
わ
れ
る
も
の

で
あ
る
こ
と
o

五

重
点
的
、
効
果
的
か
つ
効
率
的
に
行
わ
れ
る
も
の
で

あ
る
こ
と
。

2

前
項
の
交
付
金

(以
下

｢地
方
道
路
整
備
臨
時
交
付
金
｣

と
い
う
。)
の
総
額
は
、
当
該
年
度
の
揮
発
油
税
の
収
入
額

の
予
算
額
の
四
分
の
一
に
相
当
す
る
額
を
限
度
と
す
る
。

3

当
該
年
度
の
前
々
年
度
の
揮
発
油
税
の
収
入
額
の
予
算

額
が
、
同
年
度
の
揮
発
油
税
の
収
入
額
の
決
算
額
に
不
足

し
、
又
は
当
該
決
算
額
を
超
え
る
場
合
に
お
け
る
前
項
の

規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
中

｢予
算
額
｣
と
あ
る

の
は
、
｢予
算
額

(当
該
年
度
の
前
々
年
度
の
揮
発
油
税
の

収
入
額
の
予
算
額
が
同
年
度
の
揮
発
油
税
の
収
入
額
の
決

算
額
に
不
足
す
る
と
き
は
当
該
年
度
の
揮
発
油
税
の
収
入

額
の
予
算
額
に
当
該
不
足
額
を
加
算
し
、
当
該
年
度
の

前
々
年
度
の
揮
発
油
税
の
収
入
額
の
予
算
額
が
同
年
度
の

揮
発
油
税
の
収
入
額
の
決
算
額
を
超
え
る
と
き
は
当
該
年

度
の
揮
発
油
税
の
収
入
額
の
予
算
額
か
ら
当
該
超
え
る
額

を
控
除
し
た
額
)｣
と
す
る
。

4

地
方
公
共
団
体
は
、
地
方
道
路
整
備
臨
時
交
付
金
を
充

て
て
交
付
金
対
象
事
業
を
実
施
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、

各
年
度
ご
と
に
、
そ
の
年
度
の
当
該
交
付
金
対
象
事
業
の

実
施
に
関
す
る
計
画
を
作
成
し
、
こ
れ
を
国
土
交
通
大
臣

に
提
出
す
る
も
の
と
す
る
。

5

地
方
公
共
団
体
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
当
該
地
方
公

共
団
体
が
道
路
管
理
者

(道
路
法
第
十
八
条
第
一
項
に
規

定
す
る
道
路
管
理
者
を
い
う
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同

じ
。)
で
あ
る
道
路
以
外
の
道
路
の
交
付
金
対
象
事
業
の
実

施
に
関
す
る
計
画
を
作
成
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
あ
ら

か
じ
め
、
当
該
道
路
の
道
路
管
理
者
に
協
議
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

6

地
方
道
路
整
備
臨
時
交
付
金
は
、
第
四
項
の
規
定
に
よ

り
当
該
年
度
に
提
出
さ
れ
た
計
画
に
基
づ
き
、
地
方
公
共

団
体
ご
と
に
交
付
す
る
も
の
と
し
、
そ
の
額
は
、
第
二
項

(第
三
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
場
合
を
含

む
。)
の
規
定
に
よ
る
地
方
道
路
整
備
臨
時
交
付
金
の
限
度

額
に
配
分
割
合

(第
四
項
の
規
定
に
よ
り
当
該
地
方
公
共

団
体
か
ら
提
出
さ
れ
た
計
画
に
基
づ
く
交
付
金
対
象
事
業

の
実
施
に
要
す
る
費
用
の
額
を
同
項
の
規
定
に
よ
り
提
出

さ
れ
た
す
べ
て
の
地
方
公
共
団
体
の
計
画
に
基
づ
く
交
付

金
対
象
事
業
の
実
施
に
要
す
る
費
用
の
合
計
額
で
除
し
た

割
合
を
い
う
。)
を
乗
じ
た
額
を
基
礎
と
し
、
当
該
地
方
公

共
団
体
に
お
け
る
道
路
の
整
備
の
状
況
そ
の
他
の
事
情
を

勘
案
し
て
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
基
準
に
従
い
補
正
し

た
額
と
す
る
。
た
だ
し
、
そ
の
額
は
、
第
四
項
の
規
定
に

よ
り
当
該
地
方
公
共
団
体
か
ら
提
出
さ
れ
た
計
画
に
基
づ

く
交
付
金
対
象
事
業
の
実
施
に
要
す
る
費
用
の
額
を
超
え

る
こ
と
が
で
き
な
い
。

7

地
方
道
路
整
備
臨
時
交
付
金
を
充
て
て
実
施
す
る
交
付

金
対
象
事
業
に
要
す
る
費
用
に
つ
い
て
は
、
道
路
法
、
道

路
の
修
繕
に
関
す
る
法
律

(昭
和
二
十
三
年
法
律
第
二
百

八
十
二
号
)
そ
の
他
の
法
令
の
規
定
に
基
づ
く
国
の
負
担

又
は
補
助
は
、
当
該
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
行
わ
な
い
も

の
と
す
る
。

8

前
各
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
地
方
道
路
整
備
臨
時

交
付
金
の
交
付
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
国
土
交
通
省
令

で
定
め
る
o

(地
方
道
路
整
備
臨
時
貸
付
金
)

第
六
条

国
は
、
都
道
府
県
又
は
道
路
法
第
十
七
条
第
一
項

の
規
定
に
よ
り
一
般
国
道
の
管
理
を
行
う
指
定
都
市

(地

方
自
治
法

(昭
和
二
十
三
年
法
律
第
六
十
七
号
)
第
三
百

五
十
二
条
の
十
九
第
一
項
に
規
定
す
る
指
定
都
市
を
い

う
。)
に
対
し
、
国
土
交
通
大
臣
が
一
般
国
道
の
新
設
又
は

改
築
を
行
う
場
合
に
お
け
る
道
路
法
第
五
十
条
第
一
項

(同
法
第
十
七
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用

す
る
場
合
を
含
む
。)
の
規
定
に
基
づ
く
負
担
金
の
納
付
に

要
す
る
費
用
に
充
て
る
資
金
の
一
部
を
、
予
算
の
範
囲
内

に
お
い
て
、
無
利
子
で
貸
し
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
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2

国
は
、
地
方
公
共
団
体
に
対
し
、
次
に
掲
げ
る
事
業
に
要

お
い
て
同
じ
。)
の
額
の
減
額
を
機
構
が
行
う
こ
と
と
し
た

す
る
費
用
に
充
て
る
資
金
の
一
部
を
、
予
算
の
範
囲
内
に

場
合
に
お
け
る
機
構
法
第
十
二
条
第
一
項
第
二
号
及
び

お
い
て
、
無
利
子
で
貸
し
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

一

当
該
地
方
公
共
団
体
が
行
う
一
般
国
道
の
新
設
又
は

改
築
に
関
す
る
事
業

二

当
該
地
方
公
共
団
体
が
国
の
補
助
を
受
け
て
行
う
都

道
府
県
道
又
は
市
町
村
道
の
新
設
又
は
改
築
に
関
す
る

事
業

三

当
該
地
方
公
共
団
体
が
地
方
道
路
整
備
臨
時
交
付
金

の
交
付
を
受
け
て
行
う
交
付
金
対
象
事
業

3

前
二
項
の
規
定
に
よ
る
貸
付
金

(以
下
こ
の
条
に
お
い

て
｢地
方
道
路
整
備
臨
時
貸
付
金
｣
と
い
う
。)
の
貸
付
け

の
決
定
は
、
平
成
二
十
五
年
三
月
三
十

一
日
ま
で
に
限
り

行
う
こ
と
が
で
き
る
。

4

地
方
道
路
整
備
臨
時
貸
付
金
の
償
還
期
間
は
、
二
十
年

(五
年
以
内
の
据
置
期
間
を
含
む
。)
以
内
と
す
る
。

5

前
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
地
方
道
路
整
備
臨
時
貸

付
金
の
償
還
方
法
、
償
還
期
限
の
繰
上
げ
そ
の
他
償
還
に

関
し
必
要
な
事
項
は
、
政
令
で
定
め
る
。

(高
速
道
路
利
便
増
進
事
業
の
た
め
の
一
般
会
計
に
お
け
る

独
立
行
政
法
人
日
本
高
速
道
路
保
有
･
債
務
返
済
機
構
の

債
務
の
承
継
等
)

第
七
条

政
府
は
、
独
立
行
政
法
人
日
本
高
速
道
路
保
有
･

債
務
返
済
機
構

(以
下

｢機
構
｣
と
い
う
。)
の
債
務
の
負

担
の
軽
減
に
よ
り
、
高
速
道
路
利
便
増
進
事
業
の
た
め
に

必
要
と
な
る
高
速
道
路
貸
付
料

(機
構
法
第
十
三
条
第
一

項
第
六
号
に
規
定
す
る
貸
付
料
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
に

場
合
に
お
け
る
機
構
法
第
十
二
条
第
一
項
第
二
号
及
び
第

三
号
の
業
務
の
確
実
か
つ
円
滑
な
実
施
の
た
め
に
必
要
な

そ
の
財
政
基
盤
の
確
保
を
図
る
た
め
、
平
成
二
十

一
年
三

月
三
十
一
日
ま
で
の
間
で
国
土
交
通
大
臣
が
財
務
大
臣
と

協
議
し
て
定
め
る
日

(以
下

｢承
継
日
｣
と
い
う
。
)
に
お

い
て
、
承
継
日
に
お
け
る
次
に
掲
げ
る
機
構
の
債
務

(以

下

｢機
構
債
務
｣
と
い
う
。)
で
第
四
項
の
同
意

(第
八
項

の
変
更
の
同
意
を
含
む
。
)
を
得
た
次
項
の
計
画

(以
下

｢同
意
計
画
｣
と
い
う
。
)
に
定
め
ら
れ
た
も
の
を
、
一
般

会
計
に
お
い
て
承
継
す
る
。

一

長
期
借
入
金
に
係
る
債
務
及
び
当
該
債
務
に
係
る
利

息

(承
継
日
以
前
に
発
生
し
て
い
る
利
息
の
う
ち
、
承

継
日
以
後
に
支
払
わ
れ
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
も
の
に

限
る
。)
に
係
る
債
務

二

日
本
高
速
道
路
保
有
･
債
務
返
済
機
構
債
券
及
び
日

本
道
路
公
団
等
民
営
化
関
係
法
施
行
法

(平
成
十
六
年

法
律
第
百
二
号
)
第
十
六
条
第
二
項
に
規
定
す
る
道
路

債
券
等

(以
下
｢機
構
債
券
等
｣
と
い
う
。)
に
係
る
債

務

(承
継
日
前
に
支
払
期
が
到
来
し
た
利
息
に
係
る
も

の
を
除
く
。)

2

機
構
及
び
会
社
は
、
共
同
し
て
、
当
該
会
社
が
道
路
整

備
特
別
措
置
法

(昭
和
三
十
一
年
法
律
第
七
号
)
の
規
定

に
基
づ
き
管
理
を
行
っ
て
い
る
高
速
道
路

(当
該
高
速
道

路
に
つ
い
て
二
以
上
の
会
社
が
管
理
を
行
う
場
合
に
あ
っ

て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
そ
の
会
社
が
管
理
を
行
う
高
速
道
路
の

各
部
分
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
)
に
係
る
高
速
道

路
利
便
増
進
事
業
に
関
し
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
定
め
た

計
画
を
作
成
し
、
国
土
交
通
大
臣
に
協
議
し
、
そ
の
同
意

を
求
め
る
も
の
と
す
る
。

一

当
該
高
速
道
路
に
つ
い
て
特
に
必
要
と
認
め
ら
れ
る

高
速
道
路
利
便
増
進
事
業
に
関
す
る
事
項

二

前
号
の
高
速
道
路
利
便
増
進
事
業
の
た
め
に
必
要
と

な
る
機
構
に
よ
る
高
速
道
路
貸
付
料
の
額
の
減
額
に
関

す
る
事
項

三

機
構
が
前
号
の
高
速
道
路
貸
付
料
の
額
の
減
額
を
行

う
こ
と
と
し
た
場
合
に
お
け
る
機
構
法
第
十
二
条
第
一

項
第
二
号
及
び
第
三
号
の
業
務
の
確
実
か
つ
円
滑
な
実

施
の
た
め
、
前
項
の
措
置
に
よ
り
そ
の
負
担
の
軽
減
を

図
る
こ
と
が
必
要
と
な
る
機
構
債
務
に
関
す
る
事
項

四

計
画
期
間

五

そ
の
他
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
事
項

3

機
構
及
び
会
社
は
、
前
項
の
計
画
を
作
成
し
よ
う
と
す

る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
国
民
の
意
見
を
反
映
さ
せ
る

た
め
に
必
要
な
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

4

国
土
交
通
大
臣
は
、
第
二
項
の
計
画
が
次
に
掲
げ
る
基

準
に
適
合
す
る
と
認
め
る
場
合
に
限
り
、
こ
れ
に
同
音
斜を

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

一

当
該
計
画
の
実
施
が
当
該
高
速
道
路
の
通
行
者
及
び

利
用
者
の
利
便
の
増
進
並
び
に
機
構
法
第
十
三
条
第
一

項
第
七
号
に
規
定
す
る
徴
収
期
間
を
通
じ
た
高
速
道
路

料
金
の
額
の
合
計
額
を
減
少
さ
せ
る
こ
と
に
よ
る
当
該

高
速
道
路
の
通
行
者
及
び
利
用
者
の
負
担
の
軽
減
を
図

る
上
で
適
切
か
つ
効
果
的
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
こ
と
。
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二

当
該
計
画
の
実
施
が
当
該
高
速
道
路
を
含
む
道
路
の

交
通
の
安
全
の
確
保
と
そ
の
円
滑
化
を
図
る
上
で
適
切

か
つ
効
果
的
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
こ
と
。

三

当
該
計
画
の
実
施
に
よ
る
機
構
債
務
の
負
担
の
軽
減

が
第
二
項
第
二
号
に
規
定
す
る
高
速
道
路
貸
付
料
の
額

の
減
額
を
行
う
こ
と
と
し
た
場
合
に
お
け
る
機
構
法
第

十
三
条
第
一
項
第
二
号
及
び
第
三
号
の
業
務
の
確
実
か

つ
円
滑
な
実
施
の
た
め
に
必
要
か
つ
最
小
限
の
も
の
で

あ
る
と
認
め
ら
れ
る
こ
と
o

四

当
該
計
画
の
実
施
の
た
め
必
要
と
な
る
機
構
法
第
十

三
条
第

一
項
に
規
定
す
る
協
定
の
変
更
の
案
に
つ
い
て

機
構
及
び
当
該
会
社
が
合
意
し
て
い
る
こ
と
そ
の
他
確

実
か
つ
円
滑
に
実
施
さ
れ
る
と
見
込
ま
れ
る
も
の
で
あ

る
こ
、と
。

国
土
交
通
大
臣
は
、
前
項
の
同
意
を
し
よ
う
と
す
る
と

き
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
財
務
大
臣
に
協
議
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

機
構
及
び
会
社
は
、
第
二
項
の
計
画
に
つ
い
て
第
四
項

の
同
意
を
得
た
と
き
は
、
遅
滞
な
く
、
こ
れ
を
公
表
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

機
構
は
、
第
二
項
の
計
画
を
作
成
す
る
た
め
に
必
要
が

あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
第
一
項
第
二
号
に
掲
げ
る
債
務

に
係
る
機
構
債
券
等
の
う
ち
社
債
、
株
式
等
の
振
替
に
関

す
る
法
律

(平
成
十
三
年
法
律
第
七
十
五
号
。
以
下

｢社

債
等
振
替
法
｣
と
い
う
。)
の
規
定
の
適
用
が
あ
る
も
の
を

取
り
扱
う
こ
と
に
つ
い
て
社
債
等
振
替
法
第
十
三
条
第
一

項
の
同
意
を
与
え
た
振
替
機
関

(社
債
等
振
替
法
第
二
条

ぬUワ‘

第
二
項
に
規
定
す
る
振
替
機
関
を
い
う
。
以
下
同
じ
。)
及

び
当
該
振
替
機
関
の
下
位
機
関

(社
債
等
振
替
法
第
二
条

第
九
項
に
規
定
す
る
下
位
機
関
を
い
う
。
以
下
同
じ
。)
に

対
し
、
資
料
又
は
情
報
の
提
供
そ
の
他
必
要
な
協
力
を
求

.め
る
こ
と
が
で
き
る
。

8

機
構
及
び
会
社
は
、
第
四
項
の
同
意
を
得
た
第
二
項
の

計
画
の
変
更
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
国
土
交
通
大
臣

に
協
議
し
、
そ
の
同
意
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の

場
合
に
お
い
て
は
、
第
三
項
か
ら
前
項
ま
で
の
規
定
を
準

用
す
る
。

9

国
土
交
通
大
臣
は
、
承
継
日
を
定
め
た
と
き
は
、
こ
れ

を
公
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
を
変
更
し
た
と
き

も
、
同
様
と
す
る
。

(政
府
が
承
継
し
た
機
構
債
券
等
に
係
る
国
債
に
関
す
る
法

律
の
適
用
等
)

第
八
条

前
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
政
府
が
承
継
し
た
同

項
第
二
号
に
掲
げ
る
債
務
に
係
る
機
構
債
券
等
に
つ
い
て

は
、
国
債
に
関
す
る
法
律

(明
治
三
十
九
年
法
律
第
三
十

四
号
。
第
六
条
及
び
第
八
条
を
除
く
。)、
社
債
等
振
替
法
、

特
別
会
計
に
関
す
る
法
律

(平
成
十
九
年
法
律
第
二
十
三

号
)
そ
の
他
の
法
令
中
国
債
に
関
す
る
規
定
を
適
用
し
、

次
の
各
号
に
掲
げ
る
機
構
債
券
等
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ

ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
法
律
の
規
定
は
、
適
用
し
な
い
。

一

日
本
高
速
道
路
保
有
･
債
務
返
済
機
構
債
券

機
構

法
第
二
十
二
条

(第
四
項
及
び
第
五
項
を
除
く
。)

二

日
本
道
路
公
団
等
民
営
化
関
係
法
施
行
法
第
十
六
条

第
二
項
に
規
定
す
る
道
路
債
券
等

同
条
第
一
項

2

機
構
は
、
前
条
第
四
項
の
同
意

(同
条
第
八
項
の
変
更

の
同
意
を
含
む
。)
を
得
た
と
き
は
、
直
ち
に
、
当
該
同
意

計
画
に
定
め
ら
れ
た
同
条
第
二
項
第
三
号
に
規
定
す
る
機

構
債
務
に
係
る
機
構
債
券
等
の
う
ち
社
債
等
振
替
法
の
規

定
の
適
用
が
あ
る
も
の

(以
下
こ
の
条
に
お
い
て

｢振
替

機
構
債
券
等
｣
と
い
う
。)
を
取
り
扱
う
こ
と
に
つ
い
て
社

債
等
振
替
法
第
十
三
条
第
一
項
の
同
意
を
与
え
た
振
替
機

関

(以
下
こ
の
条
に
お
い
て

｢同
意
振
替
機
関
｣
と
い
う
。
)

に
対
し
、
振
替
機
構
債
券
等
の
種
類
及
び
当
該
種
類
ご
と

の
金
額
そ
の
他
振
替
機
構
債
券
等
に
関
し
国
土
交
通
省
令

で
定
め
る
事
項

(次
項
に
お
い
て
｢振
替
機
構
債
券
等
の

種
類
等
｣
と
い
う
。)
を
通
知
す
る
と
と
も
に
、
社
債
等
振

替
法
第
二
条
第
五
項
に
規
定
す
る
振
替
機
関
等

(以
下
こ

の
条
に
お
い
て
単
に

｢振
替
機
関
等
｣
と
い
う
。
)
が
振
替

機
構
債
券
等
の
振
替
を
行
う
た
め
の
口
座
を
開
設
し
た
者

(以
下
こ
の
条
に
お
い
て

｢特
定
加
入
者
｣
と
い
う
。
)
の

氏
名
又
は
名
称
そ
の
他
前
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
振
替

機
構
債
券
等
に
係
る
機
構
債
務
の
承
継
の
た
め
に
必
要
な

も
の
と
し
て
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
事
項

(以
下
こ
の

条
に
お
い
て

｢特
定
加
入
者
の
氏
名
等
｣
と
い
う
。
)
に
つ

い
て
報
告
を
求
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

3

前
項
の
通
知
を
受
け
た
同
意
振
替
機
関
は
、
直
ち
に
、

そ
の
直
近
下
位
機
関

(社
債
等
振
替
法
第
二
条
第
八
項
に

規
定
す
る
直
近
下
位
機
関
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
に
お
い

て
同
じ
。)
に
対
し
、
振
替
機
構
債
券
等
の
種
類
等
を
通
知

す
る
と
と
も
に
、
特
定
加
入
者
の
氏
名
等
に
つ
い
て
報
告

を
求
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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前
項
の
規
定
は
、
同
項

(こ
の
項
に
お
い
て
準
用
す
る

事
項
を
財
務
大
臣
及
び
国
土
交
通
大
臣
に
通
知
す
る
も
の

場
合
を
含
む
。)
の
通
知
が
あ
っ
た
場
合
に
お
け
る
当
該
通

と
す
る
。

知
を
受
け
た
口
座
管
理
機
関

(社
債
等
振
替
法
第
二
条
第

四
項
に
規
定
す
る
口
座
管
理
機
関
を
い
う
。
以
下
こ
の
条

に
お
い
て
同
じ
。)
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

5

第
二
項
又
は
第
三
項

(前
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合

を
含
む
。)
の
規
定
に
よ
る
報
告
を
求
め
ら
れ
た
同
意
振
替

機
関
、
直
近
下
位
機
関
及
び
口
座
管
理
機
関
は
、
速
や
か

に
、
当
該
報
告
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
報
告
を

し
た
特
定
加
入
者
の
氏
名
等
に
変
更
が
あ
っ
た
と
き
も
、

同
様
と
す
る
。

6

機
構
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
報
告
を
受
け
た
と
き
は
、

速
や
か
に
、
特
定
加
入
者
に
対
し
、
承
継
日
の
二
十
日
前

ま
で
に
機
構
に
対
し
振
替
機
関
等
に
よ
り
当
該
特
定
加
入

者
の
た
め
に
開
設
さ
れ
た
振
替
機
構
債
券
等
の
承
継
日
以

後
に
お
け
る
振
替
を
行
う
た
め
の
口
座

(当
該
口
座
の
必

要
が
な
い
と
き
は
、
そ
の
旨
)
を
通
知
す
べ
き
旨
を
通
知

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

7

振
替
機
構
債
券
等
に
つ
い
て
は
、
承
継
日
の
一
月
前
の

日
か
ら
承
継
日
ま
で
の
間
、
社
債
等
振
替
法
第
百
二
十
条

に
お
い
て
準
用
す
る
社
債
等
振
替
法
第
七
十
条
第
一
項
又

は
第
七
十
一
条
第
一
項
の
振
替
又
は
抹
消
の
申
請

(相
続
、

遺
贈
、
合
併
そ
の
他
こ
れ
ら
に
準
ず
る
事
由
に
よ
る
振
替

又
は
抹
消
の
申
請
を
除
く
。)
そ
の
他
社
債
等
振
替
法
又
は

社
債
等
振
替
法
に
基
づ
く
政
令
の
規
定
に
よ
る
申
請
で
あ

っ
て
政
令
で
定
め
る
も
の
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

8

機
構
は
、
承
継
日
の
二
十
日
前
ま
で
に
、
次
に
掲
げ
る

と
す
る
。

一

振
替
機
構
債
券
等
の
名
称

二

特
定
加
入
者
の
氏
名
又
は
名
称

三

特
定
加
入
者
ご
と
の
振
替
機
構
債
券
等

(当
該
特
定

加
入
者
が
質
権
者
で
あ
る
場
合
に
お
け
る
そ
の
質
権
の

目
的
で
あ
る
振
替
機
構
債
券
等
を
除
く
。)
の
金
額

四

特
定
加
入
者
が
質
権
者
で
あ
る
と
き
は
、
そ
の
旨
及

び
質
権
の
目
的
で
あ
る
振
替
機
構
債
券
等
の
金
額

五

特
定
加
入
者
が
信
託
の
受
託
者
で
あ
る
と
き
は
、
そ

の
旨
並
び
に
第
三
号
及
び
前
号
の
金
額
の
う
ち
信
託
財

産
で
あ
る
も
の
の
金
額

六

特
定
加
入
者
か
ら
通
知
を
受
け
た
第
六
項
の
口
座

(当
該
通
知
が
な
い
と
き
は
、
特
定
加
入
者
か
ら
同
項
の

口
座
の
必
要
が
な
い
旨
の
通
知
を
受
け
た
場
合
を
除
き
、

機
構
が
次
項
に
規
定
す
る
振
替
機
関
又
は
当
該
振
替
機

関
の
下
位
機
関
か
ら
特
定
加
入
者
の
た
め
に
開
設
を
受

け
た
振
替
機
構
債
券
等
の
承
継
日
以
後
に
お
け
る
振
替

を
行
う
た
め
の
口
座
)

七

そ
の
他
前
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
振
替
機
構
債
券

等
に
係
る
機
構
債
務
の
承
継
の
た
め
に
必
要
な
事
項

9

財
務
大
臣
は
、
前
項
の
通
知
を
受
け
た
と
き
は
、
承
継

日
の
二
週
間
前
ま
で
に
、
国
が
社
債
等
振
替
法
第
十
三
条

第
一
項
の
同
意
を
与
え
た
振
替
機
関
に
対
し
、
次
に
掲
げ

る
事
項
を
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
前
項
第
二
号
か
ら
第
六
号
ま
で
に
掲
げ
る
事
項

二

振
替
機
構
債
券
等
の
承
継
日
以
後
に
お
け
る
名
称
及
び

記
号

三

そ
の
他
振
替
機
構
債
券
等
の
承
継
日
以
後
に
お
け
る

振
替
の
た
め
に
必
要
な
事
項

噂

前
項
の
通
知
を
受
け
た
振
替
機
関
は
、
承
継
日
ま
で
に
、

当
該
通
知
に
係
る
振
替
機
構
債
券
等
に
つ
い
て
、
次
に
掲

げ
る
措
置
を
執
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

当
該
振
替
機
関
が
第
八
項
第
六
号
の
口
座
を
開
設
し

た
も
の
で
あ
る
場
合
に
は
、
次
に
掲
げ
る
措
置

イ

当
該
口
座
の
第
八
項
第
三
号
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載

し
、
又
は
記
録
す
る
欄
に
お
け
る
当
該
口
座
の
特
定

加
入
者
に
係
る
同
号
の
金
額
の
増
額
の
記
載
又
は
記

録
口

当
該
口
座
の
第
八
項
第
四
号
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載

し
、
又
は
記
録
す
る
欄
に
お
け
る
当
該
口
座
の
特
定

加
入
者
に
係
る
同
号
の
金
額
の
増
額
の
記
載
又
は
記

録
ハ

当
該
口
座
の
第
八
項
第
五
号
の
信
託
財
産
で
あ
る
も

の
の
金
額
の
増
額
の
記
載
又
は
記
録

ニ

当
該
口
座
の
特
定
加
入
者
に
対
す
る
第
八
項
第
六

号
に
掲
げ
る
口
座
に
関
す
る
事
項
及
び
イ
か
ら
ハ
ま

で
の
記
載
又
は
記
録
に
関
す
る
事
項
の
通
知

二

当
該
振
替
機
関
が
第
八
項
第
六
号
の
口
座
を
開
設
し

た
も
の
で
な
い
場
合
に
は
、
次
に
掲
げ
る
措
置

イ

そ
の
直
近
下
位
機
関
で
あ
っ
て
特
定
加
入
者
の
上

位
機
関

(社
債
等
振
替
法
第
二
条
第
七
項
に
規
定
す

る
上
位
機
関
を
い
う
。)
で
あ
る
も
の
の
口
座

(当
該

口
座
管
理
機
関
又
は
そ
の
下
位
機
関
の
特
定
加
入
者



が
振
替
機
構
債
券
等
に
つ
い
て
の
権
利
を
有
す
る
も

畝

前
各
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
前
条
第
一
項
の
規
定

の
を
記
載
し
、
又
は
記
録
す
る
口
座
に
限
る
。)
に
お

に
よ
る
債
務
の
承
継
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
政
令
で
定

け
る
特
定
加
入
者
に
係
る
第
八
項
第
三
号
の
金
額
及

め
る
。

び
同
項
第
四
号
の
金
額
の
合
計
額
の
増
額
の
記
載
又

は
記
録

付

リ

ロ

イ
の
直
近
下
位
機
関
に
対
す
る
前
項
第
百
万
及
び

第
三
号
に
掲
げ
る
事
項
の
通
知

=

前
項
の
規
定
は
、
同
項
第
二
号
口

(こ
の
頃
に
お
い
て

準
用
す
る
場
合
を
含
む
。)
の
通
知
が
あ
っ
た
場
合
に
お
け

る
当
該
通
知
を
受
け
た
口
座
管
理
機
関
に
つ
い
て
準
用
す

る
。

蛇

承
継
日
以
後
に
お
け
る
社
債
等
振
替
法
の
国
債
に
関
す

る
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
振
替
機
構
債
券
等
は
社
債

等
振
替
法
第
九
十
一
条
第
三
項
第
二
号
二
に
掲
げ
る
振
替

国
債
と
、
第
十
項

(前
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含

む
。)
の
規
定
に
よ
る
記
載
又
は
記
録
は
当
該
振
替
国
債
に

つ
い
て
の
社
債
等
振
替
法
第
九
十
二
条
第
二
項

(同
条
第

三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
)
の
規
定
に
よ
る

記
載
又
は
記
録
と
み
な
す
。

13

振
替
機
関
等
は
、
承
継
日
に
、
当
該
振
替
機
関
等
が
備

え
る
振
替
口
座
簿

(社
債
等
振
替
法
第
十
二
条
第
三
項
又

は
第
四
十
五
条
第
二
項
に
規
定
す
る
振
替
口
座
簿
を
い

う
。)
中
の
振
替
機
構
債
券
等
に
つ
い
て
の
記
載
又
は
記
録

が
さ
れ
て
い
る
口
座
に
お
い
て
、
当
該
振
替
機
構
債
券
等

に
つ
い
て
の
記
載
又
は
記
録

(第
十
項

(第
十

一
項
に
お

い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。)
の
規
定
に
よ
る
記
載
又
は

記
録
を
除
く
。)
の
全
部
を
抹
消
す
る
も
の
と
す
る
。

附

則

1

･
2

略

3

同
意
計
画
に
定
め
ら
れ
た
第
七
条
第
二
頃
第
三
号
に
規

定
す
る
機
構
債
務
に
係
る
機
構
債
券
等
の
う
ち
、
承
継
日

に
お
い
て
現
に
証
券
決
済
制
度
等
の
改
革
に
よ
る
証
券
市

場
の
整
備
の
た
め
の
関
係
法
律
の
整
備
等
に
関
す
る
法
律

(平
成
十
四
年
法
律
第
六
十
五
号
)
附
則
第
三
条
の
規
定
に

よ
り
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
こ
と
と
さ
れ
る
同
法
第
三

条
の
規
定
に
よ
る
廃
止
前
の
社
債
等
登
録
法

(昭
和
十
七

年
法
律
第
十
一
号
)
の
規
定
に
よ
る
登
録
を
受
け
て
い
る

も
の
に
つ
い
て
は
、
承
継
日
に
、
当
該
登
録
を
行
っ
て
い

る
登
録
機
関
は
、
当
該
登
録
の
抹
消
を
行
う
と
と
も
に
、

当
該
登
録
を
受
け
て
い
る
事
項
を
日
本
銀
行
に
通
知
す
る

も
の
と
す
る
。

4

日
本
銀
行
は
、
前
項
の
通
知
を
受
け
た
と
き
は
、
当
該

通
知
を
受
け
た
事
項
の
登
録
を
行
う
も
の
と
す
る
。

5

前
項
の
規
定
に
よ
る
登
録
は
、
国
債
に
関
す
る
法
律
の

規
定
に
よ
る
登
録
と
み
な
す
。

6

附
則
第
三
項
に
規
定
す
る
機
構
債
券
等
に
つ
い
て
は
、

承
継
日
以
後
二
週
間
、
国
債
の
登
録

(相
続
、
遺
贈
、
合

併
そ
の
他
こ
れ
ら
に
準
ず
る
事
由
に
よ
る
移
転
の
登
録
を

除
く
。
)
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
国
債
の
登
録
の

除
却
に
つ
い
て
も
、
同
様
と
す
る
。
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遭
睡
の
管
理
に
関
す
る
嚢
贓
賞
彊
に
つ
い
て

六
月
、
新
人
研
修
に
行
っ
て
い
た
サ
ト
シ
は
、
路
政
課
に
帰
っ
て
き
ま
し

た
。
今
日
も
サ
ト
シ
は
、
ユ
ウ
ス
ケ
先
輩
の
下
で
道
路
法
の
勉
強
に
励
ん
で

い
ま
す
。

ユ
ウ
ス
ケ

サ
ト
シ
君
、
路
政
課
の
雰
囲
気
に
も
そ
ろ
そ
ろ
慣
れ
て
き
た
か

　
　　
　

サ
ト
シ

は
い
。
路
政
課
の
あ
る
種
独
特
な
雰
囲
気
や
、
厳
し
い
先
輩
方
に

も
段
々
慣
れ
て
き
た
と
思
い
ま
す
。
た
ま
に
怒
ら
れ
す
ぎ
て
落
ち
込
み
ま

す
が
!
。
あ
と
、
毎
日
省
内
を
駆
け
ず
り
回
っ
て
る
の
で
、
コ
ン
デ
ィ
シ

ョ
ン
が
か
な
り
上
が
っ
て
き
ま
し
た
。
や
っ
ぱ
り
走
り
込
み
は
重
要
で
す

ね
!

ユ
ウ
ス
ケ

ハ
ハ
ハ
。
そ
れ
は
よ
か
っ
た
。
恐
ら
く
も
う
二
糖
ほ
ど
絞
れ
ば
、

ベ
ス
ト
な
体
重
に
持
っ
て
い
け
る
は
ず
だ
。
あ
、
怒
ら
れ
た
時
は
気
に
し

な
い
こ
と
が
一
番
だ
よ
。
最
初
は
大
変
だ
け
ど
、
直
に
慣
れ
る
か
ら
さ
。

さ
て
、
道
路
法
の
知
識
も
少
し
づ
つ
身
に
付
い
て
き
た
か
な
?

サ
ト
シ

ユ
ウ
ス
ケ
先
輩
の
ご
指
導
の
お
か
げ
で
、
徐
々
に
道
路
法
に
も
慣

れ
て
き
た
と
思
い
ま
す
。
た
だ
、
ま
だ
ま
だ
理
解
が
足
り
な
い
部
分
が
多

い
の
で
、
日
々
努
力
す
る
必
要
が
あ
る
と
痛
感
し
て
い
ま
す
。

ユ
ウ
ス
ケ

そ
の
心
意
気
を
忘
れ
な
い
こ
と
だ
ね
。
君
に
も
早
く

一
人
前
に

な
っ
て
も
ら
い
た
い
か
ら
ね
。
道
路
法
の
中
で
、
ど
こ
か
、
難
し
い
と
感

じ
て
い
る
所
は
あ
る
か
な
?

サ
ト
シ

そ
う
で
す
ね
、
道
路
の
管
理
に
関
す
る
費
用
負
担
の
と
こ
ろ
が
難

し
い
よ
う
に
感
じ
ま
す
。

ユ
ウ
ス
ケ

な
る
ほ
ど
。
費
用
負
担
は
一
見
取
っ
つ
き
に
く
い
か
ら
ね
。
道

路
管
理
の
費
用
負
担
は
、
原
則
的
に
ど
う
定
め
ら
れ
て
い
る
か
知
っ
て
る

か
な
?

サ
ト
シ

道
路
の
管
理
に
要
す
る
費
用
の
負
担
者
は
、
当
該
道
路
の
管
理
者

に
な
る
と
い
う
の
が
原
則
で
、
道
路
法
第
四
十
九
条
に
規
定
さ
れ
て
い
ま

道
路
局
路
政
課



す
。

ユ
ウ
ス
ケ

そ
の
通
り
だ
ね
。
で
、
そ
の
原
則
に
は
た
く
さ
ん
の
例
外
が
あ

る
け
ど
、
ど
ん
な
も
の
が
あ
る
か
な
?

サ
ト
シ

そ
も
そ
も
、
道
路
法
に
も
例
外
が
規
定
さ
れ
て
い
て
、
第
四
十
九

条
の
次
の
第
五
十
条
第

一
項
で
規
定
さ
れ
て
い
る
国
道
の
管
理
に
関
す
る

費
用
負
担
が
挙
げ
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。

ユ
ウ
ス
ケ

そ
う
だ
ね
。
第
五
十
条
第
一
項
で
は
、
国
土
交
通
大
臣
が
国
道

の
新
設
又
は
改
築
を
行
う
場
合
、当
該
新
設
又
は
改
築
に
要
す
る
費
用
は
、

国
が
三
分
の
二
、都
道
府
県
が
三
分
の
一
を
負
担
す
る
と
さ
れ
て
い
る
ね
。

ま
た
、
同
項
で
は
、
都
道
府
県
が
国
道
の
新
設
又
は
改
築
を
行
う
場
合
に

お
い
て
は
、
国
及
び
当
該
都
道
府
県
が
、
そ
れ
ぞ
れ
二
分
の
一
ず
つ
費
用

を
負
担
す
る
、
と
い
う
こ
と
も
規
定
し
て
い
る
よ
。
た
だ
し
、
道
路
法
第

五
十
条
第

一
項
の
規
定
は
現
実
に
用
い
ら
れ
る
こ
と
は
少
な
い
ん
だ
。
な

ぜ
だ
か
分
か
る
か
い
?

サ
ト
シ

え

ー
と
･･･o

ユ
ウ
ス
ケ

生
ぬ
る
い
!

こ
ん
な
こ
と
ぐ
ら
い
即
答
で
き
な
い
と
、
課
長

に
詰
め
ら
れ
た
ら
五
時
間
じ
ゃ
済
ま
な
い
よ
!

い
い
か
い
、
一
般
国
道

の
改
築
に
つ
い
て
は
、
各
種
法
律
で
、
道
路
法
第
五
十
条
第
一
項
の
規
定

す
る
国
の
負
担
割
合
の
特
例
を
設
け
て
い
る
も
の
が
あ
る
ん
だ
。例
え
ば
、

道
路
整
備
事
業
に
係
る
国
の
財
政
上
の
特
別
措
置
に
関
す
る
法
律
及
び
同

法
施
行
令
で
は
、
高
規
格
幹
線
道
路
の
国
の
負
担
割
合
が
一
〇
分
の
七
と

か
さ
上
げ
さ
れ
て
い
て
、
負
担
割
合
を
三
分
の
二
と
す
る
道
路
法
五
十
条

第

一
項
よ
り
も
高
い
負
担
割
合
が
定
め
ら
れ
て
い
る
ん
だ
。

サ
ト
シ

大
変
勉
強
に
な
り
ま
す
。

ユ
ウ
ス
ケ

ち
ゃ
ん
と
覚
え
て
お
か
な
き
や
だ
め
だ
よ
。
と
こ
ろ
で
、
国
道

の
維
持
、
修
繕
そ
の
他
の
管
理
に
要
す
る
費
用
の
負
担
割
合
は
ど
う
な
っ

て
い
る
ん
だ

っ
け
?

サ
ト
シ

は
い
、
指
定
区
間
内
の
国
道
に
つ
い
て
は
国
が
一
〇
分
の
五
･
五

を
、
都
道
府
県
が
一
〇
分
の
四
･
五
を
負
担
し
、
指
定
区
間
外
に
つ
い
て

は
全
額
都
道
府
県
の
負
担
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
な
お
、
こ
れ
ら
は
、
五
十

条
第
二
項
で
規
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
質
問
な
の
で
す
が
、
や
は
り
、
国
道

の
維
持
、
修
繕
そ
の
他
の
管
理
の
費
用
の
負
担
割
合
も
、
他
の
法
令
に
よ

っ
て
、
異
な
る
負
担
割
合
が
定
め
ら
れ
て
い
る
場
合
が
あ
る
の
で
し
ょ
う

か
?

ユ
ウ
ス
ケ

い
い
質
問
だ
ね
。
国
道
の
維
持
等
の
費
用
の
負
担
割
合
に
つ
い

て
も
、
道
路
の
修
繕
に
関
す
る
法
律
に
よ
る
特
例
な
ど
、
い
く
つ
か
の
特

例
が
存
在
し
て
い
る
よ
。
注
意
が
必
要
だ
ね
。
と
こ
ろ
で
、
道
路
に
関
す

る
費
用
の
補
助
は
ど
う
な
っ
て
た
ん
だ
っ
け
?

サ
ト
シ

道
路
に
関
す
る
費
用
の
補
助
で
す
か
･･･、
分
か
ら
な
い
で
す
!
。

ユ
ウ
ス
ケ

分
か
ら
な
い
だ
と
!

片
腹
痛
い
わ
!

よ
し
、
腕
立
て
伏
せ

一
〇
回
追
加
だ
な
。
い
い
か
い
、
道
路
法
第
五
十
六
条
に
は
、
道
路
に
関

す
る
費
用
の
補
助
に
つ
い
て
の
規
定
が
あ
っ
て
、
国
土
交
通
大
臣
の
指
定

す
る
主
要
な
都
道
府
県
道
若
し
く
は
市
道
を
整
備
す
る
た
め
に
必
要
が
あ

る
場
合
、
道
路
法
第
七
十
七
条
の
規
定
に
よ
る
道
路
に
関
す
る
調
査
を
行

う
た
め
に
必
要
が
あ
る
場
合
又
は
資
源
の
開
発
、
産
業
の
振
興
、
観
光
そ

の
他
国
の
施
策
上
特
に
道
路
を
整
備
す
る
必
要
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
場

合
に
お
い
て
は
、
国
が
、
道
路
管
理
者
に
対
し
て
、
管
理
費
用
を
補
助
す

る
こ
と
が
で
き
る
と
さ
れ
て
い
る
ん
だ
。
こ
の
場
合
の
補
助
率
は
い
く
ら



か
知
っ
て
る
?

サ
ト
シ

二
割
人
分
九
厘
で
す
。

ユ
ウ
ス
ケ

は
“

全
然
違
う
よ
?

サ
ト
シ

あ
、
今
の
は
昨
日
ま
で
の
イ
チ
ロ
ー
の
打
率
で
し
た
。

ユ
ウ
ス
ケ

ス
ク
ワ
ッ
ト
し
て
て
。
補
助
率
は
、
道
路
の
新
設
又
は
改
築
の

場
合
は
二
分
の
一
、
調
査
の
場
合
は
三
分
の
一
、
修
繕
の
場
合
は
二
分
の

一
と
さ
れ
て
い
る
ん
だ
。
あ
と
費
用
負
担
で
他
に
重
要
な
論
点
と
し
て
、

原
因
者
負
担
金
の
制
度
が
あ
る
け
ど
、
こ
れ
は
ど
う
い
う
も
の
だ
っ
た
か

　
　
　
　

サ
ト
シ

原
因
者
負
担
金
の
制
度
は
、
第
三
者
が
道
路
に
関
す
る
工
事
の
施

行
又
は
維
持
の
必
要
を
生
じ
さ
せ
た
場
合
に
は
、
そ
の
費
用
の
全
部
又
は

一
部
を
第
三
者
に
負
担
さ
せ
る
と
い
う
も
の
で
す
。
費
用
負
担
の
額
は
、

道
路
に
関
す
る
工
事
等
の
必
要
を
生
じ
た
限
度
に
お
い
て
と
い
う
こ
と
に

な
り
ま
す
。

ユ
ウ
ス
ケ

そ
の
通
り
だ
。
条
文
ち
ゃ
ん
と
読
ん
で
お
け
よ
。
絶
対
だ
か
ら

な
。
読
ま
な
か
っ
た
ら
、
あ
と
で
お
仕
置
き
し
て
や
る
!

サ
ト
シ

了
解
し
ま
し
た
。

ユ
ウ
ス
ケ

よ
し
。
他
に
聞
き
た
い
こ
と
は
あ
る
か
な
?

,

サ
ト
シ

最
後
に
、
道
路
法
第
六
十
五
条
に
定
め
ら
れ
て
い
る
、
義
務
履
行

の
た
め
に
要
す
る
費
用
に
つ
い
て
教
え
て
頂
き
た
い
で
す
。

ユ
ウ
ス
ケ

道
路
法
の
規
定
に
よ
る
義
務
、
道
路
法
に
基
づ
く
政
省
令
若
し

く
は
条
例
の
規
定
に
よ
る
義
務
又
は
こ
れ
ら
の
規
定
に
基
づ
く
道
路
管
理

者
の
処
分
に
よ
っ
て
命
ぜ
ら
れ
た
義
務
を
履
行
す
る
た
め
に
要
す
る
費
用

は
、
そ
の
義
務
を
課
せ
ら
れ
た
者
が
負
担
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
い

う
の
が
原
則
だ
よ
。
こ
こ
で
原
則
と
し
て
い
る
の
は
、
道
路
法
に
特
別
の

規
定
が
あ
る
場
合
は
こ
の
限
り
で
は
な
い
か
ら
な
ん
だ
。
費
用
と
関
連
の

あ
る
義
務
と
し
て
代
表
的
な
も
の
に
は
、
道
路
法
第
四
十
条
第
一
項
の
道

路
占
有
者
の
原
状
回
復
義
務
や
、
同
法
第
二
十
二
条
第
一
項
の
工
事
施
行

命
令
を
受
け
た
工
事
原
因
者
の
義
務
が
あ
る
よ
。
ま
た
、
こ
の
法
律
の
特

別
の
規
定
と
し
て
は
第
六
十
条
が
こ
れ
に
あ
た
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
ん

だ
。
他
の
義
務
や
特
例
に
つ
い
て
も
、
し
っ
か
り
勉
強
し
て
お
く
ん
だ
よ
。

サ
ト
シ

は

い
-
･

ユ
ウ
ス
ケ
先
輩
、
今
日
は
色
々
と
教
え
て
頂
い
て
、
大

変
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ユ
ウ
ス
ケ

今
日
言
っ
た
こ
と
を
忘
れ
な
い
よ
う
に
ね
。
そ
し
て
、
色
々
な

解
説
書
や
道
路
行
政
セ
ミ
ナ
ー
の
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
を
し
っ
か
り
と
読
ん

で
、
日
々
鍛
錬
を
怠
ら
な
い
よ
う
に
す
る
と
い
い
と
思
う
よ
。
あ
、
次
に

行
く
研
修
で
知
識
が
抜
け
な
い
よ
う
に
、
テ
キ
ス
ト
を
持
っ
て
い
く
の
を

忘
れ
な
い
よ
う
に
ね
。

サ
ト
シ

は
い
。
了
解
し
ま
し
た
。
ま
た
今
度
わ
か
ら
な
い
こ
と
が
あ
っ
た

ら
、
ご
指
導
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。



道
路
法(原

状
回
復
)

第
四
十
条

道
路
占
用
者
は
、
道
路
の
占
用
の
期
間
が
満
了
し
た
場
合
又
は
道
路
の
占
用

を
廃
止
し
た
場
合
に
お
い
て
は
、
道
路
の
占
用
を
し
て
い
る
工
作
物
、
物
件
又
は
施
設

(以
下
こ
れ
ら
を

｢占
用
物
件
｣
と
い
う
。)
を
除
却
し
、
道
路
を
原
状
に
回
復
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
但
し
、
原
状
に
回
復
す
る
こ
と
が
不
適
当
な
場
合
に
お
い
て
は
、
こ

の
限
り
で
な
い
。

(道
路
の
管
理
に
関
す
る
費
用
負
担
の
原
則
)

第
四
十
九
条

道
路
の
管
理
に
関
す
る
費
用
は
、
こ
の
法
律
及
び
公
共
土
木
施
設
災
害
復

旧
事
業
費
国
庫
負
担
法
並
び
に
他
の
法
律
に
特
別
の
規
定
が
あ
る
場
合
を
除
く
ほ
か
、

当
該
道
路
の
道
路
管
理
者
の
負
担
と
す
る
。

(国
道
の
管
理
に
関
す
る
費
用
)

第
五
十
条

国
道
の
新
設
又
は
改
築
に
要
す
る
費
用
は
、
国
土
交
通
大
臣
が
当
該
新
設
又

は
改
築
を
行
う
場
合
に
お
い
て
は
国
が
そ
の
三
分
の
二
を
、
都
道
府
県
が
そ
の
三
分
の

一
を
負
担
し
、
都
道
府
県
が
当
該
新
設
又
は
改
築
を
行
う
場
合
に
お
い
て
は
国
及
び
当

該
都
道
府
県
が
そ
れ
ぞ
れ
そ
の
二
分
の
一
を
負
担
す
る
も
の
と
す
る
。

2

国
道
の
維
持
、
修
繕
そ
の
他
の
管
理
に
要
す
る
費
用
は
、
指
定
区
間
内
の
国
道
に
係

る
も
の
に
あ
っ
て
は
国
が
そ
の
十
分
の
五
･
五
を
、
都
道
府
県
が
そ
の
十
分
の
四
･
五

を
負
担
し
、
指
定
区
間
外
の
国
道
に
係
る
も
の
に
あ
っ
て
は
都
道
府
県
の
負
担
と
す
る
。

た
だ
し
、
第
十
三
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
区
間
内
の
国
道
の
維
持
、
修
繕
及
び

災
害
復
旧
以
外
の
管
理
に
要
す
る
費
用
は
、
当
該
都
道
府
県
又
は
指
定
市
の
負
担
と
す

る
o

3

第
一
項
の
場
合
に
お
い
て
、
国
道
の
新
設
又
は
改
築
に
因
っ
て
他
の
都
道
府
県
も
著

し
く
利
益
を
受
け
る
と
き
は
、
国
土
交
通
大
臣
は
、
政
令
で
定
め
る
基
準
に
よ
り
、
そ

の
利
益
を
受
け
る
限
度
に
お
い
て
、
当
該
国
道
の
所
在
す
る
都
道
府
県
の
負
担
す
べ
き

負
担
金
の
一
部
を
著
し
く
利
益
を
受
け
る
他
の
都
道
府
県
に
分
担
さ
せ
る
こ
と
が
で
き

る
。

4

前
項
の
規
定
に
よ
り
国
土
交
通
大
臣
が
著
し
く
利
益
を
受
け
る
他
の
都
道
府
県
に
国

道
の
所
在
す
る
都
道
府
県
の
負
担
す
べ
き
負
担
金
の
一
部
を
分
担
さ
せ
よ
う
と
す
る
場

合
に
お
い
て
は
、
国
土
交
通
大
臣
は
、
関
係
都
道
府
県
の
意
見
を
聞
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

(道
路
に
関
す
る
費
用
の
補
助
)

第
五
十
六
条

国
は
、
国
土
交
通
大
臣
の
指
定
す
る
主
要
な
都
道
府
県
道
若
し
く
は
市
道

を
整
備
す
る
た
め
に
必
要
が
あ
る
場
合
、
第
七
十
七
条
の
規
定
に
よ
る
道
路
に
関
す
る

調
査
を
行
う
た
め
に
必
要
が
あ
る
場
合
又
は
資
源
の
開
発
、
産
業
の
振
興
、
観
光
そ
の

他
国
の
施
策
上
特
に
道
路
を
整
備
す
る
必
要
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
お
い
て

は
、
予
算
の
範
囲
内
に
お
い
て
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
当
該
道
路
の
新
設

又
は
改
築
に
要
す
る
費
用
に
つ
い
て
は
そ
の
二
分
の
一
以
内
を
、
道
路
に
関
す
る
調
査

に
要
す
る
費
用
に
つ
い
て
は
そ
の
三
分
の
一
以
内
を
、
指
定
区
間
外
の
国
道
の
修
繕
に

要
す
る
費
用
に
つ
い
て
は
そ
の
二
分
の
一
以
内
を
道
路
管
理
者
に
対
し
て
、
補
助
す
る

こ
と
が
で
き
る
。

(義
務
履
行
の
た
め
に
要
す
る
費
用
)

第
六
十
五
条

こ
の
法
律
、
こ
の
法
律
に
基
く
命
令
若
し
く
は
条
例
又
は
こ
れ
ら
に
よ
っ

て
す
る
処
分
に
よ
る
義
務
を
履
行
す
る
た
め
に
必
要
な
費
用
は
、
こ
の
法
律
に
特
別
の

規
定
が
あ
る
場
合
を
除
く
外
、
当
該
義
務
者
が
負
担
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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〔
一
審
判
決
〕
平
成
一
七
年
二

月
一
六
日

名
古
屋
地
裁

請
求
棄
却

(原
告
控
訴
)

〔二
審
判
決
〕
平
成
一
八
年

五
月
二
五
日

名
古
屋
高
裁

控
訴
棄
却

(原
告
上
告
)

〔上
告
審
決
定
〕
平
成
一
八
年
一
一
月

一
四
日

最

高

裁

上
告
棄
却

(確
定
)

は
じ
め
に

道
路
附
属
物
と
し
て
設
置
さ
れ
る
駒
止

(道
路
法
二
条
二
項
一
号
)
の
形

状
、
設
置
場
所
等
は
必
ず
し
も
一
様
で
は
な
く
、
個
別
具
体
的
な
状
況
に
応

じ
て
そ
の
設
置
態
様
は
様
々
で
あ
る
。

今
回
は
、
駒
止
に
つ
い
て
の
設
置

･
管
理
瑕
疵
が
争
わ
れ
た
事
例
を
と
り

あ
げ
、
駒
止
に
係
る

｢通
常
有
す
べ
き
安
全
性
｣
(｢国
家
賠
償
法
二
条
一

項
の
営
造
物
の
設
置
又
は
管
理
の
瑕
疵
と
は
、
営
造
物
が
通
常
有
す
べ
き
安

全
性
を
欠
い
て
い
る
こ
と
を
い
｣
う
。
『高
知
落
石
訴
訟
』
最
判
昭
和
四
五

年
八
月
二
〇
日
民
集
二
四
巻
九
号
三
一六
八
頁
)
に
つ
い
て
裁
判
所
が
示
し

た
判
断
の
一
事
例
を
紹
介
す
る
こ
と
と
し
た
い
。
以
下
、
本
件
に
つ
い
て
確

定
し
た
控
訴
審
判
決
を
紹
介
す
る
。

一

事
案
の
概
要
等

1

事
案
の
概
要

本
件
は
、
原
告
が
、
道
路
上
に
設
置
さ
れ
た
ブ
ロ
ッ
ク
に
つ
ま
づ
い
て
受

傷
し
た
と
し
て
、
道
路
及
び
ブ
ロ
ッ
ク
を
設
置
管
理
す
る
被
告

(N
市
)
に

対
し
、
道
路
又
は
ブ
ロ
ッ
ク
の
設
置
管
理
に
瑕
疵
が
あ
っ
た
と
し
て
、
国
家

賠
償
法
二
条
に
基
づ
き

一
〇
0
万
円
の
損
害
賠
償
を
求
め
た
と
こ
ろ
、
原
審

が
請
求
棄
却
の
判
決
を
言
い
渡
し
た
の
で
、
こ
れ
に
不
服
の
あ
る
原
告
が
控

訴
し
た
事
案
で
あ
る
。

48 道路夕千軒灯ヤミナー ク0 O R G

歩
行
者
が
胸
瞳
に
轢
い
て
負
傷
し
た
事
鞠
に
つ
い
て

道
路
の
設
置
の
管
理
職
疵
が
争
わ
れ
た
事
例

ー
駒
止
接
触
受
傷
事
故
損
害
賠
償
請
求
事
件
ー

道
路
局
道
路
交
通
管
理
課

青
柳

敬
直



前
提
事
実

(争
い
が
な
い
か
、
証
拠
及
び
弁
論
の
全
趣
旨
に
よ
り
容
易

に
認
め
ら
れ
る
事
実
)

①
被
告
は
、
平
成
一
六
年
三
月
、
被
告
が
管
理
す
る
市
道

(以
下

｢本

件
道
路
｣
と
い
う
。)
に
お
い
て
、
北
進
一
方
通
行
の
右
側

(東
側
)

に
樹
脂
製
ポ
ー
ル
ニ

九
基
及
び
ブ
ロ
ッ
ク
四
〇
基

(以
下

｢本
件
ブ

ロ
ッ
ク
｣
と
い
う
。
)
を
設
置
し
、
こ
れ
ら
を
管
理
し
て
い
る
。

の
原
告
は
、
平
成
一
六
年
三
一月
一
七
日
午
後
人
時
こ
ろ
、
本
件
道
路

を
横
断
し
た
際
、
同
所
に
設
置
さ
れ
た
ブ
ロ
ッ
ク
に
蹟
き
、
段
差
の
あ

る
歩
道
に
顔
を
ぶ
つ
け
て
受
傷
し

(以
下

｢本
件
事
故
｣
と
い
う
。)、

翌
一
八
日
、
N
市
立
大
学
病
院
歯
科
口
腔
外
科
を
受
診
し
、
下
顎
骨
打

撲
傷
、
口
唇
割
創
、
歯
牙
被
折
の
診
断
を
受
け
た
。

争
点

①
本
件
道
路
及
び
本
件
ブ
ロ
ッ
ク
の
設
置

･
管
理
に
瑕
疵
が
あ
っ
た
か

ア

原
審
に
お
け
る
原
告
の
主
張

被
告
土
木
事
務
所
職
員
に
よ
る
と
、
違
法
駐
車
排
除
の
た
め
の
ブ

ロ
ッ
ク
で
受
傷
し
た
の
は
原
告
で
三
人
目
で
あ
る
と
の
こ
と
で
あ

り
、
本
件
ブ
ロ
ッ
ク
の
危
険
性
は
明
ら
か
で
あ
る
。
ま
た
、
本
件
事

故
現
場
に
は
、
本
件
ブ
ロ
ッ
ク
と
段
差
の
あ
る
歩
道
が
二
列
に
並
ん

で
い
る
た
め
、
原
告
は
大
け
が
を
し
た
も
の
で
あ
り
、
非
常
に
危
険

な
状
況
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
本
件
ブ
ロ
ッ
ク
が
設
置
さ
れ
た
道
路
区

間
に
は
、
そ
の
存
在
を
知
ら
せ
る
案
内
が
全
く
な
く
、
そ
の
こ
と
自

体
も
重
大
な
瑕
疵
で
あ
る
。
被
告
は
、
本
件
ブ
ロ
ッ
ク
の
危
険
性
を

知
り
な
が
ら
故
意
に
放
置
し
た
も
の
で
あ
り
、
被
告
に
よ
る
本
件
道

路
及
び
本
件
ブ
ロ
ッ
ク
の
設
置

･
管
理
に
は
瑕
疵
が
あ
る
。

被
告
は
違
法
駐
車
排
除
の
た
め
本
件
ブ
ロ
ッ
ク
を
設
置
し
た
と
主

張
す
る
が
、
本
件
ブ
ロ
ッ
ク
が
設
置
さ
れ
た
後
も
、
本
件
道
路
に
は

い
つ
も
違
法
駐
車
車
両
が
あ
り
、
ま
た
、
壊
れ
て
撤
去
さ
れ
た
ブ
ロ

ッ
ク
が
あ
る
な
ど
、
本
件
ブ
ロ
ッ
ク
は
、
違
法
駐
車
排
除
に
役
立
っ

て
お
ら
ず
危
険
な
だ
け
で
あ
る
。

被
告
は
本
件
ブ
ロ
ッ
ク
の
視
認
性
が
優
れ
て
い
る
と
主
張
す
る

が
、
本
件
事
故
の
現
場
は
自
動
車
が
通
ら
な
い
限
り
暗
く
、
本
件
ブ

ロ
ッ
ク
に
塗
ら
れ
た
蛍
光
塗
料
は
、
自
動
車
の
ラ
イ
ト
が
当
た
ら
な

い
限
り
、
ほ
と
ん
ど
確
認
で
き
な
い
の
が
実
情
で
あ
る
。
横
断
歩
道

も
消
え
か
か
っ
て
お
り
、
目
視
し
に
く
い
状
態
に
あ
っ
た
。

イ

控
訴
審
に
お
け
る
原
告
の
主
張

本
件
ブ
ロ
ッ
ク
は
、
道
路
法
や
道
路
構
造
令
に
お
い
て
設
置
す
る

こ
と
が
で
き
る
と
記
載
さ
れ
て
い
る
も
の
で
は
な
く
、
本
件
ブ
ロ
ッ

ク
を
設
置
し
た
こ
と
自
体
に
違
法

(瑕
疵
)
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

道
路
法
十
六
条
に
は
市
が
道
路
の
管
理
を
行
う
と
記
さ
れ
て
い
る
だ

け
で
、
ど
こ
に
も
市
が
勝
手
に
ブ
ロ
ッ
ク
を
設
置
で
き
る
と
は
記
さ

れ
て
い
な
い
し
、
本
件
ブ
ロ
ッ
ク
は
道
路
構
造
令
上
の
道
路
設
備
に

も
該
当
し
な
い
。

被
告
は
、
法
令
の
根
拠
無
く
、
危
険
性
の
あ
る
本
件
ブ
ロ
ッ
ク
を

設
置
し
た
こ
と
、
又
は
本
件
ブ
ロ
ッ
ク
に
は
危
険
性
が
あ
る
の
に
標

識
等
に
よ
り
本
件
ブ
ロ
ッ
ク
が
設
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
周
知
さ
せ

る
な
ど
し
て
安
全
を
確
保
す
る
行
為
を
し
な
か
っ
た
こ
と
に
よ
り
、

原
告
を
受
傷
さ
せ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
損
害
賠
償
を
求
め
る

(そ
の

根
拠
と
し
て
、
原
告
は
民
法
七
百
九
条
及
び
七
百
十
条
を
指
摘
す
る

が
、
そ
の
主
張
内
容
か
ら
し
て
国
家
賠
償
法
一
条
に
基
づ
く
請
求
を

も首整数〒沸々 わ " ナ ー クn n R R 4 9



し
て
い
る
も
の
と
解
さ
れ
る
)
。

ウ

原
審
に
お
け
る
被
告
の
主
張

本
件
ブ
ロ
ッ
ク
の
設
置
は
、
本
件
道
路
右
側
の
違
法
駐
車
を
排
除

す
る
た
め
に
必
要
か
つ
有
効
な
方
策
で
あ
り
、
本
件
道
路
及
び
本
件

ブ
ロ
ッ
ク
の
設
置

･
管
理
に
瑕
疵
は
な
い
。

本
件
ブ
ロ
ッ
ク
は
、
そ
の
上
部
に
オ
レ
ン
ジ
色
の
蛍
光
塗
料
を
施

さ
れ
て
お
り
、
視
認
性
に
優
れ
て
い
る
。
ま
た
、
本
件
事
故
の
現
場

で
、
本
件
事
故
の
時
刻
と
ほ
ぼ
同
じ
時
刻
こ
ろ
に
、
照
度
を
測
定
し

た
と
こ
ろ
、
歩
行
に
十
分
以
上
の
明
る
さ
が
あ
り
、
原
告
が
本
件
ブ

ロ
ッ
ク
を
目
祝
す
る
こ
と
に
何
ら
障
害
は
な
か
っ
た
。

し
た
が
っ
て
、
一
般
の
歩
行
者
が
通
常
の
注
意
を
払
っ
て
い
れ
ば
、

容
易
に
本
件
ブ
ロ
ッ
ク
の
存
在
に
気
づ
く
は
ず
で
あ
っ
た
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
原
告
は
、
前
方
へ
の
注
意

･
確
認
を
怠
り
、
漫
然
と
通
行

し
た
結
果
、
本
件
ブ
ロ
ッ
ク
に
つ
ま
づ
い
て
し
ま

っ
た
も
の
で
あ
る
。

ま
た
、
原
告
は
、
道
路
交
通
法
に
違
反
し
、
横
断
歩
道
か
ら
ほ
ど
近

い
場
所
に
お
い
て
、
そ
の
横
断
歩
道
に
よ
る
こ
と
な
く
車
道
を
斜
め

横
断
し
た
た
め
に
、
本
件
ブ
ロ
ッ
ク
に
蹟
い
て
し
ま
っ
た
も
の
で
あ

り
、
原
告
の
受
傷
の
責
任
は
、
原
告
自
身
が
負
う
ほ
か
な
い
。

エ

控
訴
審
に
お
け
る
被
告
の
主
張

被
告
は
、
道
路
法
十
六
条
一
項
に
基
づ
き
、
市
道
の
管
理
者
と
し

て
、
道
路
に
附
属
し
て
設
け
ら
れ
て
い
る
本
件
ブ
ロ
ッ
ク
を
含
め
、

本
件
道
路
の
管
理

(道
路
の
新
設
、
改
築
、
維
持
、
修
繕
、
災
害
復

旧
そ
の
他
全
て
の
道
路
法
上
の
管
理
行
為
)
を
行
っ
て
い
る
。
本
件

ブ
ロ
ッ
ク
は
、
道
路
法
二
条
二
項
の
道
路
の
附
属
物
の
う
ち
、
同
項

一
号
に
規
定
さ
れ
る

｢駒
止
｣
に
該
当
し
、
道
路
構
造
令
二
条
十
八

号
に
規
定
さ
れ
た
路
上
施
設
に
該
当
す
る
。
そ
し
て
、
道
路
の
附
属

物
の
構
造
に
係
る
技
術
水
準
に
つ
い
て
定
め
た
政
令
は
未
制
定
で
あ

る
と
こ
ろ
、
被
告
は
、
現
地
の
場
所
的
特
性
、
合
目
的
性
な
ど
を
踏

ま
え
、
道
路
の
保
全
と
道
路
交
通
の
円
滑
に
寄
与
す
る
よ
う
、
本
件

ブ
ロ
ッ
ク
の
構
造
を
決
め
て
管
理
を
行
っ
て
い
る
。

本
件
ブ
ロ
ッ
ク
に
危
険
性
は
な
く
、
被
告
が
本
件
ブ
ロ
ッ
ク
を
設

置
管
理
し
て
い
る
こ
と
は
何
ら
不
法
行
為
に
は
当
た
ら
な
い
。

②
原
告
が
被
っ
た
損
害
の
額

略

三

裁
判
所
の
判
断

1

争
点
の
に
つ
い
て

①
前
記
認
定
事
実
並
び
に
証
拠
及
び
弁
論
の
全
趣
旨
に
よ
る
と
、
以
下

の
事
実
が
認
め
ら
れ
る
。

ア

本
件
道
路
は
、
N
市
中
心
部
の
繁
華
街
に
位
置
し
、
従
来
よ
り
違

法
駐
車
車
両
が
多
い
道
路
で
あ
っ
た
。
被
告
は
、
本
件
道
路
を
道
路

法
十
六
条
に
基
づ
き
管
理
し
て
い
る
と
こ
ろ
、
平
成

三
一年
に
、
本

件
道
路
か
ら
ほ
ど
近
い
N
市
甲
区
乙
二
丁
目
の
ビ
ル
火
災
が
発
生
し

6R
)

た
際
、
違
法
駐
車
車
両
が
存
在
し
た
た
め
に
緊
急
車
両
の
消
防
活
動

0 0

が
阻
害
さ
れ
る
と
い
う
事
態
が
発
生
し
た
こ
と
等
を
契
機
に
そ
の
対

2一

策
を
取
る
こ
と
と
し
、
平
成
一
六
年
三
月
、
違
法
駐
車
排
除
を
目
的

ナ

と
し
て
･

高
さ
奔

皿
の
樹
脂
製
ポ
ル

ニ

九
基
及
び
高
さ
ニ
五

帳

頃

長
さ
二
m
･

幅
二
0
m
の
ブ
ロ
ッ
ク
四
0
基

(本
件
ブ
ロ
ッ
ク
)

敵

を
本
件
道
路
の
車
道
外
側
線
の
外
側
の
道
路
部
分

険
下
求
件
車

轆

道
外
側
線
部
分
｣
と
い
う
。)
に
設
置
し
た
。
本
件
ブ
ロ
ッ
ク
の
上

部
に
は
、
オ
レ
ン
ジ
色
の
蛍
光
塗
料
が
施
さ
れ
て
い
た
。

劫



ウエ イ
ー

本
件
道
路
の
う
ち
、
本
件
事
故
が
発
生
し
た
N
市
甲
区
丙
三
丁
目

一
〇
番
区
画
と
同
九
番
区
画
の
間
の
道
路
は
約
八
0
m
の
区
間
で
あ

り
、
同
区
間
の
両
端

(北
端
及
び
南
端
)
の
交
差
点
に
は
、
横
断
歩

道
が
設
置
さ
れ
て
い
る
。
同
区
間
に
は
、
樹
脂
製
ポ
ー
ル
一
七
基
及

び
本
件
ブ
ロ
ッ
ク
の
う
ち

一
一
基
が
設
置
さ
れ
て
い
た
。
本
件
事
故

現
場
付
近
の
車
道
幅
は
約
七
m
で
あ
り
、
本
件
ブ
ロ
ッ
ク
と
東
側
歩

道
と
の
距
離
は
約
一
･
六
m
で
あ
る
。
上
記
区
間
は
、
繁
華
街
で
両

側
に
は
飲
食
店
等
の
店
舗
が
建
ち
並
び
、
発
光
性
の
看
板
、
広
告
塔

が
あ
る
ほ
か
、
街
路
灯
も
設
置
さ
れ
て
い
る
。

原
告
は
、
平
成

一
六
年

一
二
月
一
七
日
、
N
市
甲
区
丙
三
丁
目
の

飲
食
店
で
、
夫
と
と
も
に
食
事
を
し
、
同
日
午
後
八
時
こ
ろ
、
飲
食

店
を
出
て
、本
件
道
路
の
上
記
区
間
西
側
歩
道
を
歩
行
し
て
い
た
が
、

夫
が
本
件
道
路
を
東
側
に
向
か
っ
て
横
断
し
た
の
に
続
い
て
、
本
件

道
路
の
上
記
区
間
の
南
端
か
ら
約

一
･
五
m
あ
る
い
は
約
二
五
･
六

m
の
地
点
か
ら
北
東
方
向
に
向
か
っ
て
斜
め
に
横
断
し
た
際
、
本
件

ブ
ロ
ッ
ク
の
う
ち
一
基
に
つ
ま
づ
き
、
段
差
の
あ
る
歩
道
に
顔
を
ぶ

つ
け
て
受
傷
し
た
。
原
告
が
つ
ま
づ
い
た
ブ
ロ
ッ
ク
の
正
確
な
位
置

は
不
明
で
あ
る
が
、
原
告
の
記
憶
に
よ
る
と
、
上
記
区
間
の
最
も
南

側
に
設
置
さ
れ
た
ブ
ロ
ッ
ク

(以
下

｢ブ
ロ
ッ
ク
①
｣
と
い
う
。
)

か
、
上
記
区
間
の
中
間
付
近
に
設
置
さ
れ
た
南
側
か
ら
六
番
目
の
ブ

ロ
ッ
ク

(以
下

｢ブ
ロ
ッ
ク
⑥
｣
と
い
う
。
)
の
い
ず
れ
か
で
あ
る
。

原
告
は
、
同
月
二
人
日
、
被
告
土
木
事
務
所
の
職
員
か
ら
、
本
件
ブ

ロ
ッ
ク
で
蹟
い
た
と
い
う
通
報
を
受
け
た
の
は
、
原
告
で
三
人
目
で

あ
る
と
電
話
で
告
げ
ら
れ
た
。

被
告
に
お
い
て
、
平
成

一
七
年
五
月
二
四
日
午
後
八
時
こ
ろ
、
ブ

ロ
ッ
ク
①
及
び
ブ
ロ
ッ
ク
⑥
の
そ
れ
ぞ
れ
中
央
上
部
に
お
い
て
、
照

度
計
を
用
い
て
照
度
を
測
定
し
た
と
こ
ろ
、
ブ
ロ
ッ
ク
①
に
お
い
て

は
二
二
ル
ク
ス
、
ブ
ロ
ッ
ク
⑥
に
お
い
て
は
四
〇
ル
ク
ス
と
の
測
定

結
果
が
得
ら
れ
た
。
ま
た
、
被
告
に
お
い
て
、
同
日
、
上
記
区
間
端

(南
端
と
推
測
さ
れ
る
。)
の
横
断
歩
道
中
央
部
で
、
同
様
に
照
度
を

測
定
し
た
と
こ
ろ
、
一
一〇
ル
ク
ス
と
の
測
定
結
果
が
得
ら
れ
た
。
社

日
本
防
犯
設
備
協
会
が
編
集
･
発
行
し
た
防
犯
照
明
ガ
イ
ド
に
よ
る

と
、
水
平
面
照
度

(道
路
の
路
面
上
の
平
均
照
度
)
三
ル
ク
ス
で
、

四
m
先
の
歩
行
者
の
顔
の
向
き
や
挙
動
姿
勢
が
わ
か
り
、
水
平
面
照

度
五
ル
ク
ス
で
、
四
m
先
の
歩
行
者
の
顔
の
概
要

(目

･
鼻

･
口
の

位
置
)
が
識
別
で
き
る
と
さ
れ
て
い
る
。

②
国
家
賠
償
法
二
条
一
項
に
い
う
営
造
物
の
設
置
又
は
管
理
の
瑕
疵
と

は
、
営
造
物
が
通
常
有
す
べ
き
安
全
性
を
欠
い
て
い
る
こ
と
を
い
う
と

解
さ
れ
る
。

そ
こ
で
、
上
記
瑕
疵
の
有
無
に
つ
い
て
検
討
す
る
に
、
上
記
①
で
認

定
し
た
と
お
り
、
本
件
ブ
ロ
ッ
ク
は
、
違
法
駐
車
排
除
を
目
的
と
し
て
、

樹
脂
製
ポ
ー
ル
と
と
も
に
設
置
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
こ
ろ
、
そ
の
上
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部
に
は
オ
レ
ン
ジ
色
の
蛍
光
塗
料
が
施
さ
れ
、
視
認
性
の
向
上
が
図
ら

れ
て
い
る
ほ
か
、
本
件
事
故
現
場
は
、
両
側
に
飲
食
店
等
の
店
舗
が
建

ち
並
ぶ
繁
華
街
で
あ
り
、
発
光
性
の
看
板
、
広
告
塔
や
街
路
灯
が
設
置

さ
れ
て
い
て
、
夜
間
に
お
け
る
照
度
測
定
結
果
も
、
四
m
先
の
歩
行
者

の
顔
の
概
要
が
識
別
で
き
る
程
度
の
明
る
さ
を
大
き
く
上
回
る
照
度
が

確
保
さ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
る
。
そ
う
す
る
と
、
一
般
の
歩
行
者
が
通

常
の
注
意
を
払
っ
て
い
れ
ば
、
夜
間
で
あ
っ
て
も
本
件
ブ
ロ
ッ
ク
の
存

在
に
気
づ
く
こ
と
は
容
易
で
あ
っ
た
と
い
う
べ
き
で
あ
り
、
本
件
プ
ロ



ッ
ク
が
歩
行
者
に
と
っ
て
危
険
な
営
造
物
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
で
き

な
い
か
ら
、
本
件
ブ
ロ
ッ
ク
及
び
本
件
事
故
現
場
の
道
路
が
、
通
常
有

す
べ
き
安
全
性
を
欠
い
て
い
た
と
は
認
め
ら
れ
ず
、
そ
の
設
置

･
管
理

に
瑕
疵
が
あ
っ
た
と
認
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
む
し
ろ
、
本
件
事
故

は
、
原
告
が
、
近
く
に
横
断
歩
道
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
本
件
道

路
を
斜
め
に
横
断
し
、
そ
の
際
前
方
へ
の
注
意
が
不
十
分
な
も
の
で
あ

っ
た
た
め
に
発
生
し
た
も
の
で
あ
る
と
推
認
さ
れ
る
。

こ
れ
に
対
し
、
原
告
は
、
上
記

一ー
3
ー
①
ア
の
と
お
り
、
本
件
ブ

ロ
ッ
ク
は
危
険
な
も
の
で
あ
り
、
被
告
に
よ
る
本
件
道
路
及
び
本
件
ブ

ロ
ッ
ク
の
設
置

･
管
理
に
は
瑕
疵
が
あ
っ
た
と
主
張
す
る
。
し
か
し
、

上
記
の
と
お
り
、

一
般
の
歩
行
者
が
通
常
の
注
意
を
払
っ
て
い
れ
ば
、

夜
間
で
あ
っ
て
も
本
件
ブ
ロ
ッ
ク
の
存
在
に
気
づ
く
こ
と
は
容
易
で
あ

っ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
か
ら
、
本
件
事
故
以
前
に
、
原
告
以
外
に

二
名
の
者
が
本
件
ブ
ロ
ッ
ク
に
蹟
い
た
こ
と
が
あ
っ
た
か
ら
と
い
っ

て
、
直
ち
に
本
件
ブ
ロ
ッ
ク
が
危
険
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
で
き
ず
、

そ
う
で
あ
れ
ば
、
本
件
ブ
ロ
ッ
ク
と
段
差
の
あ
る
歩
道
が
二
列
に
並
ん

で
い
る
こ
と
を
も
っ
て
特
段
危
険
な
状
況
と
は
い
え
な
い
し
、
本
件
ブ

ロ
ッ
ク
に
塗
ら
れ
た
蛍
光
塗
料
も
ほ
と
ん
ど
確
認
で
き
な
い
と
主
張
す

る
点
も
、
客
観
的
な
証
拠
の
裏
付
け
を
伴
わ
な
い
主
観
的
な
主
張
に
と

ど
ま
り

(証
拠
に
よ
っ
て
も
、
蛍
光
塗
料
は
視
認
性
を
高
め
て
い
る
と

評
価
す
る
こ
と
が
で
き
る
。)、
前
記
①
で
認
定
し
た
事
実
に
照
ら
し
採

用
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
さ
ら
に
、
本
件
ブ
ロ
ッ
ク
が
違
法
駐
車
排

除
に
役
立

っ
て
い
な
い
と
の
点
に
つ
い
て
も
、
確
か
に
、
証
拠
に
よ
る

と
、
本
件
ブ
ロ
ッ
ク
の
設
置
に
よ
り
本
件
道
路
に
お
け
る
違
法
駐
車
を

完
全
に
排
除
す
る
こ
と
が
で
き
た
わ
け
で
は
な
い
こ
と
が
認
め
ら
れ
る

が
、
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
本
件
ブ
ロ
ッ
ク
が
違
法
駐
車
排
除
の
機
能
を

有
し
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
わ
け
で
は
な
く
、
む
し
ろ
、
証

拠
に
よ
る
と
、
本
件
ブ
ロ
ッ
ク
が
違
法
駐
車
排
除
に
相
応
の
寄
与
を
果

た
し
て
い
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
、
本
件
ブ
ロ
ッ
ク
が
無
用
の
物
で
あ
る

と
の
前
提
で
、
そ
の
設
置

･
管
理
の
瑕
疵
の
有
無
を
論
じ
る
こ
と
は
で

き
な
い
。

そ
の
他
、
原
告
が
主
張
な
い
し
指
摘
す
る
点
を
参
酌
し
て
も
、
本
件

ブ
ロ
ッ
ク
及
び
本
件
道
路
の
設
置

･
管
理
に
瑕
疵
が
あ
っ
た
と
は
認
め

ら
れ
な
い
旨
の
前
記
判
断
は
左
右
さ
れ
な
い
。

2

控
訴
審
に
お
け
る
原
告
の
主
張
に
対
す
る
判
断

①
原
告
は
、
被
告
が
何
ら
の
法
令
上
の
権
限
な
く
本
件
ブ
ロ
ッ
ク
を
設

置
し
て
お
り
、
設
置
自
体
に
違
法

(瑕
疵
)
が
あ
る
旨
主
張
す
る
。
し

か
し
、
本
件
道
路
は
、
一
般
の
用
に
供
さ
れ
て
い
る
道
で
、
道
路
法
二

条

一
項
、
三
条
四
号
に
定
め
る

｢道
路
｣
で
あ
り
、
本
件
ブ
ロ
ッ
ク
は
、

同
法
二
条
二
項
一
号
に
定
め
る

｢駒
止
｣
で
あ
り

(書
証
)、
道
路
法

上
、
道
路
の
附
属
物
と
し
て

｢道
路
｣
に
含
ま
れ
る
も
の
で
あ
る
。
し

た
が
っ
て
、
被
告
は
道
路
法
に
基
づ
き
本
件
道
路
の
管
理
者
と
し
て
、

そ
の
設
置
管
理
の
一
環
と
し
て
本
件
ブ
ロ
ッ
ク
を
設
置
し
て
い
る
も
の

で
あ
っ
て
、
設
置
し
た
こ
と
自
体
に
瑕
疵
や
違
法
が
あ
る
と
は
い
え
な

し
Y

@

ま
た
、
原
告
は
、
本
件
ブ
ロ
ッ
ク
に
は
危
険
性
が
あ
る
の
に
標
識
等
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に
よ
り
本
件
ブ
ロ
ッ
ク
が
設
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
周
知
さ
せ
る
な
ど

し
て
安
全
を
確
保
す
る
行
為
を
し
な
か
っ
た
違
法
が
あ
る
旨
主
張
す

る
0



し
か
し
、
本
件
ブ
ロ
ッ
ク
及
び
本
件
事
故
現
場
の
道
路
が
、
通
常
有

す
べ
き
安
全
性
を
有
し
て
い
る
こ
と
は
原
判
決
説
示
の
と
お
り
で
あ

り
、
こ
れ
に
加
え
て
原
告
主
張
の
よ
う
な
措
置
を
講
じ
る
の
で
な
け
れ

ば
安
全
性
に
欠
け
る
と
は
認
め
ら
れ
な
い
。

ま
た
、
本
件
ブ
ロ
ッ
ク
は
本
件
車
道
外
側
線
部
分
に
設
け
ら
れ
て
お

り
、
本
件
車
道
外
側
線
部
分
は
、
本
件
道
路
の
両
側
に
歩
道
が
設
け
ら

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
道
路
交
通
法
二
条

一
項
三
号
の
四
に
定
め
る

｢路
側
帯
｣
に
は
該
当
せ
ず
、
歩
行
者
が
通
行
又
は
横
断
す
る
こ
と
が

予
定
さ
れ
て
い
る
部
分
に
設
置
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
か
ら

(道

路
交
通
法
十
条
、
十
二
条
)、
被
告
と
し
て
は
本
件
ブ
ロ
ッ
ク
な
さ
れ

て
い
る
以
上
に
歩
行
者
の
安
全
に
配
慮
す
べ
き
義
務
が
あ
る
と
も
解
さ

れ
ず
、
原
告
の
主
張
は
理
由
が
な
い
。

3

以
上
に
よ
れ
ば
、
原
判
決
は
相
当
で
あ
り
、
本
件
控
訴
は
理
由
が
な
い

か
ら
棄
却
す
る
こ
と
と
し
、
主
文
の
と
お
り
判
決
す
る
。

参
考
条
文
"道
路
法

(抜
粋
)
(昭
和
二
七
年
六
月
一
〇
日
法
律
第
百
八
十
号
)

(用
語
の
定
義
)

第
二
条

2

こ
の
法
律
に
お
い
て

｢道
路
の
附
属
物
｣
と
は
、
道
路
の
構
造
の
保
全
、
安

全
か
つ
円
滑
な
道
路
の
交
通
の
確
保
そ
の
他
道
路
の
管
理
上
必
要
な
施
設
又
は

工
作
物
で
、
次
に
掲
げ
る
も
の
を
い
う
。

一

道
路
上
の
さ
く
又
は
駒
止
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